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地域活性化フォーラム
三重県津市で「地域活性化フォーラム」
地域再生実践塾　東京都品川区
地域ブランドと商店街の活性化 古市　修

移住・交流推進支援事業　島根県邑南町
「Ａ級グルメ」と「耕すシェフ」で町をPR 浅井洋樹

地域づくり団体探訪　大阪府堺市
NPO法人堺観光ボランティア協会
観光客を「明るく、楽しく、ご案内」

レギュラーリポート
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ふるさとパンフレット大賞に福井県高浜町

首長の思い
浦安の再生と創生 松崎秀樹（浦安市長）
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特　集

 1 巻頭エッセー／若者は農山漁村をめざす 岡﨑昌之（地域づくり団体全国協議会会長）　　

　 　  少子化対策と子育て支援
 4 基調論文  少子化の進行と子育ち・子育て支援 福田素生（埼玉県立大学教授）　　
 8 北海道千歳市　〝子育てするなら、千歳市〟を目指して 徳永　隆　　
 10 山形県川西町　住民主体で放課後児童クラブを運営 梶山由美　　
 12 千葉県流山市　マーケティング活用し、子育て世帯呼び込む 河尻和佳子　　
 14 長野県小海町　子育て支援充実で若者定住を促進 井上晴正　　
 16 愛知県東郷町　「子育て支援ナンバーワン」の町に向けて 木本清彦　　
 18 石川県七尾市　家庭に保育ママを派遣し、子育て支援 山本昌文　　
 20 福井県　地域全体で多様な少子化対策を推進 福井県健康福祉部子ども家庭課　　
 22 京都府　「オール京都」で少子化対策総合戦略会議 松村淳子　　
 24 岡山県総社市　地域ぐるみで子どもの健全育成へ 中島久美子　　
 26 鳥取県　10県知事が「子育て同盟」を結成 池上祥子　　
 28 香川県　〝母親目線〟で育児しやすい環境づくり 中橋恵美子　　
 30 宮崎県西米良村　若者の定住促進に向け独身者専用住宅 中武かずみ　　
 32 副基調論文  子ども・子育て支援新制度について 内閣府子ども・子育て支援新制度施行準備室　
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（
静
岡
県
・
山
梨
県
）

　

神
聖
で
荘
厳
な
姿
の
富
士
山
は
、
山
域
か
ら
山
頂
へ

の
登
拝
及
び
山
麓
の
霊
地
へ
の
巡
礼
を
通
じ
て
、
富
士

山
を
居
処
と
す
る
神
仏
の
霊
力
を
獲
得
し
、
自
ら
の
擬

死
再
生
を
求
め
る
と
い
う
独
特
の
性
質
を
持
つ
富
士
山

信
仰
を
育
み
、
ま
た
、
海
外
の
芸
術
家
に
も
影
響
を
与

え
た
浮
世
絵
な
ど
、
多
く
の
芸
術
作
品
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
信
仰
の
対
象
・
芸
術
の
源
泉
で

あ
る
富
士
山
は
世
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
25
年

６
月
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
後
は
、
構
成
資
産
周
辺
だ
け
で
な
く
静
岡
・
山

梨
両
県
全
域
へ
の
国
内
外
か
ら
の
来
訪
者
が
増
加
し
、

賑
わ
い
の
高
ま
り
や
経
済
的
効
果
が
現
れ
る
一
方
、
富

士
山
の
環
境
保
護
や
登
山
者
の
安
全
確
保
の
推
進
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
は
、
富
士
山
を
守
っ
て
い
く
た
め
の

「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
で
す
。
富
士
山
の
保
全
に
向
け

た
取
り
組
み
の
輪
を
国
民
運
動
と
し
て
広
く
展
開
し
、

世
界
遺
産
富
士
山
を
確
実
に
継
承
す
る
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
静
岡
県
自
治
行
政
課

　
　
　
　
　
　
　
（
０
５
４―

２
２
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７
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（
写
真
提
供
：
静
岡
県
観
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協
会
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  【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
は
最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
古
民
家
の
再
生

を
め
ぐ
る
各
地
の
動
き
を
特
集
し
ま
し
た
。
か
つ
て
全

国
各
地
に
広
範
に
存
在
し
て
い
た
歴
史
あ
る
古
い
民
家

は
都
市
化
の
波
で
減
少
し
、
残
っ
た
と
し
て
も
空
き
家

と
な
っ
て
い
る
例
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
た
な
地
域
資
源
と

し
て
見
直
さ
れ
、
見
事
に
再
生
し
、
風
情
あ
る
佇
ま
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
暮
ら
す
都
市
住
民
に
と
っ
て
は

こ
う
し
た
古
民
家
は
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
不
思
議

な
魅
力
に
富
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
関
係

者
の
努
力
で
再
生
さ
れ
た
古
民
家
は
観
光
資
源
と
し

て
、
あ
る
い
は
移
住
者
用
の
住
宅
や
都
市
と
地
域
住
民

の
交
流
拠
点
な
ど
と
し
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
特
集
事
例
を
拝
見
し
て
も
興
味
深
い
様
々
な

活
用
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
と
こ
ろ
で
今
回
の
事
例
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

か
つ
て
私
が
子
供
の
こ
ろ
、
通
学
で
歩
い
て
い
た
の
は

宿
場
町
で
し
た
。
毎
日
の
行
き
帰
り
に
目
に
す
る
古
い

家
並
み
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
田
舎
の
集
落
そ

の
も
の
で
し
た
が
、
ど
こ
か
穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
後
年
、
重
伝

建
地
区
に
選
定
さ
れ
、
今
で
は
観
光
客
が
訪
れ
る
ま
で

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
部
の
住
宅
は
観
光
客
が

ち
ょ
っ
と
休
憩
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
に
改
装
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
古
民
家
に
限
ら
ず
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
資
源
は
、
見
渡
せ
ば
身
近
に
数
多
く
存
在

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
堀
）

【
1
月
号
予
告
】

特
集
＝ 「
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
」 （仮）
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　EVENT CORNER

予定
イベント

１月

★日本橋プラザビルイベントスペース

●１月16日（木）～17日（金）
　菊川市観光協会（静岡県）
　『菊川市物産展』
●１月21日（火）
　西さがみ観光協議会（神奈川県）
　『西さがみ観光展・物産展』
●１月27日（月）～28日（火）
　いちき串木野市（鹿児島県）
　『鹿児島県いちき串木野市の物産と観光展』
●１月29日（水）～30日（木）
　西尾市観光協会（愛知県）
　『三河の小京都　愛知・西尾　観光物産展』

5 6 （写真）
1  11月５日（火）～６日（水）武蔵村山市（東
京都）
2 11月８日（金）あみ観光協会（茨城県）
3  11月12日（火）～13日（水）神奈川集中観
光キャンペーン実行委員会（神奈川県）

4  11月19日（火）～20日（水）湯沢市観光物
産協会（秋田県）

5  11月21日（木）～22日（金）福島県県南地
方振興局

6  11月28日（木）～29日（金）「日本で最も
美しい村」連合　長野県会議（長野県、山
梨県、群馬県）

7  12月５日（木）～６日（金）宝塚市（兵庫県）

21 3

7

●２月６日（木）～７日（金）
　市原市観光協会（千葉県）
 『千葉県市原市の観光・物産展』
●２月13日（木）～14日（金）
　新城市（愛知県）
　『愛知県新城市箱推し隊（仮称）』
●２月18日（火）～19日（水）
　七尾特産品協会（石川県）
　 『能登七尾！ちょっと寄ってかんかいね。～七
尾の食と心のおもてなし～』

44
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菜の花と富士山
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若者は農山漁村をめざす

地域づくり団体全国協議会会長
法政大学教授 ● 岡﨑昌之

　

平
成
25
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
多
く
の
大
学
生
が
農
山
漁
村

に
赴
い
た
。
総
務
省
の
「
域
学
連
携
」
事
業
に
参
加
し
た
学
生
た

ち
で
あ
る
。
今
年
度
取
り
組
ま
れ
た
こ
の
事
業
は
、
大
学
生
と
教

員
が
地
域
の
現
場
に
入
り
、
市
町
村
職
員
や
地
域
住
民
と
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
や
人
材
育
成
を
目
指
す
活
動

で
あ
る
。
参
加
し
た
大
学
生
の
数
は
約
１
２
０
０
人
、
参
加
大
学

は
延
べ
１
０
０
と
な
っ
て
い
る
（
昨
年
10
月
の
中
間
報
告
会
資
料

か
ら
推
計
）。
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
く
の
学
生
た
ち
が
、
地
域
の

現
場
に
出
か
け
、
学
び
や
交
流
を
重
ね
た
こ
と
に
な
る
。
学
生
た

ち
を
受
け
入
れ
た
自
治
体
は
16
道
県
市
町
で
、
長
崎
県
対
馬
市
等

の
離
島
、
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
、
山
形
県
小
国
町
な
ど
農
山
村
、
宮

城
県
気
仙
沼
市
等
、
地
方
都
市
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
岩
手
県
遠
野
市
で
は
、
市
と
遠
野
山

里
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
が
連
携
し

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
遠
野
市
を
拠
点
と
し
た
三
陸

沿
岸
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
被
災

地
で
当
時
の
生
々
し
い
話
を
聞
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事

し
、
仮
設
住
宅
を
訪
問
、
そ
の
一
方
で
遠
野
で
の
農
家
民
泊
や
構

想
中
の
市
内
循
環
交
通
、〝
立
寄
り
農
家
〞
等
の
実
験
的
事
業
に

つ
い
て
、
調
査
、
体
験
、
提
言
を
行
っ
た
。
風
化
が
懸
念
さ
れ
る

被
災
地
の
思
い
を
支
え
、
三
陸
沿
岸
を
後
方
支
援
拠
点
と
し
て
支

え
た
遠
野
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

学
生
た
ち
は
被
災
地
や
遠
野
の
人
た
ち
か
ら
の
温
か
い
気
持
ち

に
支
え
ら
れ
、
８
月
中
旬
か
ら
４
週
間
、
延
べ
40
名
が
、
市
内
の

公
民
館
に
寝
起
き
し
な
が
ら
活
動
に
参
加
し
た
。
最
終
日
に
は
遠

野
の
人
た
ち
を
前
に
報
告
会
を
開
き
、
名
物
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
夏
季
の
活
動
後
も
個
別
に
現
地
を
訪
れ
る
者

も
多
い
。
学
生
た
ち
に
と
っ
て
遠
野
と
被
災
地
は
、
第
二
の
ふ
る

さ
と
と
し
て
心
を
通
わ
せ
る
地
域
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

地
域
づ
く
り
の
現
場
を
訪
ね
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

若
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
出
会
う
。
平
成
21
年
度
89
人
（
31

受
け
入
れ
自
治
体
）
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制
度
も
、
平
成
24
年
度

は
６
１
７
人
（
２
０
７
受
け
入
れ
自
治
体
）
と
隊
員
数
は
拡
大
し
、

受
け
入
れ
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
活
動
し
て

い
る
隊
員
の
８
割
が
、
20
代
、
30
代
の
若
者
だ
と
い
う
点
、
ま
た

そ
の
７
割
が
活
動
後
も
そ
の
地
域
に
留
ま
り
、
就
業
、
起
業
を
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
総
務
省
「
任
期
終
了
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

平
成
23
年
度
）。「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
先
行
モ
デ
ル
と
な
っ

た
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
も
、
平
成
25
年
度
で
ち
ょ
う
ど
20

年
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
間
の
参
加
者
は
６
５
８
人
で
、
参
加
者

の
８
割
は
20
代
で
あ
る
。

　

じ
つ
は
こ
う
し
た
学
生
や
若
者
の
動
向
に
、
影
響
と
自
信
を
与

え
て
き
た
先
導
者
た
ち
が
い
る
。先
述
の「
遠
野
山
里
暮
ら
し
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」、
山
梨
県
早
川
町
の
「
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所
」、

新
潟
県
上
越
市
の
「
か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶
楽
部
」、
熊
本

県
小
国
町
の
「
学
び
や
の
里
」
と
い
っ
た
、
農
山
漁
村
に
お
け
る

地
域
づ
く
り
組
織
の
現
場
を
担
う
若
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
多
く

が
団
塊
の
世
代
ジ
ュ
ニ
ア
の
30
代
後
半
で
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー

ン
者
が
多
い
。
彼
ら
の
活
動
に
触
発
さ
れ
、
話
し
を
聞
き
、
地
域

の
現
場
に
足
を
運
ぶ
学
生
た
ち
が
多
い
。

　

も
ち
ろ
ん
彼
ら
の
活
動
が
順
風
満
帆
に
進
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
多
く
の
葛
藤
や
挫
折
も
あ
る
が
、
持
続
的
な
活
動
の
陰
に

は
、
こ
う
し
た
若
者
と
現
場
の
地
域
社
会
を
繋
ぐ
人
材
の
存
在
が

大
き
い
。
と
も
す
れ
ば
若
者
は
理
想
に
走
り
、
迂
遠
に
思
え
る
計

画
や
提
案
を
提
示
し
が
ち
だ
。
し
か
し
そ
の
若
者
の
思
い
を
か
み

砕
い
て
地
元
に
伝
え
、
ま
た
若
者
に
対
し
て
は
地
域
社
会
の
由
来

や
歴
史
、
人
間
関
係
や
地
域
の
思
い
を
伝
達
す
る
人
材
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
よ
く
観
察
す
れ
ば
こ
う
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
的
人
材
が
地
域
に
存
在
し
、
若
者
と
と
も
に
元
気
と

清
々
し
い
気
風
を
地
域
社
会
に
吹
き
込
ん
で
い
る
構
図
が
見
え
て

く
る
。

　

国
土
の
５
割
以
上
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、
多
く
の
歴
史
あ

る
集
落
が
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
農
山
村
、
離
島
、
水
源
地

の
土
地
が
外
国
資
本
に
よ
っ
て
買
い
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
日
本
の
現
状
は
異
常
で
あ
る
。
若
者
は
敏
感
に
こ
う
い
う
危
機

を
察
知
し
、農
山
漁
村
で
生
き
る
意
味
を
問
い
始
め
て
い
る
。
国
、

地
方
自
治
体
、
大
学
が
、
こ
う
し
た
若
者
の
思
い
に
真
剣
に
立
ち

向
か
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

001　エッセー.indd   1001　エッセー.indd   1 2013/12/19   18:42:232013/12/19   18:42:23



少子化対策と子育て支援少子化対策と子育て支援

厄除け・難産除けとして知られる「お子安さん」。堂内
には乳房のような形の岩（ご神体）がある
 ● 長野県小海町（p14-15）

流山市が子育て世代を呼び込むため首都圏広告用
に製作したPRサイト
 ● 千葉県流山市（p12-13）

１日平均120人の親子が訪れる千歳市子育て総合
支援センター
 ● 北海道千歳市（p8-9）

「放課後子ども教室」で学習する子どもたち。この教
室は小学生にとって安全・安心な居場所になっている
 ● 愛知県東郷町（p16-17）

駅前にある「親子ふれあいランド」。パティシエの
ケーキづくりに見入る子どもたち
 ● 石川県七尾市（p18-19）

放課後子ども教室。流しそうめんをして楽しむ児童ら
 ●山形県川西町（p10-11）
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子育て同盟の10県知事と子どもたちとの記念撮影
 ● 鳥取県（p26-27）

消防署員の指導で消防・レスキュー隊員の体験をす
る子どもたち
 ● 岡山県総社市（p24-25）

西米良村が若者の定住促進に向け建設した独身者
専用住宅。２棟、全部で16戸ある
 ● 宮崎県西米良村（p30-31）

「わははネット」が手掛けた子育てタクシー。今で
は全国に普及している
 ● 香川県（p28-29）

保護者が冠婚葬祭などで出掛ける際に子供を預か
る「すみずみ子育てサポート」の様子
 ● 福井県（p20-21）

「子育て応援パスポート」のPRの様子。このパスポー
トを示し、協賛店で買い物すれば割引などが受けられる
 ● 京都府（p22-23）
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１
、
地
域
人
口
の
動
向

　

半
世
紀
後
の
２
０
６
０
年
に
総
人
口
が
現
在
の
３
分
の

２
の
約
８
７
０
０
万
人
、
高
齢
化
率
が
40
％
に
な
る
と
い

う
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」（
２
０
１
２
年
１
月
、出
生
・

死
亡
中
位
推
計
）
を
発
表
し
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
は
、
そ
れ
に
対
応
し
た
地
域
の
人
口
動
向
を
求

め
て
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
（
２
０
１
３
年
３

月
推
計
）」
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
２
０
４
０
年

ま
で
の
30
年
間
に
つ
い
て
、
男
女
５
歳
階
級
別
に
都
道
府

県
別
、
市
区
町
村
別
（
福
島
県
を
除
く
）
の
人
口
を
推
計

し
た
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
地
域
の
具
体
的
な
状
況
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
こ

こ
で
は
、
少
子
化
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と

か
ら
、
本
稿
を
始
め
た
い
。

　

２
０
４
０
年
ま
で
に
総
人
口
が
16
・
２
％
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
る
中
、
都
道
府
県
別
に
０―

14
歳
の
年
少
人
口

を
み
る
と
、
総
人
口
の
減
少
率
を
大
き
く
上
回
り
、
平
均

で
36
・
３
％
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
半
分
以
下

に
な
る
青
森
、
秋
田
両
県
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
半
減
す
る
と

予
想
さ
れ
る
道
県
も
少
な
く
な
い
。
無
論
、
状
況
は
地
域

に
よ
り
様
々
で
あ
り
、
よ
り
小
さ
な
単
位
で
見
る
と
ば
ら

つ
き
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
市
区
町
村
別
に
み
る
と
、

わ
ず
か
０
・
５
％
で
は
あ
る
が
、
増
え
る
所
が
９
自
治
体

あ
る
一
方
、
38
・
４
％
、
６
４
６
自
治
体
で
年
少
人
口
が

半
数
以
下
と
な
り
、
特
に
14
・
３
％
、
２
４
１
自
治
体
で

は
４
割
未
満
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
（
図

１
参
照
）

　

ま
た
、
２
０
１
０
年
に
平
均
で
13
・
１
％
だ
っ
た
年
少

人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
、
２
０
４
０
年
に
は

10
％
未
満
の
自
治
体
が
６
割
近
く
に
な
る
一
方
、
逆
に
約

半
分
の
自
治
体
で
、
高
齢
者
が
総
人
口
に
占
め
る
比
率
が

40
％
を
、
ま
た
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
総
人
口
に
占

め
る
比
率
が
25
％
を
、
そ
れ
ぞ
れ
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
人
口
減
少
の
中
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
今
で

も
、
ほ
と
ん
ど
子
ど
も
が
生
ま
れ
な
い
、
あ
る
い
は
子
ど

も
同
士
で
遊
ば
せ
る
た
め
に
親
が
数
㌔
離
れ
た
友
達
の
家

ま
で
子
ど
も
を
車
で
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
話
を

過
疎
地
な
ど
で
耳
に
す
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
が
、
多
く

の
地
域
社
会
で
さ
ら
に
進
む
わ
け
で
あ
る
。

２
、
少
子
化
の
要
因
と
影
響

（
１
）
少
子
化
の
要
因

　
（
合
計
特
殊
）
出
生
率
は
、
１
９
７
５
年
を
過
ぎ
た
こ

ろ
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
し
、
そ
の

後
も
、人
口
の
置
換
水
準
で
あ
る
２
・
１
を
大
き
く
下
回
っ

て
低
迷
し
て
い
る
。
非
嫡
出
子
が
極
め
て
少
な
い
日
本
の

場
合
、
出
生
率
の
変
化
を
有
配
偶
率
の
変
化
と
有
配
偶
出

生
率
（
結
婚
し
た
女
性
が
産
む
子
ど
も
の
数
）
の
変
化
に

ほ
ぼ
分
解
で
き
る
が
、
低
下
の
主
因
は
、
晩
婚
化
、
未
婚

化
の
進
行
で
あ
る
。
１
９
７
５
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で

を
見
る
と
、
未
婚
率
は
、
30
代
前
半
で
、
女
性
が
８
％
か

ら
34
・
５
％
へ
、
男
性
で
も
14
％
か
ら
47
・
３
％
へ
と
急

上
昇
し
、
生
涯
未
婚
率
（
50
歳
時
点
の
未
婚
率
）
も
男
性

20
・
１
％
、
女
性
10
・
６
％
と
上
昇
し
て
い
る
。
な
お
、

こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
婚
活
支
援
」
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
少
な
く
な
い
（
本
誌
２
０
１
０
年
５
月
号
参
照
）。
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特集 少子化対策と子育て支援

　

男
女
と
も
に
約
９
割
の
者
が
結
婚
を
望
み
な
が
ら
、
晩

婚
化
、
未
婚
化
が
進
む
原
因
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
説
明

が
な
さ
れ
る
が
、
女
性
の
労
働
力
率
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
、

男
性
の
家
事
、
育
児
分
担
率
が
高
い
ほ
ど
出
生
率
が
高
い

こ
と
が
先
進
国
共
通
の
傾
向
と
な
る
中
（
図
２
、
図
３
参

照
）、
男
女
を
通
じ
た
雇
用
の
在
り
方
が
、
有
配
偶
率
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
年
、

低
賃
金
の
非
正
規
雇
用
が
急
増
し
て
い
る
が
、
男
性
で
は

非
正
社
員
の
未
婚
率
が
高
く
、
反
対
に
女
性
は
正
社
員
の

未
婚
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
仕
事
と
結
婚
を
両

立
さ
せ
に
く
い
日
本
の
現
状
を
端
的
に
表
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

（
２
）
少
子
・
高
齢
化
の
影
響

　

少
子
化
と
そ
れ
が
原
因
と
な
る
高
齢
化
は
、
地
域
に
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
る
。
そ
の
影
響
を
正
確
に
予
想
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
経
済
面
と
社
会
面
に
分
け
て

簡
潔
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

少
子
・
高
齢
化
の
経
済
的
な
影
響
は
①
需
要
ま
た
は

2014・1月号5

注：指数とは、平成22（2010）年の０－14歳人口を100としたときの０－14歳人口値のこと
出典：国立社会保障・人口問題研究所ホームページ「日本の地域別将来推計人口（2013年３月推計）」

図１　2040年の年少（０－14歳）人口の指数（2010年＝100とした場合）

データ出所： Recent Demographic Developments in Europe 2004、日本：人口動態統計、オーストラリア：Births,No.3301、カナダ：
StatisticsCanada、韓国：Annual report on the Vital Statistics、ニュージーランド：Demographic trends,U.S.：National 
Vital Statistics Report,ILO Year Book  of Labour Statistics

出典： 内閣府　男女共同参画会議「少子化と男女共同参画に関する専門調査会」
　　　「少子化と男女共同参画に関する社会環境の国際比較報告書」（平成17年）

図２　出生率と女性の労働率の関係の推移
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ニ
ー
ズ
の
変
化
、
②
労
働
力
の
変
化
、
③
扶
養
構
造
の
変

化
の
３
つ
に
整
理
で
き
る
。
人
が
求
め
る
も
の
、
求
め
る

こ
と
は
、
年
齢
で
異
な
り
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
子
ど
も
関
連
の
需
要
は
減
少
し
、
高
齢
者
関
連
の
そ

れ
は
増
大
し
よ
う
。
人
口
も
減
少
す
る
の
で
地
域
の
有
効

需
要
が
失
わ
れ
、
デ
フ
レ
が
進
む
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

日
本
の
労
働
力
人
口
は
、
女
性
労
働
力
率
の
上
昇
と
高
齢

者
雇
用
の
増
加
を
見
込
ん
で
も
、
減
少
が
続
く
と
予
想
さ

れ
て
お
り
、
同
時
に
高
齢
化
も
進
行
す
る
。
労
働
力
供
給

は
一
層
減
少
し
、
労
働
市
場
の
逼
迫
や
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
外
国
人
労
働
者
の
活
用
が
大
き

な
問
題
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
労
働
供
給
の
制

約
が
強
ま
る
中
、
貯
蓄
率
が
低
下
す
る
と
投
資
が
抑
制
さ

れ
、経
済
成
長
を
制
約
す
る
と
い
う
指
摘
も
少
な
く
な
い
。

さ
ら
に
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
は
、
年
金
、
医
療
、
介

護
等
の
社
会
保
障
の
分
野
に
お
い
て
、給
付
を
増
大
さ
せ
、

支
え
る
現
役
世
代
の
負
担
を
重
く
さ
せ
る
。

　

社
会
的
な
影
響
に
つ
い
て
は
、
家
族
の
変
容
、
子
ど
も

の
健
全
な
成
長
へ
の
影
響
、
地
域
社
会
の
環
境
保
全
等
や

地
域
住
民
に
対
す
る
基
礎
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
へ

の
影
響
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
夫
婦
世
帯
や
高

齢
単
身
者
な
ど
単
独
世
帯
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
一
方
、
未
成
年
の
子
の
い
る
世
帯
は
減
少
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
養
育
の
基
礎
的
単
位
で

あ
る
家
族
の
概
念
に
変
更
を
迫
り
、
社
会
保
障
の
単
位
と

し
て
の
世
帯
や
介
護
の
あ
り
方
に
も
影
響
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
親
の
子
に
対
す
る
関
与
が
過
剰
に
な
る
一
方
、
子

ど
も
同
士
の
交
流
が
減
少
し
、
社
会
性
が
育
ま
れ
に
く
い

な
ど
の
懸
念
も
あ
る
。
ま
た
、
限
界
集
落
な
ど
で
、
環
境

保
全
が
難
し
く
な
る
の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
の
維
持
・

存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
町
村
が
保

険
者
で
あ
る
介
護
保
険
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
基
礎
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な
る
と
の
懸
念
も
あ
る
。

　

一
方
、
都
市
部
で
も
急
速
に
高
齢
化
が
進
み
、
団
地
・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
人
ホ
ー
ム
化
や
多
数
の
孤
独
死
な
ど
の

顕
在
化
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
高
齢
者
の
発
言

力
が
増
し
、
高
齢
者
福
祉
は
向
上
す
る
一
方
、
子
育
て
支

援
は
停
滞
し
、
世
代
間
の
対
立
を
先
鋭
化
さ
せ
る
と
い
っ

た
見
方
や
、
人
口
減
少
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
、
都
市

部
等
で
の
土
地
、
住
宅
問
題
や
交
通
の
混
雑
な
ど
の
改
善

や
受
験
戦
争
の
緩
和
な
ど
プ
ラ
ス
面
を
強
調
す
る
立
場
も

あ
る
が
、
人
口
減
少
下
の
少
子
・
高
齢
化
の
影
響
に
つ
い

て
は
厳
し
い
見
方
が
支
配
的
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

３
、
少
子
化
へ
の
対
応

　

少
子
化
へ
の
対
応
は
、
少
子
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、
そ

れ
が
齎
（
も
た
ら
）
す
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
軽
減
す
る
た

め
経
済
や
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
「
少
子
化
の
影
響

へ
の
対
応
」
と
、
少
子
化
を
止
め
る
た
め
の
「
少
子
化
の

要
因
へ
の
対
応
」
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
で
は
、
後
者
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
理
念
と
方
向
性
に

つ
い
て
述
べ
、
特
に
地
域
社
会
と
関
連
の
深
い
保
育
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
４
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

子
ど
も
を
生
む
選
択
は
、
無
論
、
個
人
、
カ
ッ
プ
ル
が

行
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
が
望
む
結
婚
や
出
産

を
妨
げ
る
要
因
を
除
け
れ
ば
、
個
人
に
は
望
ま
し
い
し
、

少
子
化
に
よ
る
深
刻
な
影
響
も
回
避
で
き
る
の
で
社
会
に

も
望
ま
し
い
。
子
の
産
み
、
育
て
を
困
難
に
す
る
社
会
、

経
済
的
な
要
因
を
取
り
除
き
、
子
育
て
環
境
を
整
備
す
る

子
育
て
支
援
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
同

旨
の
人
口
問
題
審
議
会
の
報
告
書
（
１
９
９
７
年
）
も
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、「
戦
前
・
戦
中
の
人
口
増
加
政
策
を

意
図
す
る
も
の
で
は
毛
頭
な
く
、
妊
娠
、
出
産
に
関
す
る

個
人
の
自
己
決
定
権
を
制
約
し
た
り
、
個
人
の
生
き
方
の

多
様
性
を
損
な
う
よ
う
な
対
応
は
と
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
」
こ
と
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ポ
ス
ト
工
業
化
社
会
の
姿
が
見
え
な
い
中
で
、
今
、
私

達
に
最
低
限
求
め
ら
れ
る
の
は
、
平
和
と
地
球
環
境
を
守

り
な
が
ら
、
失
敗
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
蓄
積
を

整
理
し
て
次
世
代
に
伝
達
し
、
次
代
を
切
り
開
く
素
地
を

提
供
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
の
核
と
な
る
の
は
、
総

合
的
な
力
量
を
持
っ
た
人
的
資
本
と
し
て
の
人
間
で
あ

り
、
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
は
社
会
的
投
資
と
し
て
重
視

し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
少
子
化
の
進
行
に
関
わ
ら
ず
、

子
ど
も
や
家
族
の
問
題
に
政
策
の
焦
点
を
当
て
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
以
下
の
２
点
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

① 

固
定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
や
仕
事
優
先
の
雇
用
環
境

の
是
正
を
通
じ
た
子
育
て
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
社
会
の

創
造

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
尊
重
さ
れ
る
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
正
社
員
の
考
え
ら
れ
な
い
長
時
間
労
働
の
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特集 少子化対策と子育て支援

是
正
、
低
賃
金
の
非
正
規
労
働
者
の
就
労
環
境
の
改
善
を

は
じ
め
、
企
業
風
土
や
意
識
ま
で
問
い
直
す
必
要
が
あ
ろ

う
。
ま
た
、
男
女
が
育
児
の
責
任
と
喜
び
を
分
担
す
る
新

し
い
家
族
観
を
基
本
に
、制
度
や
慣
行
が
性
別
に
中
立
で
、

様
々
の
意
思
決
定
に
男
女
が
共
同
、
参
加
で
き
る
子
ど
も

や
子
育
て
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
社
会
を
、
家
庭
、
企
業
、

地
域
社
会
と
い
っ
た
場
で
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

② 

子
育
ち・子
育
て
支
援
策
の
普
遍
的
か
つ
総
合
的
な
拡
充

　

子
育
て
支
援
の
具
体
策
と
し
て
は
、
育
児
と
就
労
の
両

立
を
支
え
る
育
児
休
業
制
度
と
利
用
者
本
位
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
が
、
子
育
て
の
経
済
的
な
支
援
、
地
域
で
の

子
育
て
支
援
と
並
ん
で
４
本
柱
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
際
、
社
会
的
入
院
な
ど
高
齢
者
給
付
の
無
駄
を

削
減
し
、
高
齢
者
に
偏
っ
た
社
会
保
障
の
構
造
を
子
育
て

支
援
型
の
も
の
に
転
換
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

４
、
市
町
村
に
関
係
の
深
い
保
育
の
問
題

　

子
ど
も
は
地
域
で
大
人
の
背
中
を
見
な
が
ら
成
長
す
る

も
の
で
あ
り
、
自
治
体
を
含
め
た
地
域
社
会
に
期
待
さ
れ

る
こ
と
は
極
め
て
大
き
い
。子
ど
も
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
、
文
化
、
環
境
、
交
流
活
動
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

若
者
や
高
齢
者
も
関
わ
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
子

育
て
支
援
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
具
体
的

な
実
践
は
各
地
の
事
例
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
保
育
所
の

問
題
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
。

　

保
育
所
は
、
２
０
０
万
人
以
上
が
利
用
す
る
最
大
の
社

会
福
祉
施
設
で
あ
る
が
、
実
施
主
体
が
地
方
公
共
団
体
か

社
会
福
祉
法
人
に
限
定
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
と
比
べ
て
も
公
立
施
設
の
比
率
が
約
５
割
と
高
く
、
入

所
施
設
に
限
っ
て
主
体
を
限
定
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
の

趣
旨
と
逆
の
実
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
前
、
筆
者
が
参
加
し
た
調
査
で
は
、
乳
児
保
育
の
１

人
当
た
り
コ
ス
ト
が
月
額
60
万
円
を
超
え
る
都
下
の
例
な

ど
、
都
市
部
の
公
立
保
育
所
の
高
コ
ス
ト
体
質
（
ち
な
み

に
、
24
時
間
体
制
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
報
酬

は
、
要
介
護
５
で
も
月
額
36
万
円
程
度
）
が
知
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
都
市
部
ほ
ど
、
ま
た
、
低
年
齢
児
ほ
ど
入
所

待
機
児
童
の
比
率
が
高
く
な
る
が
、
こ
れ
は
、
コ
ス
ト
が

高
く
な
り
、
自
治
体
の
負
担
が
増
え
る
都
市
部
ほ
ど
、
ま

た
低
年
齢
児
ほ
ど
供
給
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
よ
り
も
、
費
用
や

そ
の
負
担
構
造
な
ど
供
給
側
の
要
因
に
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
供
給
側
の
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
政
府
の

失
敗
と
も
言
う
べ
き
都
市
部
の
ケ
ー
ス
か
ら
公
立
保
育
所

の
民
営
化
、
民
間
委
託
を
、
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
財
源

を
、
子
育
ち
、
子
育
て
の
普
遍
的
な
支
援
に
振
り
向
け
る

こ
と
を
条
件
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
、

公
立
保
育
所
の
保
育
士
の
処
遇
が
ネ
ッ
ク
に
な
ろ
う
が
、

保
育
職
の
俸
給
表
の
作
成
な
ど
に
加
え
、
公
的
部
門
の
関

与
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
虐
待
担
当
や
生
活
保
護
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
へ
の
再
教
育
の
上
で
の
配
置
な
ど
を
工

夫
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
無
論
、
状
況
は
様
々
で
あ
り
、

例
え
ば
、兵
庫
県
三
田
市
で
は
、民
営
保
育
所
７
カ
所
（
定

員
７
８
０
人
）
に
対
し
、
公
立
保
育
所
は
１
カ
所
（
定
員

１
２
０
人
）
だ
け
な
の
で
、
過
剰
な
負
担
が
な
く
、
そ
の

分
一
般
児
童
を
対
象
と
す
る
様
々
な
子
育
ち
、
子
育
て
支

援
事
業
に
多
く
の
予
算
を
振
り
向
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
乳
児
３
人
に
保
育
士
１
人
が
配
置
さ
れ
る
乳
児

保
育
は
高
コ
ス
ト
に
な
る
が
、
筆
者
が
調
査
し
た
自
治
体

で
は
、
児
童
数
で
10
％
に
満
た
な
い
乳
児
保
育
に
保
育
予

算
の
約
３
分
の
１
が
費
や
さ
れ
て
い
た
。
他
の
先
進
国
で

は
、
基
本
的
に
育
児
休
業
を
利
用
で
き
、
乳
児
保
育
は
あ

ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
育
児
休
業
を

当
た
り
前
に
取
得
で
き
る
就
労
環
境
の
整
備
が
何
よ
り
も

重
要
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
自
治
体
で
は
、
約
２
割
の
乳

児
が
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
が
、
１
人
当
た
り

の
月
額
コ
ス
ト
が
、公
立
保
育
所
で
約
55
万
円
に
も
達
し
、

こ
れ
な
ら
全
乳
児
に
月
10
万
円
ず
つ
赤
ち
ゃ
ん
手
当
を
支

給
す
る
方
が
公
平
だ
と
怒
っ
て
い
た
保
育
所
を
利
用
し
て

い
な
い
親
達
の
声
が
印
象
的
だ
っ
た
。
現
在
の
シ
ス
テ
ム

で
は
、
支
援
が
公
立
保
育
所
の
低
年
齢
児
保
育
の
利
用
者

に
偏
っ
て
し
ま
う
自
治
体
が
少
な
く
な
い
の
で
、
各
地
域

で
保
育
コ
ス
ト
や
子
育
て
支
援
関
連
の
予
算
を
、
集
計
、

分
析
、
公
開
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
を
普
遍
的

に
支
援
す
る
方
向
で
、
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
前
提
に

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。
驚
い
た
こ
と
に
、

新
制
度
に
な
っ
て
も
、
民
間
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
委
託

費
に
よ
る
施
設
へ
の
全
額
払
い
と
市
町
村
に
よ
る
保
育
料

徴
収
が
、
経
過
措
置
と
し
て
当
面
存
続
す
る
な
ど
、
改
革

が
な
く
疑
問
だ
が
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
、
行
政
が
独
占
的
、

主
導
的
に
決
定
す
る
措
置
的
な
も
の
か
ら
、
原
則
と
し
て

個
人
給
付
に
し
た
こ
と
は
半
歩
前
進
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
で
、
三
位
一
体
改
革
時
に
公
立
保
育
所
の
運

営
費
だ
け
が
、
一
般
財
源
化
さ
れ
る
（
そ
れ
を
契
機
に
、

公
立
保
育
所
の
非
正
規
保
育
士
が
急
増
し
、
職
場
に
不
公

平
感
が
広
が
っ
た
と
言
わ
れ
る
）
と
い
っ
た
理
論
的
に
説

明
で
き
な
い
こ
と
は
起
こ
り
に
く
く
な
っ
た
と
言
え
よ

う
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
制
度
的
な
裏
付
け
が
弱
か
っ
た
地

域
型
保
育
給
付
（
小
規
模
保
育
、
家
庭
的
保
育
、
事
業
所

内
保
育
な
ど
）
が
個
人
給
付
と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
の

意
味
は
小
さ
く
な
い
。
介
護
保
険
で
導
入
さ
れ
た
認
知
症

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
よ
う
に
、
玉
石
混
交
に
な

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
小
規
模
で
も
十
分
経
営
が
成
り
立

つ
水
準
の
公
定
価
格
が
設
定
さ
れ
、
地
域
で
高
齢
者
や
主

婦
な
ど
子
育
て
経
験
者
が
参
加
す
る
主
体
を
育
て
ら
れ
れ

ば
、
手
厚
く
、
良
質
な
地
域
の
子
育
て
基
盤
の
整
備
が
進

む
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
地
域
か
ら
新
芽
が
出
て
く
る
環

境
を
整
備
し
、
そ
の
芽
を
、
透
明
で
公
正
な
選
考
や
利
用

調
整
の
手
続
き
の
下
、
見
守
り
、
育
て
て
い
た
だ
く
こ
と

を
関
係
者
に
お
願
い
し
、
小
論
の
ペ
ン
を
置
き
た
い
。
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北
海
道
一
若
い
ま
ち

　

千
歳
市
は
、北
海
道
の
道
央
圏
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

四
季
折
々
に
変
化
す
る
国
立
公
園
支
笏
湖
や
清
流
千
歳
川

を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
る
と
と
も

に
、
空
港
と
鉄
道
、
高
速
道
路
が
密
接
に
結
び
つ
き
、
生

産
・
流
通
の
拠
点
と
な
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る

ま
ち
で
す
。

　

人
口
は
、
９
万
５
４
４
９
人
（
平
成
25
年
11
月
１
日
現

在
）。
北
海
道
内
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
数
少
な
い

ま
ち
で
あ
り
、
全
国
・
北
海
道
水
準
に
比
べ
て
男
女
と
も

に
30
歳
代
ま
で
の
人
口
比
率
が
高
く
、「
北
海
道
で
一
番

若
い
ま
ち
」（
平
均
年
齢
41
・
3
歳
＝
平
成
22
年
国
勢
調
査
）

で
も
あ
り
ま
す
。

　

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
51
（
平
成
22
年
）
と
全
国
平

均
１
・
39
を
上
回
り
、年
間
出
生
数
も
９
６
１
人（
平
成
22

年
）と
多
く
、保
育
所
の
入
所
申
込
者
数
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
市
は
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の

充
実
と
並
行
し
て
保
育
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

市
民
力
生
か
す

　

千
歳
市
で
は
平
成
20
年
度
に
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、保
育
所
、児
童
館
、学
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し
た
「
千

歳
市
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
：
ち
と
せ
っ

こ
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
市
立
図
書

館
で
実
施
し
て
い
た
親
子
同
士
の
交
流
の
場
「
つ
ど
い
の

広
場
」
を
同
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
、
市
民
協
働
事
業
と
し

て
位
置
づ
け
、
市
民
活
動
団
体
と
市
が
連
携
し
て
「
つ
ど

い
の
広
場
」
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
団
体
に
は
、
子
育
て
支
援
に
熱
意
の
あ
る
方

が
集
ま
り
、実
体
験
を
生
か
し
た
相
談
対
応
や
情
報
提
供
、

利
用
者
間
の
橋
渡
し
は
も
ち
ろ
ん
、
時
に
は
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、「
つ
ど

い
の
広
場
」
の
利
用
者
は
１
歳
未
満
児
の
親
子
を
中
心
に

年
々
増
加
し
、
ひ
と
月
に
２
千
人
を
超
え
る
利
用
実
績
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
者
数
（「
つ
ど
い
の

広
場
」
を
含
む
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
の

利
用
者
）
は
、
平
成
24
年
度
実
績
で
３
万
５
８
２
２
人
。

１
日
平
均
利
用
者
数
は
１
２
２
人
で
、
サ
ー
ク
ル
支
援
や

出
前
講
座
な
ど
の
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
開
設
を
機
に
、
平
成
20
年
８
月
に
は

「
ち
と
せ
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
置
し
、

年
４
回
の
会
議
に
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
民
生
委
員
、

児
童
委
員
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
市
内
の
子
育
て
関
連

団
体
の
ほ
と
ん
ど
が
自
主
的
に
参
加
し
、
活
発
に
情
報
交

換
す
る
な
ど
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
同
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
力
を
生
か
し
、
時

に
は
、
市
と
関
係
機
関
、
そ
し
て
市
民
活
動
団
体
が
相
互

に
影
響
し
合
う
こ
と
で
、
ま
ち
全
体
の
総
合
的
な
子
育
て

支
援
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
頼
ら
れ
る
施

設
と
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
市
内
に
は
、
民
間
認
可
保
育
所
内
に
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
26
年

３
月
の
開
設
に
向
け
て
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

児
童
館
、
学
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
す
る
「
千
歳
市
北
新
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
げ
ん
き
っ
こ
セ
ン
タ
ー
）」

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
は
、
３
カ
所
の
拠
点
施
設

を
通
じ
て
、
民
間
団
体
、
市
民
活
動
団
体
、
市
が
連
携
を

深
め
、
よ
り
充
実
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
独
自
施
策
、

多
様
な
保
育
資
源
も
活
用

　

市
は
、
家
庭
ご
み
有
料
化
に
伴
い
平
成
19
年
度
か
ら
開

始
し
た「
乳
幼
児
紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
支
給
事
業（
注
１
）」

や
、
協
賛
店
舗
や
施
設
の
特
典
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
な「
ち
と
せ
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
の
交
付（
注
２
）」

な
ど
の
独
自
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

千
歳
市
保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援
室
長　

●　

徳
永　

隆

〝
子
育
て
す
る
な
ら
、千
歳
市
〞を
目
指
し
て

―
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
に
豊
富
な
子
育
て
・
保
育
資
源
生
か
す―

1
北
海
道
千
歳
市

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集

008-009　事例１.indd   8008-009　事例１.indd   8 2013/12/02   17:19:412013/12/02   17:19:41



2014・1月号9

特集 少子化対策と子育て支援

　

こ
の
ほ
か
市
の
単
独
補
助
や
直
営
に
よ
る
「
多
様
な
保

育
資
源
」
を
有
し
て
お
り
、こ
れ
ら
を
活
用
し
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
が
当
市
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
教
育
・
保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
９

カ
所
の
認
可
保
育
所
（
う
ち
市
立
保
育
所
は
２
カ
所
）、

11
カ
所
の
幼
稚
園
（
全
て
私
立
幼
稚
園
）
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
市
で
は
、
認
可
外
保
育
施
設
と
し
て
、
工
業

団
地
の
従
業
員
等
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
「
事
業
所
内

保
育
所
（
３
カ
所
）」、
夜
間
勤
務
の
保
護
者
の
子
ど
も
の

保
育
を
行
う
「
夜
間
保
育
所
（
１
カ
所
）」、
主
に
生
後
３

カ
月
か
ら
の
少
人
数
の
乳
児
を
家
庭
的
な
環
境
で
保
育
す

る
「
家
庭
保
育
室
（
４
カ
所
）」
等
に
対
す
る
補
助
事
業

の
ほ
か
、
農
村
地
区
な
ど
「
へ
き
地
保
育
所
（
４
カ
所
）」

の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
家
庭
保
育
室
」
は
、
昭
和
55
年
か
ら
運
営
し
て

お
り
、
経
験
豊
か
な
有
資
格
者
に
よ
り
手
厚
い
乳
児
保
育

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
千
歳
市
な
ら
で
は
の
保

育
資
源
と
し
て
定
着
し
、「
集
団
保
育
を
利
用
す
る
前
に

家
庭
的
な
環
境
で
手
厚
い
保
育
を
受
け
さ
せ
た
い
」
と
い

う
保
護
者
の
希
望
を
か
な
え
る
施
設
と
し
て
、
多
く
の
子

育
て
世
代
に
支
持
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
障
が
い
や
つ
ま
ず
き
の

あ
る
子
ど
も
を
対
象
に
、
大
学
で
発
達
心
理
学
を
修
め
た

専
門
職
員
を
配
置
し
、
昭
和
58
年
に
心
身
障
害
児
通
園
施

設
（
千
歳
市
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
。
以
来
、

早
期
発
見
、
早
期
支
援
の
理
念
の
も
と
、
当
時
で
は
先
駆

的
で
あ
っ
た
「
子
ど
も
の
発
達
相
談
か
ら
療
育
指
導
ま
で

の
過
程
」
で
の
専
門
的
助
言
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。〝

子
育
て
す
る
な
ら
、
千
歳
市
〞
の
推
進

　

千
歳
市
は
、
道
内
で
は

数
少
な
い
人
口
増
加
都
市

で
す
が
、
日
本
全
体
が
少

子
高
齢
化
で
人
口
が
減
っ

て
い
る
中
、
人
口
を
増
加

さ
せ
る
市
の
政
策
と
し

て
、「
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
や
す
い
ま

ち
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、〝
子

育
て
す
る
な
ら
、千
歳
市
〞

の
施
策
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
導
入
に
向
け
、
市

内
に
９
カ
所
あ
る
児
童
館
の
機
能
を
生
か
し
、
平
成
26
年

度
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
を
小
学
４
年
生
ま
で
、
平
成

27
年
度
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
と
し
、
定
員
を
大
幅
に
拡

大
す
る
ほ
か
、全
児
童
館
で
の
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
（
注
３
）

の
導
入
や
、
全
児
童
館
で
の
中
高
生
タ
イ
ム
の
導
入
（
開

館
時
間
を
18
時
半
ま
で
延
長
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
千
歳
市
に
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
「
元

気
な
笑
顔
」
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
子
ど

も
・
子
育
て
環
境
の
魅
力
創
出
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
向

上
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
注
１
）「
乳
幼
児
紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
支
給
事
業
」

　

市
内
に
居
住
す
る
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
世
帯

に
対
し
、
紙
お
む
つ
処
理
用
の
ご
み
袋
（
燃
や
せ
る
ご
み
用
袋
20

リ
ッ
ト
ル
）
を
個
別
配
送
に
よ
り
支
給
す
る
事
業
。
基
準
日
（
４

月
１
日
）
の
対
象
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
０
０
枚
、
副
基
準
日

（
10
月
１
日
）
に
は
、
４
月
２
日
以
降
に
出
生
又
は
転
入
し
た
乳
幼

児
１
人
に
つ
き
50
枚
と
し
て
い
る
。

（
注
２
）「
ち
と
せ
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
の
交
付
」

　

市
内
に
居
住
す
る
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
や
妊
婦
の
い
る
世
帯

を
対
象
に
、市
内
協
賛
店
で
買
い
物
な
ど
を
す
る
際
に
指
定
の
カ
ー

ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

事
業
。
地
域
全
体
が
子
育
て
を
応
援
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
平
成
25
年
10
月
末
現
在
の
協
賛
店
舗
数

は
、
55
店
舗
。

（
注
３
）「
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
」

　

学
校
の
放
課
後
に
、
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
家
庭
が
留
守
に

な
る
子
ど
も
の
た
め
に
、
学
校
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ま

ま
児
童
館
に
来
館
で
き
る
事
業
。
既
に
平
成
25
年
度
か
ら
１
カ
所

の
児
童
館
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度
か
ら

全
て
の
児
童
館
で
導
入
す
る
予
定
。

「つどいの広場」を訪れた親子の様子

市民活動団体のスタッフ（中央）と「つどいの広場」を訪れた親子
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川
西
町
は
、山
形
県
南
部
米
沢
盆
地
の
中
心
に
位
置
し
、

１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
に
小
松
町
、
大
塚
村
、
犬
川
村
、

中
郡
村
、
玉
庭
村
、
吉
島
村
の
１
町
５
村
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
町
で
、
最
上
川
の
西
側
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

川
西
町
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
田
が
広
が
る
平
野
部
か
ら
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯
が

連
な
り
、
吾
妻
、
飯
豊
、
蔵
王
、
朝
日
の
山
々
を
遠
望
す

る
恵
ま
れ
た
自
然
と
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
、
そ
の
豊
か
な

自
然
を
利
用
し
た
農
業
が
盛
ん
で
、
県
内
で
は
庄
内
平
野

に
次
ぐ
「
米
ど
こ
ろ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
良
質

な
米
と
き
れ
い
な
水
か
ら
生
ま
れ
る
地
酒
も
有
名
で
あ

り
、
ま
た
、
先
進
の
技
術
に
支
え
ら
れ
た
米
沢
牛
の
お
い

し
さ
は
全
国
で
も
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
、
保
育
所
入
所
希
望
は
増
加

　

川
西
町
の
人
口
推
移
を
見
る
と
、
１
９
５
５
年
の
合
併

時
の
３
万
２
９
４
人
か
ら
年
々
減
少
傾
向
が
続
き
、
昭
和

50
年
代
は
横
ば
い
だ
っ
た
も
の
の
、
平
成
に
入
り
減
少
が

加
速
し
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
の
国
勢
調
査
で
は
１

万
７
３
１
３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
15
歳
未
満
の

年
少
人
口
の
割
合
は
１
９
５
５
年
の
34
・
８
％
か
ら
２
０

１
０
年
に
は
11
・
３
％
と
な
り
、
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

１
世
帯
当
た
り
の
人
員
も
１
９
５
５
年
の
６
・
２
人
か

ら
２
０
１
０
年
に
は
３
・
７
人
と
な
り
、
世
帯
規
模
が
縮

小
。
た
だ
、
祖
父
母
と
同
居
す
る
世
帯
は
か
ろ
う
じ
て
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
経
済
状
況
を
反
映
し
て
、

両
親
お
よ
び
祖
父
母
の
共
働
き
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
こ

れ
に
伴
い
、
保
育
所
へ
の
入
所
希
望
者
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

子
育
て
支
援
基
金
を
創
設

　

町
で
は
、
２
０
０
６
年
２
月
に
策
定
し
た
「
第
４
次
川

西
町
総
合
計
画
」
に
お
い
て
、基
本
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

「
み
ん
な
で
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く

る
」
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
の

び
の
び
と
育
つ
た
め
に
、
子
育
て
に
対
し
て
家
庭
や
地
域

社
会
全
体
で
支
援
し
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
り
、
子
育
て

し
て
い
る
家
庭
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
町
で
は
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
に
規
定
さ
れ
た
過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
事

業
分
）
を
活
用
し
て
、
２
０
１
０
年
に
川
西
町
人
材
育
成

交
流
基
金
、
川
西
町
起
業
支
援
基
金
、
川
西
町
子
育
て
支

援
基
金
の
３
つ
の
基
金
を
造
成
し
ま
し
た
。
積
立
額
は
２

０
１
０
年
度
か
ら
２
０
１
５
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
、
そ

れ
ぞ
れ
１
億
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
川
西
町
子
育
て
支
援
基
金
は
、
子
ど
も
が
健

や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、
乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
助
成

や
子
育
て
支
援
に
係
る
助
成
事
業
に
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営

　

本
町
で
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
、
地
域

の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
の
住
民
主
体
に
よ
る
地
区
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
計
画
の
も
と
、
町
内
7
つ
の

地
区
ご
と
に
地
域
の
個
性
や
独
自
性
を
発
揮
し
た
地
域
づ

く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
吉
島
地
区
で
は
、
２
０
０
７
年
に
地
区
（
人

口
約
２
７
０
０
人
）
の
全
世
帯
が
加
入
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
。
吉
島
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
で
運
営
し
、
こ
こ
を
拠
点

と
し
な
が
ら
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
児
童
ク
ラ
ブ
き
ら

り
」
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
吉
島
地
区
子
ど
も
教
室
」

を
一
体
的
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
き
ら
り
は
、
元
幼
稚
園
で
あ
っ
た
現
「
川

西
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
内
に
併
設
さ
れ
て
お
り
、

川
西
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ　

●　

梶
山
由
美

住
民
主
体
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営

―
小
児
科
診
療
所
と
連
携
し
、
病
児
保
育
も―

2
山
形
県
川
西
町

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集
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放
課
後
の
児
童
の
保
育
や
学
習
指
導
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
吉
島
地
区
子
ど
も
教
室
で
は
、
町
立
吉
島
小
学
校
の

ほ
か
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
活
用
し
て
、
毎
月
第

４
土
曜
日
に
「
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
校
し
、

子
ど
も
た
ち
を
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
小
学
校
に
通
わ

せ
る
２
泊
３
日
の
通
学
合
宿
や
農
業
体
験
、
自
然
体
験
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ
き
ら
り
の
登
録
児
童
数
53
人

は
、
学
区
で
あ
る
吉
島
小
学
校
の
全
児
童
数
の
44
％
に
の

ぼ
り
、
本
来
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
し

て
の
対
象
者
で
あ
る

留
守
家
庭
の
児
童
以

外
の
児
童
も
受
け
入

れ
て
い
る
現
状
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

児
童
数
の
減
少
と

と
も
に
帰
宅
後
の
友

達
と
の
行
き
来
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
保
護
者
負
担
が
あ
っ
て
も
登
録

児
童
の
増
加
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
方
で
、
活

動
場
所
の
手
狭
さ
、
指
導
員
の
確
保
や
待
遇
の
改
善
な
ど

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
が
保
育
所
開
設
、

病
児
保
育
事
業
も
実
施

　

一
方
、
２
０
１
２
年
４
月
に
は
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
低
年
齢
児
の
保
育
に
特
化
し
た
、
株
式
会
社
に
よ
る
認

可
保
育
所
「
美
女
木
げ
ん
き
保
育
園
」
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
支
援
が
目
的
で
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
の
す
ぐ
近
く
に
は
歯
科
医
院
や
薬
局
の

ほ
か
小
児
科
診
療
所
が
開
設
さ
れ
、
保
育
園
と
一
体
と

な
っ
た
医
療
モ
ー
ル
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
町
で
は
、

こ
の
小
児
科
診
療
所
の
開
業
に
合
わ
せ
て
同
年
８
月
に

「
美
女
木
げ
ん
き
保
育
園
」
内
に
置
賜
地
方
初
と
な
る
病

児
保
育
室
「
げ
ん
き
ル
ー
ム
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

生
後
２
カ
月
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
病
気
の
回
復
期

に
至
ら
な
い
児
童
が
対
象
で
、
町
が
保
育
園
に
委
託
し
た

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
別
の
保
育
園
に
通
っ
て

い
る
児
童
も
、
感
染
症
等
で
登
園
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ

て
保
護
者
が
仕
事
を
休
め
な
い
と
い
っ
た
場
面
で
の
利
用

が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
ま
た

は
「
美
女
木
げ
ん
き
保
育
園
」
に
事
前
に
利
用
者
登
録
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
以
外
で
も
登
録
で
き
、

利
用
者
は
置
賜
地
方
全
域
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
保
育
士

の
資
格
を
持
つ
小
児
科
経
験
看
護
師
が
常
駐
し
、
隣
接
し

た
小
児
科
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
る
た
め
安
心
感
か
ら
利

用
登
録
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
今
後
も
こ
の
医
療
モ
ー
ル
に
お
け
る
保
育

と
医
療
の
連
携
を
支
援
し
、
置
賜
地
方
の
中
心
に
位
置
す

る
川
西
町
の
地
理
的
条
件
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。新

制
度
に
向
け
て

　

こ
の
ほ
か
本
町
で
は
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
の
医
療
費
を
無
料
化
す
る
な
ど
総
合
計
画
に
掲
げ

た
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
子
育
て
支
援
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
新
制
度
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ら
を
ど
の

よ
う
に
集
約
し
て
町
の
事
業
と
し
て
い
く
か
、
町
が

ど
の
よ
う
に
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
か
が

行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

病児保育の様子。専任の看護師さんと一緒に食事

放課後児童クラブで学習する子どもたち

川西町の幼児施設と病児保育

○幼児施設等の状況：　認可保育所　　　　　２（公立１、私立１＝株式会社が設立）
　（数字はカ所数）　　　幼稚園　　　　　　　３（公立幼稚園２、私立幼稚園１）
　　　　　　　　　　　へき地保育所　　　　１
　　　　　　　　　　　認可外保育施設　　　４（NPO法人立１、個人立１、事業所内２）
　　　　　　　　　　　子育て支援センター　１（公立）
　　　　　　　　　　　放課後児童クラブ　　４
　　　　　　　　　　　放課後子ども教室　　５
○病児保育の利用状況：定員３名
　2012年度（８月開設）延べ利用人数　258人
　１日平均1.3名利用
　登録者数 　139人（2012年度末現在）
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自
治
体
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
必
要
か

　

流
山
市
は
、
千
葉
県
北
西
部
に
位
置
し
、
都
心
か
ら
約

25
㌔
㍍
。
平
成
17
年
に
開
業
し
た
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

で
、
秋
葉
原
ま
で
20
〜
25
分
の
、
人
口
約
17
万
人
の
ま
ち

で
す
。
市
内
各
所
に
森
や
公
園
が
あ
り
、「
都
心
か
ら
一

番
近
い
森
の
ま
ち
」
を
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
い
ま
す
。

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
に
先
立
っ
て
、
平
成
16
年

に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
も
つ
組
織
を
つ
く
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
市
の
知
名
度
と
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
目
的

と
し
て
平
成
21
年
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
内
に
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
推
進
室
を
設
置
、
現
在
は
民
間
か
ら
一
般
期
限

付
き
任
用
に
よ
り
３
人
の
職
員
を
登
用
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
と
し
て
、
稀
有
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
を
持
つ

流
山
市
に
は
、「
自
治
体
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
必
要
で

す
か
？
」
と
い
う
質
問
が
た
び
た
び
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
結

論
か
ら
い
え
ば
、
イ
エ
ス
で
す
。
来
た
る
べ
き
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
社
会
で
は
、
自
治
体
経
営
が
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
は
日
本
全
国
の
自
治
体
の
課

題
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
に
あ
っ
て
、市
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
定
住
人
口
・

交
流
人
口
の
増
加
等
、
発
展
し
続
け
る
ま
ち
の
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
が
有
効
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

流
山
市
の
場
合
は
、
都
心
か
ら
20
分
台
の
好
ア
ク
セ
ス

と
緑
あ
ふ
れ
る
住
環
境
と
い
う
特
徴
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
生
か
し
て
住
民
誘
致
対
象
を
首
都
圏
に
住
む
共
働
き
子

育
て
世
帯
に
設
定
、
子
育
て
環
境
の
整
備
や
、
ま
ち
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

自
治
体
に
お
い
て
住
民
誘
致
対
象
を
設
定
す
る
こ
と
は

め
ず
ら
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
時
に
は
「
市
民
を
選
ん

で
い
い
の
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
選

ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
流
山
市
の
特
徴
を
考
え
た
う
え

で
最
適
な
対
象
を
決
め
て
い
る
だ
け
で
す
。何
か
を
伝
え
、

届
け
る
た
め
に
は
、
対
象
設
定
は
不
可
欠
で
す
。「
誰
に

対
し
て
知
ら
せ
た
い
の
か
？
」
の
視
点
が
な
く
、
自
治
体

が
陥
り
が
ち
な
「
誰
に
対
し
て
も
」
で
は
、
結
局
誰
に
も

届
か
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

好
評
の
駅
前
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

流
山
市
に
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
「
流
山
お
お
た

か
の
森
」
駅
、「
南
流
山
」
駅
の
２
カ
所
に
、「
駅
前
送
迎

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
、
通
勤
途
中
に
駅
前
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
、
市
内
全
認
可
保
育
所
（
園
）
に
バ
ス
で

送
迎
、
夕
方
は
バ
ス
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
戻
っ
て
き
て
駅

前
で
お
迎
え
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
市
内
２
カ
所
に

送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
全
認
可
保
育
所
（
園
）
対

象
に
バ
ス
で
送
迎
す
る
仕
組
み
が
あ
る
の
は
、
全
国
で
も

流
山
市
だ
け
で
す
。
バ
ス
で
送
迎
す
る
こ
と
で
、
自
宅
か

ら
離
れ
た
定
員
に
空
き
が
あ
る
保
育
園
に
も
通
園
可
能
と

な
る
の
で
、待
機
児
童
解
消
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

駅
前
で
送
り
迎
え
が
で
き
る
と
い
う
利
便
性
も
魅
力
の
よ

う
で
す
。
し
か
も
、
夜
９
時
ま
で
お
預
か
り
す
る
の
で
、

流
山
市
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
室　

●　

河
尻
和
佳
子

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
用
し
、子
育
て
世
帯
呼
び
込
む

―
人
口
増
加
に
成
功
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
目
指
す―

3
千
葉
県
流
山
市

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集

保育園で駅前送迎ステーションのバスに乗り込む子供たち。
市内を4ルートに分けて送迎を行っている
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残
業
の
多
い
職
場
の
お
父
さ
ま
、
お
母
さ
ま
に
も
対
応
で

き
て
い
ま
す
。

　

毎
年
の
保
育
園
の
新
増
設
に
加
え
、
増
え
る
保
育
園
需

要
に
い
ち
早
く
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
本
当
に
共
働
き
子

育
て
世
帯
が
欲
し
い
と
思
う
子
育
て
環
境
の
整
備
と
し
て

誕
生
し
た
「
駅
前
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、「
こ

れ
が
あ
る
か
ら
流
山
市
に
引
っ
越
し
て
き
た
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
る
ほ
ど
の
〝
ヒ
ッ
ト
商
品
〞
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
ス
タ
ー
ト
か
ら
6
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〝
異
端
〞
と
よ
ば
れ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
数
々

　

共
働
き
子
育
て
世
帯
の
定
住
の
た
め
に
は
、
子
育
て
環

境
の
整
備
の
ほ
か
に
、
流
山
市
に
訪
れ
、
流
山
市
を
知
っ

て
、
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
く
機
会
が
必
要
で
す
。

　

市
内
に
は
目
立
っ
た
観
光
資
源
が
少
な
い
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
で
行
う
イ
ベ
ン
ト

は
市
内
の
産
業
振
興
や
盛
り
上
げ
の
た
め
で
は
な
く
、
共

働
き
子
育
て
世
帯
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

新
緑
が
美
し
い
５
月
に
は
、
流
山
の
住
環
境
の
良
さ
を

Ｐ
Ｒ
す
る
「
流
山
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
８
月

に
は
、
子
育
て
マ
マ
や
パ
パ
た
ち
が
気
楽
に
お
ソ
ト
飲
み

で
き
る
「
森
の
ナ
イ
ト
カ
フ
ェ
」、
10
月
に
は
、
親
子
で

学
び
体
験
が
で
き
る
「H

arvestival

」、
ク
リ
ス
マ
ス
時

期
に
は
、
今
話
題
の
迫
力
あ
る
３
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
映
像
シ
ョ
ー
「fam

orie

」
な
ど
、
イ
ベ
ン

ト
は
常
に
子
ど
も
と
親
が
魅
力
を
感
じ
る
内
容
に
な
る
よ

う
相
当
こ
だ
わ
っ
て
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

約
半
数
が
市
外
か
ら
の
来
場
者
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
な

る
市
外
へ
の
波
及
や
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
充
実
の
た
め

に
、
イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
企
業
や
団
体
と
積
極
的

に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
に
流
山
市
の
広

告
を
行
う
事
業
も
4
年
前
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
観
光

以
外
で
、
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
メ
ー

ジ
広
告
は
他
に
例
が
な
い
、
と
も

言
わ
れ
ま
し
た
が
、「
母
に
な
る

な
ら
、
流
山
市
。」「
父
に
な
る
な

ら
、
流
山
市
。」
の
コ
ピ
ー
で
、

実
際
に
首
都
圏
等
か
ら
流
山
市
に

転
入
さ
れ
た
ご
家
族
が
モ
デ
ル
と

し
て
登
場
、
そ
の
リ
ア
ル
感
に
よ

り
首
都
圏
の
共
働
き
子
育
て
世
帯

の
多
く
の
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
用
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
両
サ
イ
ト
の
タ

イ
ト
ル
に
は
、
流
山
市
の
文
字
が
ど
こ
に
も
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
流
山
市
が
仕
掛
け
る
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
き
っ
か
け
に
、
ア
ク
セ
ス
す
る
方
の
間
口

を
広
げ
た
い
た
め
で
す
。
ア
ク
セ
ス
し
て
「
流
山
市
」
と

入
っ
て
い
れ
ば
、
流
山
市
に
関
心
の
薄
い
人
は
、
そ
れ
以

上
深
く
閲
覧
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
役
所
の
各
担
当
部
署
が
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
課
を
通
さ
ず
に
つ
ぶ
や
け
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
各
担
当
部
署
の
広
報
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
に
一
役
買
っ

て
い
ま
す
。

　
「
何
を
売
る
の
か
」
よ
り
も
「
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
」
の
視
点
を
基
に
情
報
発
信
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

「
選
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
で
あ
る
た
め
に

　

住
民
誘
致
対
象
の
設
定
、
そ
こ
へ
向
け
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
効
果
も
あ
り
、
５
年
前
に
比
べ
人
口
は
１
万
人

ほ
ど
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
年
齢
別
に
見
て
も
30
歳
代
の

人
口
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
合
計
特

殊
出
生
率
は
１
・
44
と
全
国
平
均
（
１
・
41
）
よ
り
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
ま
た
ま
住
ん
だ
の
が
流
山
市
、
で
は
な
く
、
流
山
市

が
良
か
っ
た
か
ら
選
ん
で
住
ん
だ
、
と
選
び
続
け
ら
れ
る

ま
ち
に
な
る
た
め
に
、
今
後
は
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
整

備
を
重
点
施
策
と
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面

で
、
引
き
続
き
〝
異
端
〞
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
攻
め
の
姿

勢
で
、
流
山
市
は
走
り
続
け
ま
す
！

大型連休中に開催する流山グリーンフェスティバル。
期間中は３万人以上が来場する

比較的敷地面積の広い、緑あふれる住宅街が市内に多く存在する
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50
年
後
の
日
本
の
人
口
構
成
に
一
番
近
い
町

　

小
海
町
は
長
野
県
の
東
部
、
八
ヶ
岳
の
北
東
の
裾
野
に

広
が
る
高
原
の
町
で
、
町
の
中
心
を
日
本
一
の
長
さ
を
誇

る
信
濃
川
の
源
流
・
千
曲
川
が
南
北
に
流
れ
、そ
れ
に
沿
っ

て
高
原
列
車
で
名
高
い
小
海
線
が
走
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
、
冷
涼
な
気
候
を
生
か
し
た

高
原
野
菜
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

近
年
は
農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
て

お
り
、耕
作
放
棄
地
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
35
年
に
は
９
２
２
７
人
だ
っ
た
人
口
は
年
々
減
少

し
、
現
在
は
５
０
５
２
人
に
落
ち
込
み
、
こ
れ
に
伴
い
14

歳
以
下
の
若
年
比
率
は
10
・
２
％
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

は
35
・
３
％
と
典
型
的
な
少
子
高
齢
化
の
進
む
町
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
年
前
に
は
テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
で

「
50
年
後
の
日
本
の
人
口
構
成
に
一
番
近
い
町
」
と
伝
え
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
名
誉
な
報
道
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
今
頑
張
っ
て
50
年
後
の
日
本
の
町
づ
く
り
の
モ
デ

ル
と
な
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
意
識
も
湧
い
て
き
ま
し
た
。

保
育
料
を
大
幅
に
引
き
下
げ

　

町
で
は
何
と
か
若
年
層
を
増
や
す
た
め
、
平
成
19
年
度

か
ら
「
子
育
て
支
援
課
」
を
設
置
し
、
少
子
化
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。出
生
率
を
上
げ
る
た
め
、

ま
た
子
育
て
世
代
の
流
入
を
促
す
た
め
、
ま
ず
大
胆
に
切

り
込
ん
だ
の
は
保
育
料
で
し
た
。
国
の
基
準
の
３
分
の
１

ほ
ど
に
下
げ
た
う
え
、
第
３
子
以
降
は
す
べ
て
無
料
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
近
隣
の
市
町
村
と
比
較
し
て
も
群
を
抜

い
た
安
さ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
中
学
生
ま
で
だ
っ
た
医
療
費
無
料
化

の
対
象
を
高
校
生
ま
で
拡
大
し
た
り
、
通
学
支
援
と
い
う

こ
と
で
高
校
生
ま
で
町
営
バ
ス
の
運
賃
を
無
料
に
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
以
上
の
学
校
に
進
学
す
る
場

合
に
は
、
在
学
中
最
高
で
月
５
万
円
ま
で
無
償
貸
与
す
る

奨
学
金
制
度
も
運
用
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら
は

小
中
学
校
入
学
時
に
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
と
３
万
円
を
地
域

商
品
券
で
支
給
し
、
入
学
時
の
支
度
品
購
入
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
地
域
商
品
券
を
使
う
こ
と
に
よ
り
町
内
の
商

店
に
お
金
が
落
ち
る
仕
組
み
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。

子
育
て
支
援
で
寄
付
も

　

平
成
24
年
度
か
ら
農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
増
加
傾

向
に
あ
る
遊
休
農
地
の
抑
制
と
特
産
品
づ
く
り
の
た
め
に

そ
ば
栽
培
を
奨
励
し
て
い
ま
す
が
、
町
が
こ
の
そ
ば
を

使
っ
て
乾
麺
を
商
品
化
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
の
葬
祭
業
者

が
こ
の
乾
麺
を
会
葬
返
礼
品
と
し
て
使
い
、
そ
の
売
り
上

げ
の
一
部
を
「
子
育
て
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
定
期
的

小
海
町
総
務
課
企
画
係
長　

●　

井
上
晴
正

子
育
て
支
援
充
実
で
若
者
定
住
を
促
進

―
「
子
宝
祈
願
参
拝
ル
ー
ト
」
も
設
定― 4

長
野
県
小
海
町

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集
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特集 少子化対策と子育て支援

に
寄
付
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

街
コ
ン
で
婚
活
を
応
援

　

一
方
、
平
成
23
年
度
か
ら
日
本
大
学
の
学
生
が
商
店
街

の
活
性
化
や
若
者
定
住
な
ど
を
研
究
テ
ー
マ
に
町
内
に
お

い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
商
店
街

を
賑
や
か
に
す
る
た
め
に
若
い
人
た
ち
に
町
内
の
飲
食
店

を
大
い
に
飲
み
歩
い
て
も
ら
お
う
と
、
24
年
度
か
ら
毎
年

１
回
、
最
近
流
行
の
「
街
コ
ン
」
を
開
催
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

街
コ
ン
は
日
大
の
学
生
さ
ん
や
町
職
員
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、
町
内
や
近
隣
の
男
女
60
人
余
り
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
以
前
は
青
年
団
活
動
な
ど
男
女
の
出
会
い
の
場

が
そ
れ
な
り
に
あ
り
、
そ
う
い
う
出
会
い
の
中
で
結
婚
す

る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
青
年
団
活
動
の
衰

退
に
よ
っ
て
若
者
の
出
会
い
の
場
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
「
街
コ
ン
」
へ
の
期
待
は
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
結
婚
す
る
人
の
増
加
は
少
な
か
ら

ず
出
生
数
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
町
と
し
て

も
子
育
て
支
援
課
に
結
婚
相
談
専
門
部
署
を
設
け
て
全
面

的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
宝
祈
願
参
拝
ル
ー
ト
も
設
定

　

近
年
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
が
、
晩
婚
化
に
伴
い
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
事
実

だ
と
思
い
ま
す
。
町
内
の
宿
渡
地
区
に
は「
お
子
安
さ
ん
」

と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
る
お
堂
が
あ
り
ま
す

が
、
堂
内
に
あ
る
乳
房
の
よ
う
な
形
を
し
た
岩
に
底
の
抜

け
た
柄
杓
（
ひ
し
ゃ
く
）
を
供
え
て
祈
れ
ば
、
母
乳
が
た

く
さ
ん
出
て
丈
夫
な
子
供
が
育
つ
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

「
厄
除
け
・
難
産
除
け
」
と
し
て
昔
か
ら
大
勢
の
参
拝
者

が
訪
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

そ
こ
で
、こ
の
「
お
子
安
さ
ん
」

を「
子
供
を
授
か
り
た
い
」と
願
っ

て
い
る
若
い
人
た
ち
を
呼
び
込
む

〝
資
源
〞
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。「
小
海
町
（
こ
う

み
町
）
＝
子
産
み
町
」
と
い
う
語

呂
合
わ
せ
も
生
か
し
、「
お
子
安

さ
ん
」
の
ほ
か
、
点
在
す
る
「
男

岩
」、「
女
岩
」（
い
ず
れ
も
そ
の

形
が
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い

る
）
と
称
さ
れ
て
い
る
場
所
も
加

え
、「
子
宝
祈
願
参
拝
ル
ー
ト
」

を
設
定
し
、「
子
育
て
し
や
す
い
町
」「
子
宝
に
恵
ま
れ
る

町
」
と
い
う
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
参
拝
ル
ー
ト
は
町
の
中
心
部
に
あ
る
農
産
物
な
ど

の
直
売
所
か
ら
「
お
子
安
さ
ん
」、「
男
岩
」、「
女
岩
」
な

ど
を
め
ぐ
る
１
周
約
10
㌔
の
ル
ー
ト
で
す
。

　

最
近
で
は
参
拝
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
に
よ
り
地
元
の

皆
さ
ん
の
意
識
に
も
変
化
が
現
れ
、
町
民
に
よ
る
参
道
の

整
備
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

　

若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
今
後
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、
安
価
な
住
宅
の
提
供
と
就
労

の
場
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
一
番
の
難
題

で
す
。

　

宅
地
に
つ
い
て
は
現
在
、
遊
休
町
有
地
を
子
育
て
世
代

向
け
に
市
価
の
「
２
分
の
１
〜
３
分
の
１
」
程
度
で
売
却

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
的
な
理

由
で
賃
貸
住
宅
の
建
設
ま
で
は
難
し
い
の
が
実
情
で
す
。

就
労
の
場
の
確
保
と
い
う
面
で
は
更
に
難
し
く
、
企
業
の

海
外
シ
フ
ト
等
に
よ
る
撤
退
が
進
む
現
実
の
中
で
は
企
業

誘
致
も
ほ
ぼ
見
込
め
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
近
年
増

え
つ
つ
あ
る
新
規
に
農
林
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
人
た

ち
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
と
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
定
着
を
図

る
こ
と
が
効
果
的
な
施
策
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
新
規
就
農
者
も
含
め
て
定
住
促
進
の
た
め
の
優

遇
施
策
の
制
度
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー

ン
者
の
受
け
入
れ
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

男岩

女岩
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キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ
く
り

　

東
郷
町
は
、
名
古
屋
市
と
豊
田
市
の
間
に
位
置
し
、
都

市
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

面
積
は
18
・
03
平
方
㌔
㍍
と
小
さ
な
ま
ち
で
す
が
、
人
口

は
４
万
２
０
０
０
人
余
を
数
え
、
現
在
も
着
実
に
増
え
続

け
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
周
辺
を
全
て
「
市
」
に
囲
ま
れ
た
一
郡
一
町

で
、小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
を
目
指
し
て
お
り
、

そ
の
柱
と
し
て
、「
子
育
て
支
援
」、「
健
康
づ
く
り
」、「
賑

わ
い
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
「
子
育
て
す
る
な
ら
東
郷
町
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を

目
指
し
て
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り

　

小
学
校
に
通
う
児
童
に
、
放
課
後
の
安
全
・
安
心
な
居

場
所
を
提
供
す
る
た
め
、
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

学
校
施
設
を
利
用
し
た
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
平
成

20
年
10
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
教
室
を
順
次

開
設
し
、
現
在
は
、
６
小
学
校
の
う
ち
４
校
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
将
来
は
、
全
校
で
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

こ
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
学
校
の
余
裕
教
室
を
利
用

し
、
お
盆
・
年
末
年
始
な
ど
を
除
い
て
平
日
は
ほ
ぼ
毎
日
、

開
い
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
「
学
び
・
遊
び
・
体
験
・
ふ
れ
あ
い
」
の
４
つ

に
分
類
し
て
い
ま
す
が
、「
体
験
」
の
時
間
で
は
、
主
に

地
域
の
方
々
に
講
師
を
お
願
い
し
、
お
茶
の
作
法
を
学
ぶ

な
ど
の
普
段
体
験
で
き
な
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
」
の
時
間
で
は
、
地
域
の
方
々
と

学
校
の
近
隣
を
散
策
し
て
自
然
観
察
を
し
た
り
、
児
童
館

で
活
動
し
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
交
流
し
た
り
す

る
な
ど
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
24
年
度
に
は
、
兵

庫
小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
、
地
域
に
よ
る
学
校
支

援
活
動
推
進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
、
行
政
が

連
携
し
て
活
発
な
地
域
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
東
郷
町
に
は
、
全
て
の
小
学
校
の
近
く
に
児
童

館
を
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
全
６
館
で
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
を
、
前
述
の
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
に
先
駆
け

て
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
主
に
小
学
校
低
学
年

を
対
象
に
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
、
午
後
７
時
（
土
曜
日

は
午
後
５
時
）
ま
で
遊
び
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
を
預

か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
子
育
て
支
援

　

安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
の
ほ
か
に
も
多
く
の
特

色
あ
る
子
育
て
支
援
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
「
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
」
は
、
平
成
24
年
１
月

か
ら
助
成
対
象
を
拡
大
し
、
入
院
・
通
院
と
も
18
歳
ま
で

東
郷
町
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係 

係
長　

●　

木
本
清
彦

「
子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」の
町
に
向
け
て

―
愛
知
・
東
郷
町
、
多
彩
な
施
策
を
展
開―

5
愛
知
県
東
郷
町

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集

放課後子ども教室。指導員による本の読み聞かせ
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特集 少子化対策と子育て支援

所
得
制
限
な
し
で
無
料
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
愛
知
県
内

で
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
25
年
３
月
か
ら
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
「
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
」
に
加
え
、

こ
れ
も
愛
知
県
内
で
初
め
て
と
な
る
「
不
育
症
治
療
費
助

成
制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
気
や
病
気
か
ら
回
復
中
の
生
後
６
カ
月
か
ら

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
預
か
る
「
病
児
・
病
後

児
保
育
」
で
働
く
家
庭
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
核
家
族

化
と
社
会
環
境
の
変
化
で
要
望
の
多
い
「
一
時
保
育
」
を

町
内
２
カ
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
つ
ど
い
の
広
場
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
不
安
解
消
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

子
育
て
支
援
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
財
政
支
援
や
環

境
整
備
は
も
と
よ
り
、
心
の
通
っ
た
子
育
て
支
援
を
重
要

視
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
相
談
員
と
し
て
、「
子
育
ち
支

援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
を
子
育
て
支
援
課
に
２
名
配
し
、
子

育
て
に
不
安
を
抱
え
る
家
庭
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
相
談
の
ほ
か
、
５
歳
児
す
く
す
く
発
達
相
談
や
子

育
ち
支
援
訪
問
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

５
歳
児
す
く
す
く
発
達
相
談
で
は
、
町
内
の
保
育
園
や

幼
稚
園
に
通
う
５
歳
児
を
対
象
に
、
臨
床
心
理
士
な
ど
と

共
に
各
園
を
回
り
、
行
動
観
察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
発

達
の
気
に
な
る
子
ど
も
に
は
発
達
検
査
を
実
施
し
て
、
必

要
な
支
援
を
保
護
者
に
提
案
す
る
と
と
も
に
、
就
学
に
向

け
、
早
期
に
小
学
校
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
東
郷
町
独
自
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
部
署
が
異
な
り
ま

す
が
、
子
育
ち
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
軸
に
事
業
展
開
す

る
中
で
、
保
育
士
、
保
健
師
、
学
校
、
保
護
者
と
自
然
に

庁
内
連
携
も
図
れ
、
家
庭
だ
け
で
な
く
町
と
し
て
心
の

通
っ
た
子
育
て
支
援
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

保
育
園
で
の
取
り
組
み

　

現
在
、
町
内
８
保
育
園
で
は
、
幼
児
期
に
必
要
と
な
る

多
様
な
身
体
の
動
き
や
体
力
、
運
動
能
力
の
基
礎
を
楽
し

く
習
得
で
き
る
よ
う
、
先
進
的
な
「
運
動
あ
そ
び
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
多
様
な
動
き
を
通
し
て
、
リ
ズ
ム
感
や

バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
、
身
体
の
部
位
を
調
整
し
て
滑
ら
か

に
効
率
よ
く
動
か
す
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
の

向
上
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
文
部
科

学
省
が
推
進
す
る

「
幼
児
期
の
運
動
促

進
に
関
す
る
普
及
啓

発
事
業
」
の
調
査
研

究
の
対
象
事
業
に
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
将
来
、
故
郷
東

郷
を
誇
り
に
思
え
る

よ
う
「
ふ
る
さ
と
意

識
」
の
醸
成
を
図
る

た
め
に
、
４
〜
５
歳

児
を
対
象
に
、
民
謡
「
東
郷
音
頭
」
の
歌
と
踊
り
を
教
え

て
い
ま
す
。
園
児
を
指
導
し
て
い
る
東
郷
音
頭
保
存
会
の

皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
地
域
の
盆

踊
り
大
会
も
大
変
活
性
化
し
ま
し
た
。

子
ど
も
条
例
制
定
へ

　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
し
て
健
や
か
に

成
長
で
き
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
権
利
な

ど
を
定
め
た
「
子
ど
も
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
子

育
て
環
境
の
整
備
に
努
め
つ
つ
、
事
業
の
拡
充
を
図
り
、

「
子
育
て
す
る
な
ら
東
郷
町
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
、
更
に
定

着
す
る
よ
う
各
種
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

保育園で行われているコーディネーショントレーニングの様子

「納涼まつり」。東郷音頭で踊る子どもら
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少
子
化
受
け
、
公
立
保
育
所
を
統
廃
合

　

石
川
県
七
尾
市
は
、
平
成
16
年
に
１
市
３
町
で
合
併
し

て
い
る
が
、
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ
く
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
お
り
、
平
成
17
年
国
勢
調
査
で
６
万
１
８
７
１
人

だ
っ
た
人
口
は
平
成
25
年
３
月
末
で
５
万
７
４
６
８
人
に

ま
で
減
少
し
、
15
歳
未
満
の
児
童
の
占
め
る
割
合
も
13
％

か
ら
11
・
２
％
ま
で
減
少
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
が
公
立
保
育
所
に
対
す
る
補
助
の
一

般
財
源
化
を
進
め
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
少
子
化
を
背

景
に
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
公
立
保
育
所
の
統
廃

合
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
合
併
前
の
旧
町
部
で
は
行

政
区
域
が
広
大
だ
っ
た
こ
と
か
ら
小
規
模
保
育
所
が
点
在

し
て
い
た
が
、
送
迎
バ
ス
を
導
入
し
た
り
、
公
立
保
育
所

を
民
営
化
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
合
併
当
初
は
全
体
で

33
カ
所
（
う
ち
公
立
19
カ
所
）
だ
っ
た
保
育
所
を
現
在
は

22
カ
所
（
う
ち
公
立
８
カ
所
）
に
統
廃
合
し
て
い
る
。

　

本
市
の
保
育
所
の
特
徴
は
、
公
私
立
す
べ
て
の
保
育
所

で
生
後
２
カ
月
、
い
わ
ゆ
る
産
休
明
け
か
ら
預
か
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
延
長
保
育
、
一
時
預
か
り
に
つ
い

て
も
す
べ
て
の
保
育
所
で
行
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
待
機

児
童
は
保
育
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
も
に
い
な
い
。

駅
前
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

高
い
利
用
率

　

保
育
所
の
適
正
配
置
を
図
る
た
め
に
公
立
保
育
所
の
統

廃
合
を
進
め
る
一
方
で
、
家
庭
で
子
育
て
を
す
る
保
護
者

へ
の
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
市
で
は
平
成
18
年

に
は
駅
前
再
開
発
ビ
ル
内
に
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
親
子
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
あ
い
・
あ
い
・
あ
い
」
を

開
設
し
た
。

　

市
内
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
公
立
保
育
園
併
設

で
３
カ
所
、
私
立
保
育
園
併
設
で
３
カ
所
開
設
し
て
い
る

が
、
施
設
の
性
格
上
、
利
用
層
が
立
地
地
域
周
辺
に
限
ら

れ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
親
子
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
」
は
駅
前
の

中
心
市
街
地
の
商
業
エ
リ
ア
内
に
立
地
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
市
内
全
域
の
子
育
て
家
庭
が
買
い
物
や
所
用
な
ど
で

出
掛
け
る
際
に
、併
せ
て
利
用
で
き
る
環
境
で
あ
る
た
め
、

幅
広
く
ご
利
用
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
定

着
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
一
時
預
か
り
事
業
も
実
施
し

て
お
り
、
冠
婚
葬
祭
の
ほ
か
、
買
い
物
や
通
院
、
母
親
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
か
ら
、
非
常
に
多
く

の
利
用
が
あ
る
。

幼
児
教
育
等
へ
の
対
応

　

一
方
、
幼
保
一
元
化
を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
に
い
わ

ゆ
る
認
定
こ
ど
も
園
法
が
施
行
さ
れ
、
幼
稚
園
と
保
育
所

を
一
体
的
に
整
備
・
運
営
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

本
市
に
は
法
律
施
行
当
時
、
４
カ
所
の
幼
稚
園
（
公
立

１
、
私
立
３
）
が
あ
っ
た
が
、
幼
児
教
育
と
保
育
、
双
方

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
平
成
19
年
４
月
に
、
私
立
２
カ
所
に
つ
い
て
幼
稚
園

型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。
ま
た
公
立
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
、
公
立
の
幼
稚
園
の
存
続
を
望
む
声
も

少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
公
立
保
育
所
に

取
り
込
む
よ
う
な
形
で
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

同
年
に
認
定
、
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
、

家
庭
に
保
育
マ
マ
を
派
遣

　

近
年
、
保
育
所
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
保
育

サ
ー
ビ
ス
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
よ
う
な
ニ
ー
ズ
と
し

て
、
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

七
尾
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
平

成
12
年
か
ら
「
保
育
マ
マ
派
遣
制
度
」
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
の
制
度
は
、
子
育
て
経
験
豊
富
な
女
性
や
保
育
士
資
格

を
有
す
る
方
な
ど
が
研
修
を
受
け
て
、
保
育
マ
マ
と
し
て

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
各
家
庭
の
保
育
サ
ポ
ー
ト
に
赴
く

七
尾
市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

保
育
支
援
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　

●　

山
本
昌
文

家
庭
に
保
育
マ
マ
を
派
遣
し
、子
育
て
支
援

―
中
心
市
街
地
に
支
援
セ
ン
タ
ー
も―

6
石
川
県
七
尾
市

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
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仕
組
み
。
サ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
①
病
後
児
童
在
宅
保
育

サ
ー
ビ
ス
（
病
気
回
復
期
に
あ
る
児
童
を
自
宅
で
保
育
す

る
）、
②
産
後
・
安
心
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
サ
ー
ビ
ス
（
産
後

の
体
調
不
良
の
た
め
、
身
の
回
り
の
世
話
や
乳
児
保
育
を

行
う
）、③
訪
問
型
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス（
保
護
者
の
疾
病
、

入
院
等
に
よ
る
緊
急
的
な
一
時
預
か
り
を
行
う
）―

で
、

家
庭
で
の
育
児
支
援
を
行
っ
て
い
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
前
述
の
親
子
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

の
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
保
育
マ

マ
の
事
業
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
に
切

り
替
え
て
継
続
的
な
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
時
預
か
り
だ
け
で
な

く
保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
送
迎
な
ど
、

き
め
細
か
な
支
援
を
実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。今

後
の
展
望

　

地
方
で
は
少
子
化
が
進
み
、
保
育
所
の
統
廃
合
や
民
営

化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
大
都
市
圏
で
は

待
機
児
童
対
策
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
正

反
対
の
状
況
が
あ
る
中
、
国
は
平
成
27
年
度
か
ら
新
し
い

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
新
制
度
に
係
る
計
画
策
定
の
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
に
よ
る
ニ
ー
ズ
調
査
の
準
備
を
進
め
て
い
る

が
、調
査
結
果
と
現
在
の
実
施
事
業
の
状
況
な
ど
を
分
析
・

評
価
し
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
に
係
る
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
計
画
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
の
保
育
所
等
で
は
待
機
児
童
も
い
な
い
こ
と
か

ら
、
児
童
館
な
ど
の
休
日
に
お
け
る
子
育
て
支
援
策
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
家
庭
で
子
育
て
し

て
い
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
、
ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
病
児
・
病
後
児
保
育
の
よ
う
な
緊
急

対
応
な
ど
、
き
め
細
か
な
支
援
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

地域の農家の畑でいも掘り体験をする保育園児

農家の協力で保育園児が田植え体験

子育て支援センターでのベビーマッサージ教室の模様

018-019　事例６.indd   19018-019　事例６.indd   19 2013/11/29   15:55:132013/11/29   15:55:13



2014・1月号 20

高
い
女
性
の
就
業
率
、

共
働
き
率
は
全
国
１
位

　

福
井
県
の
平
成
24
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
60
と
、

全
国
の
１
・
41
を
上
回
っ
て
お
り
、
全
国
上
位
に
あ
る
も

の
の
、
出
生
数
は
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
晩
婚
化
や
未
婚
化
が
進
行
し
て
お
り
、
本
県
の

平
成
22
年
の
平
均
初
婚
年
齢
は
、
男
性
が
30
・
２
歳
（
全

国
30
・
５
歳
）、
女
性
は
28
・
４
歳
（
全
国
28
・
８
歳
）、

30
〜
34
歳
の
未
婚
率
は
男
性
43
・０
％
（
全
国
46
・０
％
）、

女
性
28
・
３
％
（
全
国
33
・
９
％
）
と
、
い
ず
れ
も
全
国

よ
り
低
い
も
の
の
、
全
国
同
様
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

　

本
県
は
女
性
の
就
業
率
が
高
く
、共
働
き
率（
56
・
8
％
）

が
全
国
１
位
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
働
き
な
が
ら

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
子
育
て
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
課
題

と
な
る
。
そ
こ
で
、
結
婚
の
応
援
や
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
、
経
済
的
支
援
な
ど
総
合
的
に
少
子
化
対
策
を
進

め
て
い
る
。

保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実

　

保
育
所
利
用
児
童
の
割
合
は
３
歳
未
満
児
で
約
４
割

（
全
国
約
３
割
）、３
歳
以
上
児
で
約
７
割
（
全
国
約
４
割
）

と
な
っ
て
お
り
、
保
育
所
整
備
を
は
じ
め
、
保
護
者
の
就

労
形
態
に
応
じ
た
延
長
保
育
や
休
日
保
育
、
ま
た
、
子
ど

も
が
病
気
で
仕
事
を
休
め
な
い
時
の
病
児
保
育
な
ど
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、本
県
は
３
世
代
同
居
割
合
が
高
く
（
17
・６
％
）、

家
族
で
子
育
て
を
支
え
合
う
環
境
が
あ
る
が
、
核
家
族
化

や
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
地
域
の
中
で
子
育
て
の
手
助

け
を
求
め
に
く
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
家
庭
で
の
育
児
の

負
担
が
増
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
実
施
主
体
と
し
、
保
護
者
の
冠
婚
葬
祭
へ

の
参
加
や
通
院
な
ど
の
際
の
一
時
預
か
り
や
家
事
援
助
な

ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
「
す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
」

を
実
施
し
て
お
り
、
利
用
料
金
の
半
額
（
標
準
利
用
料
は

１
時
間
当
た
り
７
０
０
円
で
、
う
ち
３
５
０
円
）
を
県
と

市
町
で
助
成
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
中
の
保
護
者
が
、
育
児
の
悩
み
や
不

安
を
解
消
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
地
域
で
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
保
育
士
や
保
健
師
な

ど
の
有
資
格
者
を
「
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
募
集

し
、
現
在
、
約
５
０
０
名
が
登
録
し
、
身
近
な
相
談
相
手

と
な
っ
て
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
子
育
て
中
の
親
子

が
集
ま
る
場
所
で
の
育
児
ア
ド
バ
イ
ス
や
子
育
て
講
座
、

新
聞
を
利
用
し
た
育
児
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

職
場
環
境
づ
く
り
、
優
良
企
業
の
表
彰
も

　

保
育
所
を
利
用
す
る
方
が
多
い
一
方
で
、
子
ど
も
が
小

さ
い
う
ち
は
仕
事
を
続
け
な
が
ら
自
ら
の
手
で
育
て
た
い

と
希
望
す
る
親
も
い
る
こ
と
か
ら
、
３
歳
ま
で
の
家
庭
で

の
子
育
て
を
後
押
し
す
る
施
策
を
平
成
25
年
度
か
ら
新
た

に
始
め
て
い
る
。

　

０
歳
児
を
も
つ
親
が
、
子
ど
も
が
１
歳
に
な
る
ま
で
育

児
休
業
を
取
得
し
、
復
職
し
た
場
合
の
企
業
へ
の
奨
励
金

支
給
や
、
１
〜
２
歳
児
の
親
が
、
育
児
短
時
間
勤
務
を
利

用
し
、
保
育
時
間
を
短
縮
し
た
場
合
の
保
育
料
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
と
家
庭
で
の
子
育
て
の
両
立

を
応
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
共
働
き
世
帯
が
多
く
、
働
く
母
親
は
、
仕
事
の
ほ

か
、
家
事
や
育
児
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
父
親
が

子
育
て
な
ど
、
家
庭
で
の
役
割
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
特
に
仕
事
中
心
と
な
っ
て
い
る
父
親
が
、
家

事
や
育
児
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
を
進
め
、
父
親
の
子
育
て
を
応
援
す
る
独

自
制
度
（
育
児
・
介
護
休
業
法
の
義
務
規
定
を
超
え
る
制

　

福
井
県
健
康
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課

地
域
全
体
で
多
様
な
少
子
化
対
策
を
推
進

―
地
域
で
子
育
て
支
援
、職
場
環
境
づ
く
り
、「
出
会
い
応
援
団
」―

7
福
井
県

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
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度
、
配
偶
者
の
出
産
に
か
か
る
特
別
休
暇
制
度
等
）
を
導

入
し
、
利
用
実
績
の
あ
る
企
業
を
「
父
親
子
育
て
応
援
企

業
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
る
。
表
彰
企
業
は
平
成
17
年
度

か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
に
56
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、家
族
で
と
も
に
過
ご
す
時
間
を
増
や
す
た
め
、

広
く
企
業
の
参
加
を
募
り
、
定
時
退
社
に
取
り
組
む
「
家

族
時
間
デ
ー
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

51
事
業
所
の
参
加
が
あ
り
、
９
月
〜
12
月
の
４
カ
月
間

に
月
２
回
以
上
の
家
族
時
間
デ
ー
を
設
定
し
、
定
時
退
社

を
実
践
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
に
業
務
を
行
い
仕
事
に
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
る
な
ど
、
働
き
方
の
見
直
し
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。

経
済
的
支
援

　

子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
全
国
に
先
駆
け
、「
ふ
く
い
３
人
っ
子
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児

に
か
か
る
保
育
料
や
病
児
保
育
、
一
時
預
か
り
の
利
用
料

を
無
料
化
し
て
い
る
。 

こ
の
他
、
小
学
３
年
生
ま
で
の

す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
医
療
費
を
無
料
化
し
て
い

る
。（
た
だ
し
、小
１
〜
小
３
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
あ
り
）

結
婚
支
援
で
「
出
会
い
応
援
団
」

　

一
方
、平
成
21
年
２
月
に
県
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

未
婚
者
の
約
８
割
が
「
で
き
る
だ
け
早
く
結
婚
し
た
い
」

ま
た
は
「
い
ず
れ
は
結
婚
し
た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

ま
た
、「
ま
だ
適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
会
っ
て
い
な
い
」

た
め
に
独
身
で
い
る
、
と
回
答
し
た
人
が
約
６
割
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
結
婚
を
望
む
若
者
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
６
月
に
は
、ホ
テ
ル
や
旅
行
業
な
ど
の
企
業
、

商
工
会
議
所
な
ど
の
団
体
、
県
・
市
町
で
構
成
す
る
「
ふ

く
ふ
く
出
会
い
応
援
団
」を
立
ち
上
げ
た
。
応
援
団
で
は
、

業
種
の
異
な
る
団
体
間
で
の
交
流
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
接
点
の
な
か
っ
た
企
業
や
団
体
間
で
連
携
し
て
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
や
業
種
の
枠
を
超
え
た
新

し
い
出
会
い
の
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
工
業
団
地
の
男
性
社
員
と
女
性
保
育
士

と
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
に
よ
る
交

流
、
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
と
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
合
わ
せ

た
「
ス
ポ
コ
ン
カ
フ
ェ
」
を
実
施
。
自
分
に
合
っ
た
パ
ー

ト
ナ
ー
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う
人
に
は
、
県
内
12
地

区
で
、
福
井
県
婦
人
福
祉
協
議
会
の
約
２
０
０
名
の
結
婚

相
談
員
が
仲
人
役
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
で
自

発
的
に
縁
結
び
活
動
を
行
う
方

た
ち
を「
地
域
の
縁
結
び
さ
ん
」

と
し
て
登
録
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
相
手
の
紹
介
や
、
結

婚
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
支
援
や
地
域
の
子
育
て
支

援
な
ど
本
県
の
実
情
に
応
じ
た

施
策
を
進
め
、
結
婚
支
援
を
は

じ
め
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

病児保育の様子

「父親子育て応援企業」の表彰式。福井県では父親が家事・育児に
従事できるよう積極的に支援する企業の表彰制度を設けている

「ふくふく出会い応援団」による交流パーティー
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待
っ
た
な
し
の
非
常
事
態

　

京
都
府
内
の
出
生
数
は
、
昭
和
48
年
に
は
４
万
４
８
８

５
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
24
年
に
は
２
万
１
１
２
名

と
な
り
、
半
減
以
上
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
急

速
に
少
子
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
近

い
将
来
、
日
本
は
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
、
深
刻
な
衰

退
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
さ
に
今
、
待
っ
た
な
し
の
岐
路
と
し
て
非
常
事
態
に

陥
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
国
と
し
て
、
ま
た
、
地
方

公
共
団
体
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
認
識
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
約
２
６
０
万
人
の
京
都
府
で
も
、
今
後
30
年
間
で

40
万
人
の
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

上
に
年
齢
構
成
と
い
う
も
の
を
考
え
た
場
合
に
、
か
な
り

厳
し
い
推
計
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
経
済
面
に
お
い
て
は
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
や
消
費
の
停
滞
に
よ
る
経
済
規
模
の
縮
小
、
社
会

保
障
面
に
お
い
て
は
高
齢
者
へ
の
負
担
増
大
な
ど
が
見
込

ま
れ
、
年
金
制
度
や
介
護
保
険
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て

く
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
価
値
、
見
詰
め
直
す
社
会
を

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
京
都
府
に
お
い
て
も
、
も
う

一
回
、
子
育
て
と
い
う
も
の
を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
子
育
て
施
策
の
方
針
は
、
子
育
て
負
担
を
軽

減
す
る
と
い
う
、
子
育
て
環
境
を
整
え
る
施
策
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
「
子
育
て
支
援
医

療
費
助
成
」、
私
立
高
等
学
校
生
を
対
象
と
し
た
「
あ
ん

し
ん
修
学
支
援
事
業
」
等
の
経
済
的
支
援
や
待
機
児
童
解

消
の
た
め
の
保
育
所
整
備
な
ど
、
子
育
て
負
担
を
ど
れ
だ

け
解
消
で
き
る
か
を
基
本
に
置
き
、
さ
ら
に
そ
れ
を
地
域

全
体
で
支
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、「
子
育
て
応
援
パ

ス
ポ
ー
ト
事
業
」
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
子
育
て
負
担
の
軽
減
だ
け
で
は
、

出
生
率
は
改
善
し
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
間
の
経
験
で

得
た
知
見
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
に
お
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
合
計
特
殊
出
生

率
が
２
年
連
続
で
低
下
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
み
る
と
、
子
育
て
負
担
と
い
う
問
題

で
は
な
く
て
、
今
日
的
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
社
会
構

造
や
家
庭
と
い
う
構
造
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
抜
本
的
な
あ

り
方
と
い
う
も
の
を
も
う
一
度
見
直
し
て
い
か
な
い
と
、

少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
未
婚

化
、
晩
婚
化
、
核
家
族
化
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
問
題

に
メ
ス
を
入
れ
て
、
子
ど
も
と
い
う
も
の
の
存
在
の
価
値

と
大
切
さ
を
見
詰
め
直
す
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
ル
京
都
体
制
」
で
少
子
化
対
策
会
議

　

こ
の
た
め
、
京
都
府
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年
11

月
に
、
京
都
府
副
知
事
を
ト
ッ
プ
と
し
、
抜
本
的
な
対
策

を
議
論
す
る
「
京
都
少
子
化
対
策
総
合
戦
略
会
議
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

  

こ
の
戦
略
会
議
に
は
、「
地
域
・
社
会
活
動
分
野
」
か
ら
、

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
、
子
育
て
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、「
幼

児
教
育
・
保
育
分
野
」
か
ら
京
都
府
私
立
幼
稚
園
連
盟
、

京
都
府
保
育
協
会
、「
医
療
分
野
」
か
ら
京
都
府
医
師
会
、

京
都
私
立
病
院
協
会
、「
経
済
・
労
働
分
野
」
か
ら
京
都

経
営
者
協
会
、
連
合
京
都
、
京
都
府
商
工
会
連
合
会
、
京

都
府
商
工
会
議
所
連
合
会
、「
行
政
分
野
」
か
ら
京
都
労

働
局
、
京
都
府
市
長
会
、
京
都
府
町
村
会
そ
し
て
京
都
府

が
参
画
し
、「
オ
ー
ル
京
都
体
制
」
で
、
緊
急
的
に
取
り

組
む
抜
本
的
な
少
子
化
対
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

京
都
府
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
政
策
監　

●　

松
村
淳
子

「
オ
ー
ル
京
都
」で
少
子
化
対
策
総
合
戦
略
会
議

―
府
政
の
最
重
点
課
題
に
据
え
、出
生
率
向
上
め
ざ
す―

8
京
都
府

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集
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平
成
25
年
11
月
22
日
（
金
）
に
第
１
回
の
戦
略
会
議
を

開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
従
来
の
延
長
線
上
の
施

策
で
は
な
い
、
思
い
切
っ
た
対
策
が
必
要
」、「
３
人
目
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
」、「
赤
ち
ゃ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
も
含
め
て
、
教
育
の
中
で
教
え
る
こ
と

が
重
要
」、「
30
歳
代
の
非
正
規
雇
用
率
が
高
ま
っ
て
お
り
、

生
活
が
安
定
し
な
い
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
略
会
議
で
議
論
い
た
だ
く
柱
と
し
て
、
①
子

育
て
を
支
え
る
幼
児
教
育
・
多
様
な
保
育
の
実
施
、
人
材

育
成
、
②
地
域
で
子
育
て
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
、
③

経
済
的
支
援
、
④
働
き
方
改
革
・
企
業
の
意
識
改
革
、
⑤

結
婚
支
援
、
⑥
妊
娠
前
か
ら
出
産
後
の
切
れ
目
の
な
い
母

子
対
策
の
６
つ
の
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
６
本
柱
を
受
け
、６
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
を
関
係
す
る
団
体
で
構
成
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に

議
論
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
平
成
26
年
１
月
に
か
け
て
、
６
つ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
熱
心
な
議
論
を
い
た
だ
き
、
１
月
に

も
第
２
回
目
の
戦
略
会
議
を
開
催
し
、
一
定
の
と
り
ま
と

め
を
行
い
、
早
急
に
施
策
展
開
に
繋
げ
て
い
く
な
ど
、
実

効
性
の
高
い
施
策
を
推
進
し
、
少
子
化
に
打
ち
克
ち
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

府
政
の
最
重
点
課
題
に

　

少
子
化
対
策
は
、
即
効
性
と
い
う
の
は
無
い
も
の
の
、

少
子
化
の
克
服
を
府
政
の
最
重
点
課
題
に
位
置
付
け
、
今

後
も
、
こ
の
会
議
を
通
じ
て
、
抜
本
的
に
対
策
を
見
直
し

て
、
５
年
後
に
は
、
京
都
府
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
全
国

平
均
並
み
に
す
る
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

エリアごとにNPO団体と一緒になって作成した「子育て応援パスポート」協賛店舗マップ

婚活支援イベントの一環として行われた学生によるデート服のファッションショー。
学生がデザインし、モデルも務めた（京都府立植物園で）

京都府立植物園で行われた婚活支援イベントで設けられた「婚活情報のブース」
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市
長
が
「
子
育
て
王
国
」
を
提
唱

　

総
社
市
で
は
、平
成
19
年
10
月
に
片
岡
市
長
が
就
任
し
、

市
長
自
ら
「
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
」
を
標
榜
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
子
育
て
支
援
に
力
を
い
れ
て
い
く
こ
と
を
表

明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
市
民
や
団
体
か
ら
も
賛
同
の
声

が
あ
が
り
、
子
育
て
支
援
に
対
し
て
熱
い
思
い
を
持
つ
小

児
科
医
、
県
立
大
学
の
教
授
や
学
生
、
農
業
後
継
者
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
が
集
ま
り
「
子
育
て
王
国
応
援
団
」
が
結
成
さ

れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
産
・
官
・
学
・
民
の
協
働
に
よ
る

「
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
」
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
が
は

じ
ま
っ
た
。

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

　

こ
の
「
子
育
て
王
国
応
援
団
」
に
、総
社
商
工
会
議
所
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
教
育
委
員
会
を
加
え
て
、
平
成
20
年

５
月
、「
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
」
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
本
実
行
委
員
会
で
は
「
子
育
て

支
援
は
ま
ち
づ
く
り
、
次
世
代
育
成
が
ま
ち
づ
く
り
」
を

合
言
葉
に
、
ま
ち
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
て
い
こ
う

と
す
る
機
運
を
醸
成
し
、
総
社
の
地
域
性
を
活
か
し
な
が

ら
、
産
・
官
・
学
・
民
が
連
携
し
た
子
育
て
支
援
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
毎
年
児
童
・
学
生
・
保
護
者
・

子
育
て
世
帯
・
子
育
て
支
援
者
を
対
象
と
し
た
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

子
育
て
関
連
で
多
彩
な
事
業
、

イ
ベ
ン
ト
や
検
定
、
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

　

平
成
24
年
度
は
実
行
委
員
会
事
業
と
し
て
次
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　
（
１
）
総
社
市
こ
ど
も
条
例
制
定
３
年
を
記
念
し
て
、

楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
総
社
市
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

目
指
し
、
地
域
の
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
育
メ
ン

育
女
応
援
団
バ
ン
ク
」
の
登
録
者
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
企
画
・
運
営
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
家
族
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
『
チ
ュ
ッ
ピ
ー
タ
ウ
ン
へ
行
こ
う
！
』
を
開
催

し
た
。

　
（
２
）
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
版
「
育
メ
ン
・
育
女
検

定　

第
２
弾　

思
い
や
り
編
」
と
題
し
て
、
親
と
し
て
、

こ
ど
も
に
関
わ
る
心
構
え
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
日
々
の
子
育

て
の
励
み
と
し
、
ま
た
子
育
て
支
援
へ
の
理
解
に
つ
な
が

る
よ
う
検
定
カ
ー
ド
を
作
成
、
市
内
各
所
に
配
布
し
た
。

　
（
３
）
地
域
の
農
業
や
食
文
化
に
つ
い
て
知
ら
せ
、
生

活
を
支
え
る
地
域
の
農
業
・
食
事
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
、
児
童
対
象
の
収
穫
・
料
理
教
室
「
農

業
体
験
＆
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
た
。

　
（
４
）
将
来
の
夢
や
希
望
を
育
み
、
次
代
の
担
い
手
と

な
る
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
、
岡
山
県
や
総

社
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
・
産
業
の
プ
ロ
か
ら
直
接
そ

の
技
術
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
「
こ
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
た
。
24
年
度
は
消
防
署
員
の
指
導
の
も

と
消
防
隊
員
・
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
・
救
急
救
命
士
体
験
の

ほ
か
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
『
岡
山
湯
郷
ベ
ル
』
を

招
い
て
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
た
。

　
（
５
）
子
育
て
中
の
親
同
士
で
、
互
い
の
悩
み
や
関
心

事
に
つ
い
て
話
し
な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た
子
育
て
の
仕

「
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
」
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
事
務
局

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
保
育
サ
ポ
ー
ト
「
あ
い
・
あ
い
」
理
事
長

　

●　

中
島
久
美
子

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
健
全
育
成
へ

―
「
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
」に
向
け
、実
行
委
員
会―

9
岡
山
県
総
社
市

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集

「そうじゃ家族の日」での昔遊び体験。火起こしに挑戦
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方
を
学
ぶ
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
た
。

　
（
６
）
第
３
日
曜
日
の
「
そ
う
じ
ゃ
家
族
の
日
」
に
、

昔
遊
び
や
外
遊
び
、
水
辺
の
遊
び
や
火
起
こ
し
体
験
を
家

族
で
楽
し
む
た
め
の
、
育
メ
ン
育
女
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
家

族
で
あ
そ
ぼ
！
」
を
実
施
し
た
。

　
（
７
）
医
療
機
関
と
保
育
・
教
育
現
場
の
よ
り
よ
い
連

携
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
囲
ん
で
の
座
談
会
を
開

催
し
た
。

　
（
８
）
次
世
代
の
親
で
あ
る
学
生
が
、
子
育
て
に
対
す

る
深
い
理
解
や
共
感
を
持
つ
大
人
に
成
長
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
１
年
間
継
続
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
受
け
入

れ
、
そ
の
活
動
を
ま
と
め
て
冊
子
を
作
成
し
た
。

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
、
成
長
促
す

　

こ
の
よ
う
に
「
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
」
ま
ち
づ
く
り

実
行
委
員
会
で
は
各
種
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
総
社
市

内
に
あ
る
岡
山
県
立
大
学
な
ど
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
入
れ
、
そ
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
将
来
の

夢
や
就
職
を
見
据
え
て
、
意
欲
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
応

募
し
て
く
る
学
生
も
多
く
、
こ
う
し
た
学
生
を
対
象
に
、

実
行
委
員
会
で
は
１
年
間
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
の
人
た
ち
か
ら
の
指

導
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
護
者
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
、
こ

れ
ら
を
毎
回
振
り
返
り
な
が
ら
根
気
よ
く
続
け
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
着
実
に
成
長
し
、
変
化
を
遂
げ
て
い
く
。
こ
う
し
た

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
を
見
守
る
こ
と
も
事
務
局
と
し

て
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
。

商
工
会
議
所
も
積
極
支
援

　

ま
た
、
総
社
商
工
会
議
所
で
は
、
岡
山
県
発
行
の
「
も

も
っ
こ
カ
ー
ド
」（
協
賛
店
で
買
い
物
す
る
と
割
引
が
受

け
ら
れ
る
）
の
利
用
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、

協
賛
店
の
大
幅
拡
大
に
努
め
、
人
口
千
人
あ
た
り
の
店
舗

数
は
県
下
一
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
協
賛
店
を
検
索
で
き
る
携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
開
設
し
、
管
理
運
営
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
実

行
委
員
会
の
事
業
の
行
事
案
内
や
子
育
て
情
報
等
を
掲
載

し
、
随
時
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を

高
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
の
た
め

の
環
境
整
備
を
進
め
る
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
の

啓
発
活
動
を
行
い
、
事
業
者
の
子
育
て
支
援
へ
の
意
識
向

上
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
各
団
体
に
お
け
る
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
地

域
に
よ
り
異
な
る
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
き
め
細
か

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能
と
し
て
い
る
。

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
仕
組
み
を

　

今
後
の
目
標
は
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
「
顔
の

見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
さ
ら
に
広
げ
、
家
庭
だ
け
で

は
抱
え
き
れ
な
い
多
様
な
問
題
を
社
会
全
体
で
解
決
し
て

い
く
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
事
業
者
及
び
市
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
や
責
任
を
担
っ
て
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ま
ち

全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
合
う
こ
と
が
必
要
だ
。
未

来
を
築
く
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
心
豊
か
に
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

農業体験の様子イベントの企画に取り組む学生ボランティア
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子
育
て
同
盟
結
成
の
経
緯

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
平
成
25
年
３
月

に
発
表
し
た
将
来
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口

は
長
期
に
わ
た
り
減
少
が
続
き
、
２
０
４
０
年
の
人
口
は

全
都
道
府
県
で
２
０
１
０
年
を
下
回
る
。
し
か
し
、
国
の

少
子
化
対
策
に
か
け
る
政
策
予
算
は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
先
進

的
地
域
の
４
分
の
１
な
い
し
３
分
の
１
に
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
実
効
性
あ
る
施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
少
子
化
対
策
の
推
進
は
、
国
政
は

も
と
よ
り
地
方
自
治
体
、
企
業
、
地
域
な
ど
国
を
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
待
っ
た
な
し
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
地
方
の
立
場
か
ら
我
が
国
全
体
を
変
え
て
い

こ
う
と
、
平
成
25
年
４
月
９
日
に
東
京
に
お
い
て
、
子
育

て
世
代
の
10
県
知
事
に
よ
る
「
子
育
て
同
盟
」
が
発
足
し

た
。
同
盟
は
、
宮
城
、
長
野
、
三
重
、
岡
山
、
広
島
、
徳

島
、
高
知
、
佐
賀
、
宮
崎
と
鳥
取
の
各
県
知
事
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
志
を
同
じ
く
す
る
政
策
責
任
者
に
よ
る
異
例

の
「
政
策
同
盟
」
で
あ
り
、
少
子
化
対
策
の
先
導
的
施
策

を
共
有
し
、
率
先
し
て
そ
の
実
現
を
図
り
、
国
に
対
し
て

は
現
場
か
ら
の
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
全
体
で
子

育
て
支
援
に
舵
を
切
る
べ
く
各
界
各
層
へ
訴
え
か
け
る
も

の
で
あ
る
。

子
育
て
同
盟
の
活
動

　

同
盟
の
発
足
式
で
は
、「
子
育
て
同
盟
宣
言
」
に
署
名
、

そ
の
後
、
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
、
森
ま
さ
こ
女
性
活
力
・

子
育
て
支
援
担
当
大
臣
、
田
村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
と
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

７
月
28
日
、
鳥
取
県
米
子
市
で
10
県
知
事
が
一
堂
に
会

し
て
「
子
育
て
同
盟
サ
ミ
ッ
ト
in
と
っ
と
り
」
を
開
催
し
、

地
方
・
現
場
の
立
場
か
ら
、
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

策
に
つ
い
て
語
り
、
子
育
て
を
基
軸
に
国
を
変
え
て
い
く

た
め
の
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　

さ
ら
に
８
月
８
日
に
は
、
国
に
対
し
て
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
地
方
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
「
少
子
化
危

機
突
破
基
金
」
の
創
設
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
恒
久

的
な
処
遇
改

善
、
配
置
基

準
の
適
切
な

見
直
し
を
確

実
に
行
う
こ

と
な
ど
を
求

め
る
緊
急
提

言
を
行
っ

た
。

　

ま
た
、
同

盟
県
で
共
同

事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、

各
県
の
子
育
て
施
策
等
に
関
す
る
情
報
を
共
有
・
交
換
し

て
、
同
盟
県
の
施
策
を
取
り
入
れ
た
り
し
な
が
ら
自
県
施

策
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
当

県
を
含
め
て
い
く
つ
か
の
県
で
関
連
経
費
を
補
正
予
算
で

計
上
し
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。

「
子
育
て
王
国
と
っ
と
り
」
の
挑
戦

　

一
方
、
当
県
で
は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、「
子
育
て
す
る

な
ら
鳥
取
県
」と
い
う
理
想
に
向
け
て
、地
域
一
体
と
な
っ

て
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

平
成
22
年
３
月
に
「
子
育
て
王
国
と
っ
と
り
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
同
年
９
月
に
は
「
子
育
て
王
国
と
っ
と
り
」

の
〝
建
国
〞
を
宣
言
し
た
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
健
や
か
に
育
む
た
め
に
は
、
地
域
で
子
育
て
を
実
践
し

て
い
く
と
い
う
機
運
を
醸
成
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
子

育
て
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
社
会
で
子
育
て
・
人
育
て
を

鳥
取
県
福
祉
保
健
部
子
育
て
王
国
推
進
局
子
育
て
応
援
課
長　

●　

池
上
祥
子

10
県
知
事
が
「
子
育
て
同
盟
」
を
結
成

―
鳥
取
県
、
少
子
化
対
策
で
出
生
率
１
・
57
に
上
昇―

10
鳥
取
県

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集

「子育て同盟」を結成した10県
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し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
先
例

や
国
の
方
針
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
当
県
独
自
の
施
策
に
果

敢
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
、特
徴
的
な
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

①
保
育
士
の
加
配

　

国
の
保
育
基
準
に
よ
れ
ば
、
０
歳
児
は
３
人
に
1
人
、

1
、
2
歳
児
は
６
人
に
１
人
、
３
歳
児
は
20
人
に
１
人
、

４
歳
児
は
30
人
に
１
人
と
い
う
職
員
配
置
基
準
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
で
は
子
ど
も
の
年
齢
と
と
も
に
保
育
士
の

配
置
人
数
が
急
激
に
減
り
す
ぎ
て
現
場
実
態
に
合
わ
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、平
成
14
年
度
か
ら
１
歳
児
は
４
・

５
人
に
１
人
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
３
歳
児
は
15
人
に
１

人
と
い
う
加
配
の
ス
キ
ー
ム
を
作
り
、
公
立
・
私
立
を
問

わ
ず
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

②
小
児
医
療
費
助
成
の
対
象
拡
大

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
県
内
の
全
市
町
村
に
お
い
て
、
小

児
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
大
幅
に
引
き
上
げ
て
中
学

校
卒
業
ま
で
と
し
て
い
る
。

③
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

　

利
用
者
か
ら

評
判
が
良
い
の

が
、
協
賛
店
舗

の
協
力
に
よ
り

平
成
19
年
11
月

か
ら
入
会
金
・

年
会
費
無
料
で

運
営
し
て
い
る

「
と
っ
と
り
子

育
て
応
援
パ
ス

ポ
ー
ト
」
で
あ

る
。
妊
娠
時
か

ら
子
ど
も
が
18
歳
に
な
る
ま
で
店
舗
で
割
引
や
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
今
で
は
島
根
県
や
近

畿
２
府
７
県
、お
よ
び
広
島
県
と
も
相
互
乗
り
入
れ
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

④
不
妊
治
療
を
積
極
支
援

　

晩
婚
化
等
に
よ
り
高
齢
出
産
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る

中
で
、
不
妊
治
療
の
ニ
ー
ズ
が
増
し
て
い
る
た
め
、
当
県

で
は
、
平
成
25
年
７
月
か
ら
特
定
不
妊
治
療
費
の
年
間
助

成
回
数
の
上
限
を
撤
廃
し
た
ほ
か
、
保
険
適
用
外
の
人
工

授
精
に
も
県
単
独
で
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
の
充
実

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
助
成
に
つ
い
て
、
障
が

い
児
加
配
職
員
に
対
す
る
加
算
、
長
期
休
暇
加
算
及
び
小

規
模
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
助
成
を
県
単
独
で
行
っ
て
い
る
。

出
生
率
１
・
57
に
上
昇
、
全
国
９
位
に

　

こ
の
ほ
か
に
も
多
子
世
帯
に
対
す
る
保
育
料
軽
減
、

「
と
っ
と
り
育
児
の
日
」
の
制
定
（
毎
月
19
日
）、
病
児
・

病
後
児
保
育
施
設
に
お
け
る
国
基
準
を
上
回
る
職
員
配
置

や
小
規
模
施
設
に
対
す
る
助
成
な
ど
、
現
場
主
義
で
の
施

策
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
当
県
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成
20
年

は
１
・
43
（
全
国
17
位
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
24
年

は
１
・
57
（
全
国
９
位
）
に
な
り
、
こ
こ
数
年
上
昇
傾
向

に
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た

「
鳥
取
県
に
お
け
る
少
子
化
対
策
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
結
果
に
よ
る
と
、
夫
婦
が
子
ど
も
を
生
も
う
と
す
る

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、「
小
児
医
療
費
助
成
が
あ

る
」「
預
け
ら
れ
る
保
育
所
が
あ
る
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

子
育
て
支
援
施
策
推
進
で
条
例
制
定
へ

　

こ
う
し
た
子
育
て
支
援
環
境
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
当
県
の
法
規
範
と
し
て
の
「
子
育
て
王
国
と
っ
と
り

条
例
（
仮
称
）」
の
制
定
を
目
指
し
て
い
る
。
現
場
主
義

の
考
え
方
の
も
と
に
、
県
や
市
町
村
の
責
務
、
保
護
者
や

子
育
て
支
援
団
体
・
事
業
主
・
県
民
の
役
割
を
明
文
化
す

る
と
と
も
に
、
子
育
て
王
国
鳥
取
県
を
実
現
す
る
た
め
、

推
進
し
て
い
く
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し
、
財
政
上
の
措

置
も
条
文
に
盛
り
込
む
な
ど
し
て
全
県
挙
げ
て
子
育
て
支

援
の
機
運
を
盛
り
上
げ
つ
つ
、
子
育
て
支
援･

少
子
化
対

策
を
よ
り
一
層
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

「とっとり子育て応援パスポート」。協賛店で割引などが
受けられ、利用者には好評

鳥取県が制定を目指す条例の概要
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発
足
の
き
っ
か
け

　

平
成
10
年
に
香
川
県
全
域
を
対
象
エ
リ
ア
に
育
児
サ
ー

ク
ル
輪
母
（
わ
は
は
）
ネ
ッ
ト
と
し
て
発
足
し
た
乳
児
を

連
れ
た
マ
マ
達
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
私
自
身
が
母
親
に

な
っ
て
初
め
て
感
じ
た
社
会
の
中
で
の
子
育
て
の
し
づ
ら

さ
、
共
感
し
て
く
れ
る
人
の
少
な
さ
、
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
の
育
児
の
ス
ト
レ
ス
が
原
点
で
し
た
。

　

同
じ
よ
う
に
子
育
て
中
の
マ
マ
達
と
情
報
交
換
し
、
互

い
に
教
え
合
い
、
サ
ポ
ー
ト
し
あ
っ
て
子
育
て
を
し
て
い

く
中
で
、
も
っ
と
子
育
て
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。
そ
れ
に
は
今
ま
さ
に
乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
私

た
ち
マ
マ
の
声
を
社
会
に
伝
え
な
け
れ
ば
と
平
成
14
年
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
本
格
的
な
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

育
児
不
安
解
消
で
情
報
誌
を
発
行

　

結
婚
や
転
勤
の
た
め
知
ら
な
い
土
地
で
子
育
て
を
し
て

い
る
人
も
多
く
、
ま
た
、
初
め
て
の
子
育
て
に
戸
惑
う
新

米
マ
マ
に
と
っ
て
情
報
不
足
か
ら
く
る
育
児
不
安
は
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
書
店
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
も
中
央

（
首
都
圏
）
か
ら
く
る
育
児
情
報
は
多
い
で
す
が
、
地
域

に
密
着
し
た
情
報
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
の
が
実
情
で

す
。

　

そ
こ
で
「
マ
マ
目
線
」
で
必
要
な
地
域
に
密
着
し
た
情

報
発
信
を
し
て
い
こ
う
と『
地
域
密
着
型
子
育
て
情
報
誌
』

を
発
行
し
た
と
こ
ろ
、
大
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
し
や
す
い
街
な
の
か
ど
う
か
、
外
に
出
な
い
と

な
か
な
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
外
出
す

る
の
も
勇
気
が
い
る
も
の
で
す
。「
こ
こ
に
行
け
ば
安
心

だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
る
情
報
誌
は
家
庭
内
に
引
き
こ
も

る
マ
マ
達
が
外
出
を
す
る
背
中
を
押
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

時
代
と
と
も
に
、
こ
の
情
報
誌
は
書
店
販
売
か
ら
無
料

配
布
へ
と
形
態
を
変
え
、
ま
た
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能

を
利
用
し
た
情
報
発
信
も
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
情
報
量
や
内
容
の
充
実
度
、
そ
れ
に
何
よ
り
地
域

の
子
育
て
中
の
人
た
ち
か
ら
の
圧
倒
的
な
支
持
を
見
た
地

元
自
治
体
か
ら
子
育
て
総
合
情
報
発
信
事
業
等
を
依
頼
さ

れ
、
現
在
は
自
主
事
業
以
外
に
行
政
か
ら
の
委
託
事
業
と

し
て
も
冊
子
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
育
児
情
報
発

信
媒
体
を
作
成
し
、
よ
り
子
育
て
当
事
者
に
寄
り
添
い
、

よ
り
地
域
密
着
に
こ
だ
わ
っ
た
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
で

育
児
の
不
安
や
負
担
を
軽
減
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

親
子
の
居
場
所
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」

　

地
域
に
密
着
し
た
育
児
情
報
を
発
信
し
て
い
る
う
ち

に
、「
情
報
の
発
信
」
と
い
う
一
方
通
行
の
も
の
だ
け
で

は
な
く
、
情
報
の
相
互
交
換
の
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
リ
ア
ル
な
場
で
子
育
て
の
情
報
交

換
を
親
同
士
が
行
い
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
そ
こ
で
共
に

育
つ
地
域
の
〝
井
戸
端
的
〞
な
場
所
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

自
主
事
業
と
し
て
私
た
ち
が
開
設
し
た
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
利
用
し
た
親
子
の
居
場
所
と
な
る
子
育
て
ひ
ろ
ば

は
、平
成
14
年
に
厚
生
労
働
省
が
「
つ
ど
い
の
広
場
事
業
」

を
創
設
し
た
の
に
合
わ
せ
平
成
15
年
度
よ
り
行
政
委
託
事

業
と
な
り
、現
在
香
川
県
内
3
カ
所
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
を
通
っ
て
私
た
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
に
遊
び
に

来
る
親
子
は
、
道
々
の
商
店
主
と
挨
拶
を
し
、
調
理
方
法

を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
地
元
の
野
菜
や
鮮
魚
を
買
い
ま

特
定
非
営
利
活
動
法
人
わ
は
は
ネ
ッ
ト 

理
事
長　

●　

中
橋
恵
美
子

〝
母
親
目
線
〞で
育
児
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

―
情
報
発
信
、
子
育
て
タ
ク
シ
ー
も
全
国
に
普
及―

11
香
川
県

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集

「わははネット」が発行している情報誌
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特集 少子化対策と子育て支援

す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
歩
く
親
子
に
シ
ル
バ
ー
カ
ー

を
押
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
高
齢
者
が
声
を
か
け
笑
顔
で

会
話
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
「
生
活
の
場
」
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

商
店
街
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
協
力
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や

も
ち
つ
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。
土
曜
日
に

は
母
親
だ
け
で
な
く
父
親
も
遊
び
に
来
ま
す
。
そ
ん
な
親

子
を
商
店
の
皆
さ
ん
は
じ
め
地
域
の
方
々
が
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

約
50
平
方
㍍
の
小
さ
な
小
さ
な
子
育
て
ひ
ろ
ば
で
す

が
、
毎
日
20

組
前
後
の
親

子
が
遊
び
に

来
て
、
様
々

な
人
と
か
か

わ
る
中
で
親

と
し
て
生
活

者
と
し
て
の

力
を
身
に
付

け
地
域
へ
の

愛
着
を
深
め

て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

子
育
て
タ
ク
シ
ー
を
実
現
、
全
国
に
普
及

　

あ
る
日
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
に
来
て
い
る
母
親
が
漏
ら
し

た
一
言
が
き
っ
か
け
と
な
り
「
子
育
て
タ
ク
シ
ー
」
と
い

う
企
画
を
書
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
そ
の
母
親
が
２
人
目
の
出
産
時
、
自
宅
で
破

水
し
た
の
を
感
じ
、
産
院
に
向
か
う
た
め
に
呼
ん
だ
タ
ク

シ
ー
の
対
応
が
非
常
に
厳
し
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
し

た
。
そ
の
母
親
は
「
社
会
は
少
子
化
で
子
ど
も
を
産
み
育

て
て
ほ
し
い
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
い
る
け
れ
ど

も
、
実
際
は
（
子
育
て
に
）
社
会
は
と
て
も
冷
た
い
。
こ

ん
な
社
会
で
も
う
子
ど
も
な
ど
産
み
た
く
な
い
と
感
じ

た
」
と
い
う
と
て
も
残
念
な
言
葉
を
発
し
ま
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
は
年
中
無
休
、
ほ
ぼ
24
時
間
い
つ
で
も
電
話

が
つ
な
が
り
、
希
望
す
る
場
所
に
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の
移
動

が
出
来
る
便
利
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
こ
の
イ
ン
フ
ラ
を
子

育
て
に
生
か
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
…
。
そ
う
考
え
早
速
マ

マ
達
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
タ
ク
シ
ー
の

印
象
は
優
し
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
れ
ば
嫌
な
ド
ラ
イ
バ
ー

も
い
る
け
ど
、
こ
ち
ら
が
選
べ
な
い
「
当
た
り
外
れ
の
あ

る
乗
り
物
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
こ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
に
子
育
て
支
援
の
イ
ロ
ハ
を

学
ん
で
も
ら
い
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
タ
ク
シ
ー
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
、
と
『
子
育
て
タ
ク
シ
ー
』
の
企
画
を
書

き
、
早
速
タ
ク
シ
ー
会
社
を
訪
問
。

　

介
護
タ
ク
シ
ー
と
違
い
保
険
適
用
も
な
い
子
育
て
タ
ク

シ
ー
の
運
行
は
ど
の
事
業
者
も
当
初
敬
遠
さ
れ
ま
し
た

が
、
諦
め
ず
に
タ
ク
シ
ー
会
社
の
門
を
叩
き
続
け
、
よ
う

や
く
理
解
を
示
し
た
一
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
た
ち
を

〝
子
育
て
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
〞
と
し
て
育
成
。
利
用

者
か
ら
も
大
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
子
育
て
タ
ク
シ
ー
」
の
制
度
は
平
成
16

年
に
高
松
市
内
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
わ
さ

は
、
た
ち
ま
ち
全
国
の
タ
ク
シ
ー
業
界
に
広
ま
り
、
現
在

は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
１
５
０
社
近
い
タ
ク
シ
ー
会
社

（
１
６
０
０
名
近
い
ド
ラ
イ
バ
ー
）
が
子
育
て
タ
ク
シ
ー

と
し
て
親
子
や
子
ど
も
の
送
迎
を
し
、
移
動
困
難
で
あ
っ

た
多
く
の
子
育
て
家
庭
に
喜
ん
で
活
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
を
読
ん
で
地
域
の

シ
ー
ズ
に
つ
な
げ
る

　

私
た
ち
の
強
み
は
「
私
た
ち
自
身
が
子
育
て
中
の
母
親

で
あ
り
生
活
者
で
あ
る
こ
と
」
で
す
。
支
援
し
た
い
『
子

育
て
家
庭
』
の
最
も
近
い
と
こ
ろ
で
接
す
る
こ
と
が
出
来

る
か
ら
こ
そ
、
い
ち
早
く
ニ
ー
ズ
に
気
づ
く
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

ま
た
地
域
の
生
活
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
地
域
に
存

在
す
る
資
源
を
、
ニ
ー
ズ
解
決
の
た
め
の
シ
ー
ズ
（
種
）

と
捉
え
、
私
た
ち
だ
け
で
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

と
つ
な
い
で
子
育
て
家
庭
の
課
題
を
一
緒
に
解
決
し
て
い

く
こ
と
で
、
子
育
て
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ク
レ
ド
（
信
条
）
の
一
つ
に
「
す
べ
て
の
人

が
子
育
て
に
関
心
を
も
て
る
社
会
を
目
指
し
、
子
ど
も
・

家
族
・
地
域
・
企
業
・
行
政
等
と
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
」

と
あ
り
ま
す
。

　

ま
さ
に
私
た
ち
が
接
着
剤
と
な
っ
て
つ
な
い
で
い
く
こ

と
で
よ
り
子
育
て
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
に
寄
与
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「子育てひろば」のランチタイム

商店街の人々と協力してもちつきをする様子
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活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進

　

西
米
良
村
は
、
宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
西
部
、
熊
本
県
と

の
県
境
に
位
置
し
、
九
州
中
央
山
地
国
定
公
園
に
あ
る
名

峰
市
房
山
、
石
堂
山
を
は
じ
め
と
し
た
山
々
を
源
と
す
る

一
ッ
瀬
川
の
最
上
流
に
あ
り
、
総
面
積
２
７
１
・
56
平
方

㌔
㍍
の
96
％
は
山
林
で
、
四
季
折
々
の
彩
り
や
産
物
に
恵

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
農
山
村
で
あ
る
。

　

総
人
口
は
１
２
５
５
人
（
平
成
25
年
10
月
31
日
現
在
）、

人
口
構
成
は
65
歳
以
上
５
３
３
人
（
42
・
47
％
）、
15
〜

29
歳
１
０
１
人
（
８
・
05
％
）、
０
〜
14
歳
１
４
８
人

（
11
・
79
％
）
で
こ
こ
数
年
は
大
き
な
変
動
は
な
い
が
、

微
減
傾
向
に
あ
る
。

　

村
の
主
な
特
産
品
は
米
良
糸
巻
き
大
根
、柚
子
、カ
ラ
ー

ピ
ー
マ
ン
、
ほ
お
ず
き
、
椎
茸
な
ど
が
あ
る
。

　

昭
和
30
年
ご
ろ
は
、林
業
・
木
炭
生
産
の
最
盛
期
だ
っ
た

が
、社
会
情
勢
の
変
化
や
林
業
の
衰
退
に
よ
り
、急
激
に
人

口
が
減
少
し
た
。平
成
に
入
り
、新
た
な
村
づ
く
り
と
し
て

第
三
セ
ク
タ
ー
を
創
設
し
、西
米
良
型
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
を
開
始
し
た
ほ
か
、温
泉「
ゆ
た
〜
と
」を
開
業
し
た
。

ま
た
、交
流
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
、平
成
17
年
に
川
の
駅

「
百
菜
屋
」、
平
成
21
年
に
は
自
立
自
走
の
集
落
経
営
を
目

指
す
「
お
が
わ
作
小
屋
村
」
を
開
業
し
、
元
気
で
活
力
あ

る
地
域
・
村
づ
く
り
へ
の
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、若
者
定
住
と
子
育
て
環
境
づ
く
り
で

は
、「
若
者
の
定
住
促
進
」「
結
婚
支
援
」「
出
産
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
」「
健
や
か
に
育
て
る
子
育
て
支

援
」「
伸
び
伸
び
と
育
む
教
育
環
境
支
援
」「
定
住

支
援
」の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

若
者
の
定
住
促
進
で
住
宅
整
備

　

平
成
４
年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
新
設
。

平
成
７
年
に
は
第
三
セ
ク
タ
ー「
米
良
の
庄
」が
設

立
さ
れ
た
ほ
か
、既
設
の
役
場
・
農
協
・
森
林
組
合

な
ど
に
村
外
か
ら
の
若
年
の
就
職
が
増
加
し
た
。

　

し
か
し
、
村
営
住
宅
は
あ
る
も
の
の
、
民
間
ア

パ
ー
ト
な
ど
の
独
身
を
対
象
と
し
た
住
ま
い
は
な

く
、
村
外
か
ら
の
通
勤
も
困
難
な
状
況
。
ま
た
、

親
と
同
居
す
る
若
者
も
い
る
が
、
い
ず
れ
結
婚
し
別
居
す

る
こ
と
を
想
定
し
、
独
立
し
て
生
活
す
る
経
験
を
積
む
こ

と
な
ど
も
大
切
で
あ
る
た
め
、
村
で
は
独
身
者
専
用
の
住

宅
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

独
身
者
住
宅
は
平
成
９
年
３
月
に
第
１
期
分
が
完
成
。

さ
ら
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
平

成
11
年
３
月
に
第
２
期
分
が
増
築
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の

住
宅
利
用
者
は
86
名
。
う
ち
独
身
者
住
宅
入
居
者
同
士
で

結
婚
し
た
者
が
４
組
８
名
（
Ｕ
タ
ー
ン
３
名
、
Ｉ
タ
ー
ン

５
名
）、
入
居
者
以
外
と
結
婚
し
た
者
が
20
名
（
Ｕ
タ
ー

ン
７
名
、
Ｉ
タ
ー
ン
13
名
）
お
り
、
定
住
促
進
の
大
き
な

効
果
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

結
婚
支
援
と
出
産
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

西
米
良
村
福
祉
健
康
課　

●　

中
武
か
ず
み

若
者
の
定
住
促
進
に
向
け
独
身
者
専
用
住
宅

―
西
米
良
村
、
結
婚
や
子
育
て
支
援
も
充
実―

12
宮
崎
県
西
米
良
村

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

特集

若者定住住宅の概要
延べ床面積 １戸当たりの面積 戸数 間取り 月額使用料

第１期建設分 382.80㎡ 47.85㎡ ８戸 ２DK
バス・トイレ 10,000円

第２期建設分 278.88㎡ 34.86㎡ ８戸 １DK
バス・トイレ 7,000円

西米良村の住基人口推移（平成16～25年）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

男 680 644 646 637 624 624 625 617 624 617

女 753 731 719 706 691 673 673 655 648 640

計 1,433 1,375 1,365 1,343 1,315 1,297 1,298 1,272 1,272 1,257
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特集 少子化対策と子育て支援

○
結
婚
報
奨
金
交
付
制
度

　

村
を
挙
げ
て
結
婚
を
祝
福
し
、
配
偶
者
を
確
保
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
定
住
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
婚
姻
し
た
も
の
に
一
組
20
万
円
を
交
付
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
平
成
元
年
か
ら
25
年
度
ま
で
１
０
２
組
に

交
付
し
て
い
る
。

○
安
心
出
産
助
成
金

　

妊
婦
健
診
の
支
援
は
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も
行
っ
て
い

る
が
、
本
村
で
は
妊
婦
健
診
受
診
券
14
回
分
を
発
行
し
、

受
診
券
を
使
用
し
て
も
な
お
自
己
負
担
が
生
じ
た
り
、
内

服
や
入
院
な
ど
妊
娠
に
伴
う
保
険
診
療
分
が
生
じ
た
り
し

た
場
合
も
、
全
額
村
が
費
用
を
負
担
し
て
い
る
。

　

村
内
や
隣
接
す
る
市
町
村
に
は
産
婦
人
科
が
な
く
、
最

も
近
く
て
も
車
で
１
時
間
。
約
２
時
間
を
要
し
て
宮
崎
市

内
の
産
婦
人
科
に
か
か
る
方
は
、
妊
婦
健
診
を
受
け
る
の

も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
助
成
金
は
、
安
心

し
て
出
産
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
健
診
や
必
要
な
治
療
等

を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

○ 

西
米
良
村
出
産
祝
い
金

　

村
を
挙
げ
て
新
た
な
村
民
の
誕
生
を
祝
福
し
、
出
産
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
出
産
祝
い
金
を
支
給
し
て
い

る
。
支
給
額
は
本
村
に
１
年
以
上
居
住
す
る
者
（
住
基
登

録
者
）
に
第
１
子
は
５

万
円
、
第
２
子
は
10
万

円
、第
３
子
は
30
万
円
。

第
４
子
以
降
は
第
３
子

の
額
に
10
万
円
ず
つ
加

算
す
る
。
た
だ
し
、
転

勤
等
で
５
年
以
上
定
住

し
な
い
場
合
は
、
一
律

５
万
円
の
支
給
に
な

る
。
平
成
18
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
67
人
に
支
給
。
25
年

度
は
10
人
の
予
定
。

健
や
か
に
育
て
る
子
育
て
支
援

○
子
育
て
医
療
費
助
成
制
度

　

支
出
の
多
い
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
。
中
学
生
ま
で
（
出
生
〜
15
歳
ま
で
）
の
医
療
費
の
一

部
負
担
金
に
つ
い
て
全
額
助
成
（
償
還
払
）
す
る
。

○
任
意
予
防
接
種
の
助
成

　

子
ど
も
は
村
の
宝
。
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
疾
病
を

積
極
的
に
予
防
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き

る
環
境
を
整
え
る
。
助
成
し
て
い
る
予
防
接
種
は
、ロ
タ
、

Ｂ
型
肝
炎
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
水
痘
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

肺
炎
球
菌
で
、
い
ず
れ
も
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
西
米
良
診
療
所
で
接
種
し
た
場
合
）。

○
す
く
す
く
子
育
て
支
援
金

　

西
米
良
村
内
に
居
住
し
、
未
就
学
児
を
持
つ
世
帯
に
対

し
、
村
内
の
商
店
等
で
生
活
必
需
品
（
食
料
品
、
日
用
品
、

食
事
代
、
ガ
ソ
リ
ン
、
車
検
代
等
）
を
購
入
し
た
場
合
、

金
額
の
２
割
相
当
分
を
助
成
し
て
い
る
。
村
内
で
購
入
さ

れ
る
こ
と
で
、
商
店
街
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
支
給

額
は
、
一
世
帯
当
た
り
ひ
と
月
８
０
０
０
円
で
年
間
９
万

６
０
０
０
円
分
の
金
券
を
対
象
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
。

○
へ
き
地
保
育
所
（
乳
幼
児
保
育
施
設
の
整
備
）

　

生
後
６
カ
月
か
ら
３
歳
未
満
児
の
保
育
を
受
け
入
れ
て

い
る（
定
員
20
名
）。保
育
料
に
つ
い
て
は
、
第
３
子
以
降
の

児
童
が
入
園
し
て
い
る
場
合
、第
３
子
以
降
は
全
額
免
除
。

伸
び
伸
び
と
育
む
教
育
環
境
支
援

○
西
米
良
村
高
等
学
校
等
就
学
支
援
手
当

　

村
内
に
は
高
校
が
な
い
た
め
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
高

校
等
へ
進
学
す
る
場
合
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
親
元
を
離
れ

下
宿
生
活
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
教
育
環
境
に
あ
る
た

め
、
保
護
者
の
負
担
は
大
き
い
。
こ
の
た
め
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
と
、
西
米
良
村
の
生
徒
た
ち
が
等
し
く
教
育
を

受
け
る
環
境
を
整
え
、
充
実
し
た
高
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。
西
米
良
中
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
の

保
護
者
（
現
住
者
）
に
対
し
て
一
人
月
額
３
万
円
（
25
年

度
22
世
帯
24
名
）
を
支
給
し
て
い
る
。

定
住
支
援

○
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
祝
い
金

　

村
民
の
定
住
化
を
目
指
し
、
新
た
に
、
村
の
基
準
に
適

合
す
る
住
宅
等
を
建
築
す
る
場
合
に
、
祝
い
金
と
し
て
一

人
（
ま
た
は
一
世
帯
）
１
０
０
万
円
を
支
給
し
て
い
る
。

平
成
10
年
か
ら
24
年
度
ま
で
46
件
、
平
成
25
年
度
は
6
件

支
給
の
予
定
。

○
住
宅
取
得
祝
い
金

　

村
民
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
中
古
住
宅
を
取
得
し

た
場
合
は
、
1
件
に
つ
き
20
万
円
を
祝
い
金
と
し
て
支
給

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
1
件
支
給
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
方
針

　

村
人
口
そ
の
も
の
が
少
な
い
た
め
、
子
ど
も
の
数
、
出

生
数
も
少
な
い
が
、引
き
続
き「
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
村
、子
育
て
を
す
る
な
ら
西
米
良
村
」と
感
じ

ら
れ
る
地
域
・
村
づ
く
り
を
目
指
し
、西
米
良
だ
か
ら
で
き

る
子
育
て
支
援
に
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

子育てサークルの様子。子育て中の母親同
士の交流の場であり、育児に関する情報交
換や相談などを行う
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新
制
度
の
検
討
と
背
景

　

現
在
、
我
が
国
で
は
、
若
干
の
回
復
傾
向
に
は
あ
る
も

の
の
、
低
い
出
生
率
水
準
が
長
期
的
に
継
続
し
て
お
り
、

少
子
化
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
総
人
口
も
減
少
局
面
に

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
核
家
族
化
や
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
、
共
働
き
家
庭
が
増
加
す
る
一
方
で
都
市
部
を

中
心
に
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
な
ど
の
状
況
の
中

で
、
就
労
の
有
無
や
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
育
て
に
対

す
る
負
担
や
不
安
、
孤
立
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
や
子
育
て
を
め
ぐ
る
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
多
く
の
若
者
が
結
婚
や
出
産
に
関
す
る
希
望
の
実
現

を
あ
き
ら
め
、
ま
た
、
子
育
て
当
事
者
も
悩
み
や
不
安
を

抱
え
な
が
ら
子
育
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

を
改
善
し
、
家
庭
を
築
き
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
と
い

う
人
々
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
全
て
の
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
国

や
地
域
を
挙
げ
て
、
子
ど
も
や
家
庭
を
支
援
す
る
新
し
い

支
え
合
い
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
を
受
け
て
、
平
成
24
年
8

月
10
日
、
国
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
新

た
な
仕
組
み
に
関
す
る
３
つ
の
法
律
、
い
わ
ゆ
る
「
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
三
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
（
三
法
と
は
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」、「
就
学
前
の
子
ど
も
に
関

す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の

総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
」
を
指
し
ま
す
）。
こ
こ
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
三
法
に
基
づ
く
新
た
な
制
度
（
以
下
「
新
制
度
」
と
い

い
ま
す
。）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

新
制
度
の
実
施
主
体

　

新
制
度
で
は
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
が
実
施
主

体
と
な
り
、
地
域
の
幼
児
教
育
・
保
育
及
び
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
体
制
整
備
を
内
容
と
す
る
事
業
計
画
（「
市
町
村
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」）
を
策
定
し
、
認
定
こ
ど

も
園
・
幼
稚
園
・
保
育
所
を
通
じ
た
共
通
の
給
付
（
施
設

型
給
付
）
や
、
小
規
模
保
育
等
へ
の
給
付
（
地
域
型
保
育

給
付
）
か
ら
な
る
子
ど
も
の
た
め
の
「
教
育
・
保
育
給
付
」、

一
時
預
か
り
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
「
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
そ

の
上
で
、
市
町
村
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
策
の
実

施
を
国
と
都
道
府
県
が
重
層
的
に
支
え
る
仕
組
み
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
お
い

て
は
、
市
町
村
が
有
す
る
次
の
責
務
の
ほ
か
、
こ
れ
を
支

え
る
国
及
び
都
道
府
県
の
責
務
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
切
な
環
境

が
等
し
く
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者

に
必
要
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
（「
教
育
・
保
育

給
付
」
及
び
児
童
手
当
）
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
こ
と
。（
２
）
子

ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
が
、
確
実
に
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
給
付
を
受
け
、
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

等
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
円
滑
に
利
用
す
る

た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
う
こ
と
。（
３
）

子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ

て
、
子
ど
も
の
保
護
者
の
選
択
に
基
づ
き
、
多
様
な
施
設

又
は
事
業
者
か
ら
、
良
質
か
つ
適
切
な
教
育
及
び
保
育
そ

の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
が
総
合
的
か
つ
効
率
的
に

提
供
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
提
供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て

内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行
準
備
室

特集

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
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ま
た
、
市
町
村
が
策
定
す
る
「
市
町
村
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
や
、
都

道
府
県
が
策
定
す
る「
都
道
府
県
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
」
に
お
い
て

は
、
５
年
を
１
期
と
し
、
国
が
定
め
る
基

本
指
針
に
則
し
て
、
教
育
・
保
育
及
び
地

域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
体

制
の
確
保
そ
の
他
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業

務
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・

保
育
の
総
合
的
な
提
供

　

こ
れ
ま
で
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
に

と
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
専
業
主
婦
家
庭
等
の

子
ど
も
は
幼
児
期
の
学
校
教
育
を
行
う
幼

稚
園
、
共
働
き
家
庭
の
子
ど
も
は
保
育
を

行
う
保
育
所
と
、
親
の
就
労
状
況
等
に

よ
っ
て
通
う
施
設
が
異
な
る
状
況
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
幼
児
期

の
学
校
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
提
供
す

る
仕
組
み
と
し
て
平
成
18
年
か
ら
「
認
定

こ
ど
も
園
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、

利
用
す
る
保
護
者
か
ら
は
、
就
労
状
況
に

よ
ら
ず
利
用
で
き
る
な
ど
、
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
が
、
幼
稚
園
、
保
育
所
そ
れ

ぞ
れ
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
設
置
で
き

な
い
と
い
っ
た
二
重
行
政
の
問
題
や
、
財

政
支
援
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
新
制
度
に
お
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
こ
う
し

た
課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
改
善
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
、認
定
こ
ど
も
園
の
類
型
の
１
つ
で
あ
る「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
い
て
、
学
校
及
び
児
童

福
祉
施
設
と
し
て
の
法
的
位
置
づ
け
を
持
つ
単
一
の
施
設

に
改
め
、
認
可
・
指
導
監
督
を
一
本
化
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
従
来
、
幼
稚
園
、
保
育
所
そ
れ
ぞ
れ
の
認
可
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
体
系
に
よ
る
指
導
監
督
を
受
け
て
い

た
点
が
改
め
ら
れ
、「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
と

し
て
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
で
、
施
設
を
設
置
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼

稚
園
、
保
育
所
を
通
じ
た
共
通
の
給
付
（
施
設
型
給
付
）

が
創
設
さ
れ
、
財
政
支
援
が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
伴
う
財
源
な
ど
か
ら
安
定
し
た
財
政
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
以
上
の
措
置
に
よ
り
、
認
定

こ
ど
も
園
の
課
題
と
さ
れ
て
い
た
二
重
行
政
の
問
題
を
解

決
し
、
安
定
し
た
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
で
、「
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
を
は
じ
め
と
し
た
認
定
こ
ど
も
園

の
設
置
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

新
た
な「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
設
置
主
体
は
、
国
、
地
方

自
治
体
、
学
校
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
満
３
歳
〜
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
に

対
し
て
学
校
教
育
を
、
０
歳
〜
小
学
校
就
学
前
の
保
育
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
保
育
を
行
い
、
そ
の
た
め

に
幼
稚
園
や
保
育
所
と
整
合
性
を
と
っ
た
学
校
教
育
・
保

子ども・子育て関連３法（平成24年8月成立）の趣旨と主なポイント
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育
の
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
教
育
・
保

育
を
行
う
職
員
と
し
て
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
及
び
保
育
士

資
格
を
併
有
す
る
保
育
教
諭
を
置
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

公
立
の
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
保
育
教
諭
に

つ
い
て
は
、
教
育
公
務
員
と
し
て
法
定
研
修
等
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
（
待
機
児
童
の

解
消
と
人
口
減
少
地
域
へ
の
対
応
）

　

現
在
、
保
育
所
の
待
機
児
童
は
、
都
市
部
を
中
心
に
全

国
で
２
万
人
を
超
え
て
お
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
新
制
度
で
は
、
保
育
所
の
ほ
か
、
小
規
模
保
育
、

家
庭
的
保
育
（
保
育
マ
マ
）
等
の
地
域
型
保
育
（
詳
細
は

後
述
）
に
つ
い
て
、
大
都
市
部
の
保
育
需
要
の
増
大
に
機

動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
客
観
的
な
認
可
基
準
に
適
合

し
、
必
要
な
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
欠
格
事
由
に
該

当
し
た
り
需
給
調
整
が
必
要
な
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し

て
認
可
す
る
と
い
う
透
明
性
の
高
い
認
可
の
仕
組
み
を
導

入
し
ま
す
。
市
町
村
は
、
認
可
施
設
・
事
業
に
対
し
、
施

設
等
の
利
用
定
員
を
定
め
る
な
ど
の
「
確
認
」
を
行
い
、

給
付
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、市
町
村
は
、

新
制
度
の
下
で
も
、
保
育
所
で
の
保
育
に
つ
い
て
実
施
義

務
を
担
い（
改
正
児
童
福
祉
法
第
24
条
第
１
項
）、さ
ら
に
、

保
育
所
以
外
の
保
育
（
認
定
こ
ど
も
園
や
小
規
模
保
育
な

ど
）
に
つ
い
て
も
必
要
な
保
育
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
同

法
同
条
第
２
項
）。

　

市
町
村
は
、
従
来
は
「
保
育
に
欠
け
る
」
判
定
と
入
所

決
定
を
同
時
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
制
度
で
は
、
申

請
の
あ
っ
た
子
ど
も
に
つ
い
て
入
所
決
定
と
は
別
に
「
保

育
の
必
要
性
の
認
定
」
を
行
い
、認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
利
用
者
は
希
望
に
応
じ
て
施
設
等
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
当
分
の
間
、
す
べ
て
の
市
町
村

は
利
用
支
援
の
観
点
か
ら
、
待
機
児
童
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
保
育
所
以
外
の
保
育
を
含
め
た
す
べ
て
の
保
育
に

つ
い
て
利
用
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

保
護
者
が
保
育
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
町
村
に

保
育
利
用
希
望
の
申
込
を
行
い
、
市
町
村
の
利
用
調
整
の

下
、
保
護
者
が
各
施
設
・
事
業
者
と
契
約
し
て
必
要
な
保

育
を
受
け
る
仕
組
み
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
私
立
保
育

所
を
利
用
す
る
場
合
は
、
市
町
村
と
契
約
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
）。
さ
ら
に
、
財
政
支
援
と
し
て
は
、
前
述
の
と

お
り
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所
を
通
じ
た
共

通
の
給
付
で
あ
る
「
施
設
型
給
付
」
を
創
設
し
て
一
本
化

す
る
ほ
か
、
新
た
な
給
付
で
あ
る
「
地
域
型
保
育
給
付
」

を
創
設
し
て
、
保
育
所
以
外
の
多
様
な
保
育
に
も
支
援
を

拡
充
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
（
な
お
、
私
立
保
育
所
に

対
し
て
は
、
保
育
の
実
施
義
務
を
担
う
市
町
村
か
ら
委
託

費
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
）。

　

特
に
、
後
者
の
「
地
域
型
保
育
給
付
」
に
つ
い
て
は
、

６
人
以
上
19
人
以
下
の
子
ど
も
を
預
か
る
「
小
規
模
保

育
」、５
人
以
下
の
子
ど
も
を
預
か
る
「
家
庭
的
保
育
（
保

育
マ
マ
）」
や
子
ど
も
の
居
宅
に
お
い
て
保
育
を
行
う
「
居

宅
訪
問
型
保
育
」、
従
業
員
の
子
ど
も
の
ほ
か
地
域
の
子

ど
も
を
保
育
す
る
「
事
業
所
内
保
育
」
を
「
地
域
型
保
育
」

と
し
、
財
政
支
援
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
待
機
児

童
が
多
く
、
場
所
の
確
保
等
が
容
易
で
な
い
都
市
部
に
お

け
る
保
育
の
量
の
確
保
の
ほ
か
、
施
設
の
維
持
が
困
難
で

あ
っ
た
り
、
施
設
ま
で
の
距
離
が
遠
い
な
ど
の
事
情
が
あ

る
郡
部
な
ど
の
人
口
減
少
地
域
に
お
け
る
保
育
基
盤
の
維

持
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　

前
述
の
「
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
総

合
的
な
提
供
」
と
「
保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
」
は
、
認

定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
の
施
設
に
日
常
的

に
通
う
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
で
す
が
、「
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
」
は
、
そ
う
し
た
子

ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
家
庭
を
対
象
に
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
実
施
す
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
も

の
で
す
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
は
、
同
法
上
の
財

政
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
」
と
し
て
、
13
の
事
業
が
法
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
業
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
近
年
、
核
家
族
化
、

地
域
・
近
隣
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、
家
庭

や
地
域
で
子
育
て
力
が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
状
況

を
踏
ま
え
、
既
に
全
国
各
地
に
置
か
れ
て
い
る
地
域
子
育

て
支
援
拠
点
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
共
働
き
家
庭
な
ど
の
小
学
生
に

対
し
て
、
学
校
の
余
裕
教
室
等
を
活
用
し
、
放
課
後
に
適

切
な
遊
び
と
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の
健
全
な
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
保
育
の
利
用
者
が
引
き
続
き
利
用
で
き
る
よ
う
体
制

整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
備
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及
び
運
営
に
関
し
て
は
、
国
が
定
め
る
基
準
を
踏
ま
え
、

市
町
村
が
条
例
で
基
準
を
定
め
る
こ
と
で
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
利
用
者
支
援
、
一
時

預
か
り
、
延
長
保
育
事
業
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
等

が
13
事
業
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
制
度
に
対
応
し
た
行
政
の
体
制

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
支
え
る
行
政
の
体
制
に
つ
い

て
も
、
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
新
制
度
で
は
、

内
閣
総
理
大
臣
が
主
た
る
責
任
を
有
し
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
上
の
事
務
の
企
画
立
案
か
ら
執
行
ま
で
を
一
元

的
に
内
閣
府
が
所
管
し
、
新
制
度
に
基
づ
く
財
政
支
援
を

内
閣
府
に
一
本
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
内
閣
府
に
は
そ

れ
に
対
応
し
た
組
織
と
し
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
」

を
設
置
し
、
新
制
度
の
一
元
的
な
実
施
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
各
自
治
体
に
お

い
て
も
、
円
滑
な
事
務
の
実
施
が
可
能
な
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

　

新
制
度
で
は
、
有
識
者
、
地
方
公
共
団
体
、
子
育
て
当

事
者
、
子
育
て
支
援
当
事
者
な
ど
が
子
育
て
支
援
の
政
策

プ
ロ
セ
ス
等
に
参
画
・
関
与
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、
平

成
25
年
4
月
に
国
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置

し
、
基
本
指
針
や
各
種
の
基
準
等
に
つ
い
て
、
順
次
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
意
義
や
市

町
村
・
都
道
府
県
が
作
成
す
る
事
業
計
画
の
記
載
事
項
等

に
つ
い
て
定
め
る
基
本
指
針
に
つ
い
て
は
同
年
8
月
に
概

ね
の
案
を
公
表
し
ま
し
た
。
今
後
、
順
次
、
各
種
基
準
の

策
定
や
公
定
価
格
の
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。　

　

ま
た
市
町
村
、都
道
府
県
に
お
い
て
も
、地
方
版
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域
の
子
育
て
の
環
境
整
備
を
、
多

く
の
関
係
者
の
参
画
を
得
て
進
め
て
い
く
た
め
、
そ
の
設

置
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
予
定

　

新
制
度
で
は
、
消
費
税
率
５
％
引
き
上
げ
に
よ
り
社
会

保
障
の
充
実
の
財
源
に
充
て
ら
れ
る
２
・
８
兆
円
の
う
ち

０
・
７
兆
円
程
度
の
財
源
を
充
て
、
保
育
等
の
量
的
拡
大

や
質
の
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

国
分
の
消
費
税
収
の
使
い
途
は
、
現
在
の
高
齢
者
３
経
費

（
基
礎
年
金
、
老
人
医
療
、
介
護
）
か
ら
、
社
会
保
障
４

経
費
（
年
金
、
医
療
、
介
護
、
子
育
て
）
に
拡
大
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
税
以
外
の
財
源
と
あ
わ

せ
て
１
兆
円
超
を
確
保
す
る
よ
う
、
最
大
限
努
力
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
制
度
は
、
平
成
27
年
10
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
時
期

に
合
わ
せ
、
早
け
れ
ば
平
成
27
年
４
月
に
本
格
施
行
と
な

る
予
定
で
す
。

内
閣
府　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
担
当

http://w
w
w
8.cao.go.jp/shoushi/index.htm

l

子ども・子育て支援新制度の実施スケジュール

3
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一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
活
性
化
の
今
日
的
な
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年
開
催
し

て
い
る
。
近
年
、
多
く
の
企
業
が
社
会
貢

献
活
動
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
っ
て
お

り
、
企
業
と
地
域
が
つ
な
が
り
、
双
方
に

利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
は
11
月
26

日
に
三
重
県
津
市
で
「
企
業
と
の
協
働
に

よ
る
地
域
活
性
化
〜
ふ
る
さ
と
三
重
の
活

力
ア
ッ
プ
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
三
重
県

と
と
も
に
開
催
し
た
。

　

会
場
で
あ
る
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
・
中
ホ
ー
ル
に
は
、
企
業
関
係
者
を

は
じ
め
、
地
域
づ
く
り
団
体
や
一
般
の

方
々
等
、
県
内
外
か
ら
お
よ
そ
３
４
０
名

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
基
調
講
演
（
対
談

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
）
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

「
企
業
と
地
域
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
気

持
ち
は
同
じ
」―

鈴
木
三
重
県
知
事

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
共
催
で
あ
る

三
重
県
知
事
の
鈴
木
英
敬
氏
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

　

知
事
は
、「
今
回
の
式
年
遷
宮
は
、
伊

勢
神
宮
二
千
年
の
歴
史
の
中
で
最
も
多
く

の
人
が
訪
れ
た
。
こ
れ
も
企
業
、
民
間
、

地
域
の
方
の
力
が
大
き
か
っ
た
か
ら
だ
と

思
う
。
企
業
、
民
間
、
地
域
と
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
立
場
の
メ
ン
バ
ー
で
も
、
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
は
皆
同
じ
。
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
に
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
の
方
々
が
お
互
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
地
域
、
ふ
る
さ
と
が
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ

た
。

第
Ⅰ
部
《
基
調
講
演
（
浜
田
益
嗣
氏
と
山

村
美
智
氏
の
対
談
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
）》

　

続
い
て
、
赤
福
10
代
目
当
主
で
（
株
）

濱
田
総
業
代
表
取
締
役
社
長
の
浜
田
益
嗣

氏
と
女
優
の
山
村
美
智
氏
に
よ
る
「
三
重

の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
！
〜

企
業
が
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
〜
」

と
題
し
た
対
談
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

浜
田
氏
と
山
村
氏
は
、
共
に
三
重
県
伊

勢
市
出
身
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
三
重

へ
の
思
い
を
熱
く
語
っ
た
。
浜
田
氏
は
伊

勢
神
宮
内
宮
前
に
、
江
戸
か
ら
明
治
期
の

町
並
み
を
再
現
し
た
「
お
か
げ
横
丁
」
を

誕
生
さ
せ
、
観
光
客
を
大
幅
に
増
加

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
同
氏

は
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
「
観
光
客
が

年
間
20
万
人
程
し
か
来
な
か
っ
た
現

状
を
何
と
か
し
た
い
、
自
分
の
愛
す

る
故
郷
を
何
と
か
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
し
た
か
っ
た
」と
話
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
地
域
と
の
協
働
を
考

え
て
い
る
企
業
に
向
け
、「
そ
の
土

地
、そ
の
土
地
に
合
っ
た
や
り
方
で
、

頭
で
考
え
る
の
で
は
な
く
心
で
考
え

る
よ
う
な
商
売
の
や
り
方
を
す
れ

ば
、
い
ず
れ
人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら

せ
る
よ
う
に
な
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
た
。

　

山
村
氏
は
「
人
を
喜
ば
す
と
い
う

点
で
は
女
優
業
も
同
様
だ
と
思
う
。

私
も
三
重
の
観
光
大
使
と
し
て
三
重
の
魅

力
を
映
画
等
で
表
現
し
た
い
」と
語
っ
た
。

第
Ⅱ
部
《
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
》

「
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
〜

ふ
る
さ
と
三
重
の
活
力
ア
ッ
プ
〜
」
を

テ
ー
マ
に
議
論

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
明
治
学
院
大

学
教
授
の
原
田
勝
広
氏
が
務
め
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
、
志
摩
市
市
長
の
大
口
秀
和

氏
、
野
原
村
元
気
づ
く
り
協
議
会
会
長
の

鳥
田
陽
史
氏
、
万
協
製
薬
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
の
松
浦
信
男
氏
の
３
人
が
登

壇
し
、
い
か
に
し
て
企
業
と
地
域
と
行
政

三
重
県
津
市
で
「
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

〜
企
業
と
の
協
働
を
テ
ー
マ
に
、
３
４
０
人
参
加
〜

対談する浜田益嗣氏（左）と山村美智氏
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が
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
を
目
指

す
の
か
、
そ
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
議

論
し
た
。

　

ま
ず
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
原
田
氏
が

テ
ー
マ
に
関
し
て
、
そ
の
意
義
や
国
内
外

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、
各

パ
ネ
リ
ス
ト
が
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

大
口
氏
は
、
志
摩
市
が
エ
レ
コ
ム
株
式

会
社
と
協
働
で
行
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
跡

地
で
の
植
林
活
動
と
、
地
元
ホ
テ
ル
と

行
っ
て
い
る
干
潟
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
、
鳥
田
氏
は
地
域
、
地
元
小
学

校
、
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
の
３
者
で
行
っ
て
い
る
耕
作
放
棄
地
で

の
お
茶
の
栽
培
、
商
品
化
、
販
売
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
松
浦
氏
は
自
社
と
地
元

高
校
生
が
進
め
て
い
る
化
粧
品
づ
く
り
の

ほ
か
、
地
域
で
行
っ
て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。
行
政
、
地

域
、
企
業
の
３
者
の
立
場
か
ら
興
味
深
い

協
働
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

次
い
で
企
業
と
協
働
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
や
成
果
が
話
題
と
な
り
、
大
口
氏

は
「
企
業
が
地
域
に
入
っ
て
き
て
く
れ
れ

ば
、
そ
の
企
業
の
経
営
理
念
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
行
政
、
住
民
は
新
た
な
視
点
で

物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
企
業
が
市
の
施
策
と
合
致
し

た
活
動
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
効
率
的
な
市
政
運
営
が
で
き
る
」
と
指

摘
。

　

ま
た
鳥
田
氏
は
「
お
茶
が
商
品
と
し
て

売
れ
る
と
い
う
直
接
的
な
利
益
だ
け
で
な

く
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
の
中
で
、
小
学

生
が
改
め
て
自
ら
の
地
域
を
見
詰
め
直

し
、
地
域
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
と
い
う

情
操
教
育
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
地
域
活

動
の
人
材
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
話
し
た
。

　

さ
ら
に
松
浦
氏
は
企
業
の
立
場
か
ら

「
地
域
、
行
政
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と

で
、
直
接
的
で
は
な
い
に
し
ろ
多
角
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
、
そ
の
中
で
見

え
て
く
る
社
会
的
な
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
後
々
利
益
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
う
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
等
を
通
し
て
社
員
も

成
長
し
て
く
れ
る
」
と

語
っ
た
。

企
業
・
地
域
・
行
政
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

　

最
後
に
松
浦
氏
は
「
企

業
と
地
域
と
の
協
働
と
い

う
の
は
何
も
大
き
な
企
業

で
な
く
て
も
や
っ
て
い
け

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
方
は
今

後
、
地
域
に
根
差
し
た
企

業
に
声
を
か
け
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
か
な
い
と
活
動
が

長
続
き
し
な
い
と
思
う

し
、
企
業
側
も
も
っ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動

に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
地
域
住
民
も
行

政
に
何
か
を
し
て
ほ
し
い
と
陳
情
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
が
地
域
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
行
動
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
う
ま
く
噛

み
合
っ
た
地
域
こ
そ
今
後
生
き
残
れ
る
と

思
う
」
と
強
調
し
た
。

　

一
方
、
鳥
田
氏
は
「
地
域
は
や
れ
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
。
そ
れ
に
は
活
動
す
る

メ
ン
バ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の

人
づ
く
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
大

切
」、
大
口
氏
は
「
地
域
と
企
業
が
互
恵

関
係
を
い
か
に
築
く
か
が
重
要
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
結
論
付
け
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

原
田
氏
は
「
地
方
に
は
人
も
地
域
資
源
も

あ
る
。
あ
と
は
企
業
と
地
域
、
行
政
が
い

か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

て
い
け
る
か
が
課
題
。
今
後
利
益
追
求
だ

け
で
は
な
い
、
三
重
県
な
ら
で
は
の
『
心

の
ビ
ジ
ネ
ス
』
を
新
た
に
生
み
出
し
て

い
っ
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
会
場
で
は
三
重
県
内
に
お
け

る
協
働
事
例
や
参
加
し
た
パ
ネ
リ
ス
ト
の

活
動
が
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
さ
れ
、
参
加

者
に
企
業
と
の
協
働
が
身
近
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
印
象
付
け
て
い
た
。

 

地
域
づ
く
り
情
報
課　
●　

阿
津
川
智
和

パネルディスカッションの様子

パネル展示の様子
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は
じ
め
に

〜 

戸
越
銀
座
商
店
街
と

 

都
市
型
観
光
〜

　

近
隣
型
商
店
街
と
し
て
発
展
し
て
き
た

東
京
都
品
川
区
の
戸
越
銀
座
商
店
街
は
、

主
に
住
民
の
日
用
品
を
供
給
す
る
商
店
街

で
あ
っ
た
が
、
近
年
行
っ
て
き
た
「
地
域

ブ
ラ
ン
ド
」
化
事
業
が
徐
々
に
定
着
し
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
も
受
け
、
日
常
の

買
い
物
客
だ
け
で
は
な
く
、
商
圏
外
か
ら

の
土
・
日
曜
の
来
街
者
が
増
加
し
て
い
る
。

　

我
々
は
、
こ
の
日
用
品
の
購
入
だ
け
を

目
的
と
せ
ず
、
商
店
街
そ
の
も
の
の
雰
囲

気
を
楽
し
み
、
散
歩
感
覚
で
訪
れ
る
人
々

が
増
加
し
て
い
る
現
象
を「
都
市
型
観
光
」

と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
の
近
隣
対
応
の
商
店

街
活
動
か
ら
は
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
都

市
型
観
光
に
焦
点
を
当
て
、
こ
れ
か
ら
の

都
市
型
観
光
商
店
街
と
し
て
の
可
能
性
や

補
完
す
べ
き
内
容
を
、
近
隣
住
民
の
目
線

で
は
な
く
、
来
街
者
の
目
線
に
よ
り
議
論

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
日
間
の

短
期
講
座
を
開
講
し
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
１
・
２
（
１
日
目
）

〜 

戸
越
銀
座
商
店
街
と

 

品
川
区
の
取
り
組
み
〜

　

ま
ず
は
私
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
戸
越
銀

座
商
店
街
で
行
っ
て
き
た
事
業
や
こ
れ
か

ら
の
構
想
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。

　

戸
越
銀
座
商
店
街
は
3
つ
の
振
興
組
合

か
ら
な
る
連
合
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
3

商
店
街
の
意
志
の
統
一
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
確
立
、
ま
た
イ
メ
ー
ジ
を
重
視

し
た
商
店
街
づ
く
り
な
ど
、
特
に
商
品
の

開
発
だ
け
で
は
な
く
地
域
そ
の
も
の
を
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
し
た
も
の
を
「
戸
越
銀

座
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
、
ハ
ー
ド
整
備
と
ソ

フ
ト
事
業
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
整
備
で
は
品
川
区
の
電
線
類
地

中
化
事
業
と
共
働
し
、「
ユ
ビ
キ
タ
ス
商

店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
昔
な
が

ら
の
商
店
街
を
演
出
す
る
た
め
の
街
路

灯
・
ア
ー
チ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
住
民
参

加
型
の
投
票
形
式
で
決
定
し
た
こ
と
や
、

観
光
化
さ
れ
た
際
に
実
用
可
能
と
な
る
Ｉ

Ｔ
機
器
の
選
択
や
利
用
手
法
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
商
店
街

で
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
べ
く
、
店
主
や
来
街
者
に
ニ
ー
ズ

調
査
等
を
行
い
、
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
を

重
視
し
た
こ
と
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
て
内

部
の
情
報
共
有
と
外
部
へ
の
情
報
発
信
力

の
強
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
開
発
や
Ｐ
Ｒ
を
、
産
学
連
携
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
解
説
し

た
。

　

次
に
品
川
区
商
業
・
観
光
課
の
井
口
係

長
に
、
品
川
区
の
現
状
や
商
業
や
観
光
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

だ
い
た
。
品
川
区
は
１
０
０
を
超
え
る
商

店
街
を
有
し
て
お
り
、
品
川
区
長
期
基
本

計
画
の
中
で
、
そ
れ
ら
が
地
域
住
民
の
生

活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
、
少
子
高

齢
化
社
会
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
核
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

様
々
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ド

整
備
や
ソ
フ
ト
事
業
に
対
す
る
幾
つ
か
の

助
成
事
業
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ
、
中

で
も
魅
力
あ
る
個
店
を「
マ
イ
ス
タ
ー
店
」

と
し
て
認
定
し
、
公
表
・
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、

個
店
の
育
成
・
支
援
に
も
力
を
入
れ
る
こ

と
で
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
を
支
援
す
る

方
策
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
商
店

街
の
都
市
型
観
光
化
を
主
軸
と
し
て
、
商

店
街
に
ど
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
も
の
が
あ

り
、
何
が
不
足
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

「
戸
越
銀
座
商
店
街
シ
ョ
ー
ト
ツ
ア
ー

コ
ー
ス
」
の
創
出
を
今
回
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
よ
り
議
論

を
進
め
て
い
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
１
日
目
）

〜
商
店
街
散
策
体
験
〜

　

参
加
者
を
数
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
解
説

を
行
い
な
が
ら
商
店
街
の
散
策
を
体
験
し

て
い
た
だ
い
た
。
事
前
に
商
店
街
が
作
成

し
た
観
光
用
の
マ
ッ
プ
を
配
布
し
、
実
際

に
食
べ
歩
き
や
買
い
歩
き
を
し
な
が
ら
、

商
店
街
に
訪
れ
た
方
に
と
っ
て
の
魅
力
あ

る
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。

　

商
店
や
買
い
物
客
の
多
さ
、
商
店
街
の

長
さ
に
驚
き
、
そ
れ
が
魅
力
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
多
数
あ
が
っ

た
。
ま
た
、
他
の
商
店
街
と
幾
つ
も
隣
接

地
域
再
生
実
践
塾　

平
成
25
年
度
第
６
回　

東
京
都
品
川
区

株
式
会
社
ユ
ー
デ
ザ
イ
ン
代
表　

●　

古
市　

修

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
商
店
街
の
活
性
化

〜
都
市
型
観
光
商
店
街
を
目
指
し
て
〜

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
再
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
再
生
実
践
塾
」
を
開
催
し
て
い
る
。
今
月
号
で
は
第

６
回
（
東
京
都
品
川
区
）
の
開
催
内
容
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
古
市
修
・
株
式
会

社
ユ
ー
デ
ザ
イ
ン
代
表
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。 

（
地
域
支
援
課
）
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し
て
い
る
状
態
を
見
て
、
改
め
て
品
川
区

の
商
店
街
の
多
さ
に
驚
き
、
個
店
間
だ
け

で
は
な
く
商
店
街
間
の
競
争
の
激
し
さ
を

推
察
さ
れ
る
参
加
者
も
い
た
。

　

一
方
、
他
の
観
光
地
と
比
較
し
て
特
筆

す
べ
き
も
の
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
こ

と
や
、
駅
前
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
が

連
な
る
こ
と
に
よ
る
戸
越
銀
座
ら
し
さ
の

喪
失
、
休
憩
で
き
る
場
所
や
ト
イ
レ
の
不

足
な
ど
の
意
見
も
あ
げ
ら
れ
た
。
都
市
型

観
光
化
を
目
指
す
上
で
、
今
ま
で
と
は
異

な
る
対
応
が
求
め
ら
れ
、
多
く
の
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
３
・
４
（
２
日
目
）

〜 

戸
越
銀
座
ブ
ラ
ン
ド

 

の
取
り
組
み
〜

　

２
日
目
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
、
ま
ず

戸
越
銀
座
銀
六
商
店
街
振
興
組
合
の
亀
井

理
事
長
よ
り
、
か
つ
て
の
昭
和
の
活
気
あ

る
商
店
街
か
ら
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
頃

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
な
り
か
け
た
寂
れ
た

商
店
街
ま
で
、
戸
越
銀
座
商
店
街
の
歴
史

を
通
し
て
、
商
店
街
活
動
の
難
し
さ
に
つ

い
て
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
中
で
も
お
客

様
か
ら
「
商
店
街
に
は
欲
し
い
も
の
が

売
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の
厳
し
い
お
言
葉

を
受
け
、
戸
越
銀
座
商
店
街
で
な
け
れ
ば

買
え
な
い
商
品
を
開
発
し
よ
う
と
試
み
た

こ
と
や
、
開
発
し
た
様
々
な
商
品
が
贈
答

品
と
し
て
近
隣
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら

れ
、
戸
越
銀
座
ブ
ラ
ン
ド
事
業
に
発
展
し

て
い
っ
た
経
緯
を
解
説
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

続
い
て
、
戸
越
銀
座
ブ
ラ
ン
ド
の
中
で

も
、
特
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
戸

越
銀
座
コ
ロ
ッ
ケ
」
に
関
し

て
、
立
正
大
学
の
池
上
名
誉

教
授
よ
り
解
説
し
て
い
た
だ

い
た
。
戸
越
銀
座
商
店
街
に
は
評
判
の
良

い
コ
ロ
ッ
ケ
を
扱
う
店
舗
が
多
数
あ
り
、

こ
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
活
性
化
に
利
用
す
べ
く

商
店
街
と
立
正
大
学
が
共
働
で
Ｐ
Ｒ
活
動

を
進
め
た
結
果
、「
コ
ロ
ッ
ケ
の
ま
ち
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
き
て
お

り
、新
た
な
商
店
街
資
産
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
都
市
型
観
光
化
に
向
け
て
、
戸
越

銀
座
商
店
街
の
解
説
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
「
学
生
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
」
の
育
成
を
進

め
て
お
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
シ
ョ
ー
ト
ツ
ア
ー
」
を
現
実
に
事
業
化

す
る
た
め
の
問
題
点
や
手
法
論
に
つ
い
て

講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
２
日
目
）

〜 

シ
ョ
ー
ト
ツ
ア
ー
コ
ー
ス

 

の
模
索
〜

　

レ
ク
チ
ャ
ー
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

経
て
、戸
越
銀
座
に
初
め
て
訪
れ
た
方
が
、

短
時
間
で
案
内
を
受
け
な
が
ら
楽
し
め
る

「
シ
ョ
ー
ト
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
」
を
提
案
す

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
実
施
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
時
間
が
短
く
、

商
店
街
体
験
が
少
な
い
た
め
、
か
な
り
難

航
す
る
か
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ツ
ア
ー
の
発
案
が

多
数
あ
っ
た
。
商
店
街
事
業
で
は
美
容
院

や
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
・
温
泉
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
業
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
に
く
い

が
、
そ
れ
ら
を
中
心
に
組
ん
だ
「
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
美
容
」
に
関
す
る
ツ
ア
ー

や
、
商
店
街
が
長
い
こ
と
や
他
の
商
店
街

と
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
を

用
い
て
の
食
べ
歩
き
ツ
ア
ー
な
ど
、
都
市

型
観
光
な
ら
で
は
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
が
提

案
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

２
日
間
と
い
う
短
い
時
間
で
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
が
、
都
市
型
観
光
化

に
向
け
て
試
行
錯
誤
し
て
い
る
我
々
に
は

収
穫
の
多
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ

た
。
戸
越
銀
座
商
店
街
は
近
隣
型
商
店
街

で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
都
市
型
観
光
が

可
能
な
商
店
街
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ど
こ
に
で
も
あ
る
商
店
街
が
自
分
の
隠
れ

た
資
産
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
を
伸
ば
す

こ
と
で
、
す
べ
て
の
商
店
街
が
観
光
化
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
を
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
に

と
っ
て
も
、
今
回
の
経
験
が
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

地域再生実践塾

フィールドワークの様子（商店街散策体験）

平成25年度第６回　地域再生実践塾の概要
＜日　程＞
第１日目　平成25年11月21日（木）
　Lecture 1　「総括・問題提起」
　　　　　　主任講師：株式会社ユーデザイン　代表
　　　　　　　　　　　古市　修　氏
　Lecture 2　「商店街の活性化のための支援策」
　　　　　　特別講師：品川区商業・観光課　商業支援係長
　　　　　　　　　　　井口　貴　氏
　Field Work　「戸越銀座商店街のまち歩き」
第２日目　11月22日（金）
　Lecture 3　「ニーズに応えるまちづくり」
　　　　　　特別講師：戸越銀座銀六商店街振興組合　理事長
　　　　　　　　　　　亀井　哲郎　氏
　Lecture 4　「コロッケを使った地域ブランド化」
　　　　　　特別講師：立正大学　名誉教授　池上　和男　氏
　Group Work 1　視察の整理・意見交換
　　　　　　主任講師：古市　修　氏　
　Group Work 2　グループ発表・講評
　　　　　　主任講師：古市　修　氏
　Lecture 5　総括
　　　　　　主任講師：古市　修　氏

グループ発表の様子
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美
し
い
農
村
風
景
、
多
様
な
農
産
品

　

邑お
お

南な
ん

町
は
島
根
県
の
中
央
部
、
中
国
山

地
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
景
観
や
棚
田

が
つ
く
り
出
す
農
村
風
景
が
美
し
い
町
で

あ
る
。
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
10
月
１

日
に
邑お
お

智ち

郡
内
の
旧
石
見
町
、旧
瑞
穂
町
、

旧
羽
須
美
村
の
２
町
１
村
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
。
広
島
県
と
の
県
境
に
位
置
し
て

お
り
、
広
島
都
市
圏
ま
で
は
高
速
道
路
を

利
用
す
れ
ば
車
で
１
時
間
の
距
離
で
あ
る

た
め
、
経
済
的
に
も
広
島
県
と
の
交
流
が

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

　

瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
を
は
じ
め

と
し
た
集
客
力
の
大
き
な
観
光
施
設
を
有

し
て
い
る
ほ
か
、
山
陽
・
山
陰
の
接
点
と

し
て
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
る
多
く
の
伝

統
芸
能
や
文
化
遺
産
も
あ
り
、
年
間
50
万

人
ほ
ど
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
。
米
を

中
心
に
野
菜
や
葉
タ
バ
コ
、
椎
茸
の
栽
培

等
が
盛
ん
だ
が
、
最
近
で
は
低
農
薬
で
栽

培
さ
れ
た
果
物
（
ピ
オ
ー
ネ
、
さ
く
ら
ん

ぼ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
等
）
や
地
酒
、
完
全

自
然
放
牧
で
育
っ
た
牛
の
牛
乳
等
、
多
様

な
農
産
品
が
町
の
特
産
と
な
っ
て
い
る
。

「
Ａ
級
グ
ル
メ
」
で
ま
ち
お
こ
し

　

邑
南
町
の
人
口
は
１
万
１
９
５
９
人

（
２
０
１
０
年
国
勢
調
査
）
で
、
高
齢
化

比
率
は
40
・６
％
、
若
者
率
（
15
〜
29
歳
）

は
８
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
過
疎
化
と

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

良
質
で
豊
富
な
農
産
物
等
を
素
材
と
し
た

邑
南
町
で
し
か
味
わ
え
な
い
食
や
体
験

を
、「
Ａ
級
グ
ル
メ
」
と
命
名
し
、
地
産

地
消
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
進
め
て

い
る
。

　

こ
れ
は
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
「
邑

南
町
農
林
商
工
等
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中

で
「
Ａ
級
グ
ル
メ
立
町
」
を
掲
げ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
、
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上

と
販
路
拡
大
に
よ
る
雇
用
機
会
の
創
出
、

観
光
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
定
住
人

口
の
増
加
等
で
地
域
活
性
化
を
目
指
す
取

り
組
み
で
あ
る
。

「
耕
す
シ
ェ
フ
」
研
修
制
度
を
導
入

　

同
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
点
的
な
施
策
と
し
て

盛
り
込
ん
だ
の
が
、
総
務
省
の
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
事
業
を
活
用
し
、
平
成
23

年
10
月
か
ら
導
入
し
た
「
耕
す
シ
ェ
フ
」

研
修
制
度
（
現
在
は
４
人
が
研
修
中
）
で

あ
る
。
こ
の
制
度
は
町
内
で
食
や
農
業
に

よ
る
起
業
を
目
指
す
都
市
住
民
に
「
耕
す

シ
ェ
フ
」
と
し
て
３
年
間
定
住
し
て
も
ら

い
、
農
作
物
の
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
や

飲
食
店
経
営
等
の
ス
キ
ル
習
得
を
目
指
す

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

観
光
協
会
直
営
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
「
素
材
香
房ajikura

」
を
拠
点
に

調
理
な
ど
の
研
修
を
受
け
る
一
方
で
、
町

内
の
生
産
現
場
に
赴
き
食
材
の
仕
入
れ
を

行
う
な
ど
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
地
域
の
生
産
者
と
の
つ
な

が
り
が
仕
入
関
係
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

生
産
の
研
修
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
、

「
耕
す
シ
ェ
フ
」
が
地
域
の
伝
統
行
事
等

に
参
加
す
る
機
会
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の「
移

住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
」

を
活
用
し
て
、次
の
３
つ
の
観
点
か
ら「
耕

す
シ
ェ
フ
」研
修
制
度
の
強
化
を
図
っ
た
。

① 

レ
ス
ト
ラ
ン
直
営
の
農
園
開
設
と
農
業

（
島
根
県
邑
南
町
）

　

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

一
般
社
団
法
人
邑
南
町
観
光
協
会　
●　

浅
井
洋
樹

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
」と
し
て
、地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、

都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は
平
成
24
年
度
に
同
事
業

を
活
用
し
た
島
根
県
邑
南
町
の
取
り
組
み
を
一
般
社
団
法
人
邑
南
町
観
光
協
会
の
浅
井
洋

樹
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。 

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

「
Ａ
級
グ
ル
メ
」と「
耕
す
シ
ェ
フ
」で
町
を
Ｐ
Ｒ

〜
定
住
者
確
保
に
顕
著
な
効
果
〜
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指
導
者
に
よ
る
人
材
育
成
強
化

② 

地
域
住
民
と
交
流
を
深
め
る
場
づ
く
り

③ 
「
耕
す
シ
ェ
フ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

に
よ
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
確
保

　

農
園
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
６
次
産

業
の
専
門
家
を
招
聘
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
つ
つ
情
報
収
集
を
行
い
、
農
園
の
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
徹
底
的
に
検
討

を
行
っ
た
。
ま
た
、
農
園
等
を
映
像
媒
体

で
も
映
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す
る
べ
く
、

デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
看
板
を
設
置
し
、

農
的
な
暮
ら
し
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
の
古
さ

を
強
み
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
24
年
９
月
30
日
に
開
催

し
た
「
Ａ
級
グ
ル
メ
祭
り
」
で
は
、
農
園

に
設
け
た
直
売
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
約

３
０
０
０
人
の
来
場
者
に
対
し
て
「
耕
す

シ
ェ
フ
」
が
育
て
た
野
菜
や
、
地
元
の
有

機
農
産
物
等
の
販
売
を
行
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
「
Ａ
級
グ
ル
メ
」
や
「
耕
す
シ
ェ

フ
」研
修
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
っ
た
。

高
い
評
価
得
る
「
耕
す
シ
ェ
フ
」

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
以
下

の
よ
う
な
成
果
が
生
ま
れ
た
。

　

①
「
耕
す
シ
ェ
フ
」
研
修
生
の
活
動
も

充
実
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
耕
す
シ
ェ
フ
」
も

自
ら
の
言
葉
で
地
元
産
の
野
菜
の
良
さ
や

生
産
者
の
こ
だ
わ
り
を
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お

客
様
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

農
業
研
修
の
効
果
も
上
が
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
農
業
研
修
に
主
眼
を
置
い
た
「
耕

す
シ
ェ
フ
」
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
増
え
て

お
り
、「
耕
す
シ
ェ
フ
」
卒
業
後
の
起
業

の
か
た
ち
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

②
農
業
や
飲
食
店
経
営
で
起
業
す
る
と

い
う
目
標
を
持
つ
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
育
成

す
る
研
修
制
度
が
、
地
域
に
雇
用
を
生
み

出
す
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
認
め
ら

れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
が
主
催
す
る

「
地
域
仕
事
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
賞
２

０
１
２
」
に
お
い
て
審
査
員
特
別
賞
を
、

総
務
省
の
「
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良

事
例
表
彰
」
で
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

（
町
の
「
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
」
と

合
わ
せ
て
の
受
賞
）。

　

こ
れ
ら
の
受
賞
に
よ
り
移
住
者
の
モ
デ

ル
と
も
言
え
る
「
耕
す
シ
ェ
フ
」
の
認
知

度
が
高
ま
り
、
定
住
希
望
者
と
受
け
入
れ

る
側
の
町
の
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
軽
減
に

つ
な
が
る
道
筋
が
で
き
た
。

　

③
グ
ル
メ
雑
誌
と
し
て
食
通
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
い
るd

ダ
ン
チ
ュ
ウ

ancyu

等
に
お
い

て
、
町
の
農
産
物
等
が
高
評
価
を
得
る
な

ど
、
町
に
あ
る
食
や
農
業
の
コ
ン
テ
ン
ツ

が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
、「
Ａ
級
グ
ル
メ
」

の
ま
ち
＝
邑
南
と
い
う
意
識
が
周
辺
地
域

で
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。こ
れ
か
ら
も「
耕

す
シ
ェ
フ
」
の
活
動
に
よ
っ
て
「
食
が
豊

か
で
魅
力
的
な
地
域
」
と
い
う
認
識
が
広

が
れ
ば
、住
民
の
町
へ
の
誇
り
も
生
ま
れ
、

地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
。

定
住
者
獲
得
に
顕
著
な
効
果

　
「
Ａ
級
グ
ル
メ
」、「
耕
す
シ
ェ
フ
」
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
医
療
、
福
祉
、
教

育
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
充
実
し
て
い
る

町
の
中
心
部
に
お
い
て
は
、
定
住
者
の
獲

得
に
顕
著
な
効
果
が
表
れ
て
い
る
。　

　

町
は
農
林
商
工
等
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
で
平

成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
５
年
間
で

定
住
人
口
を
２
０
０
人
増
や
す
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ

が
整
っ
た
地
域
を
中
心
に
24
年
度
末
で
80

人
増
を
達
成
し
て
お
り
、
移
住
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

　

た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
周
辺
地
域
な
ど

少
子
高
齢
化
が
特
に
深
刻
な
地
域
に
お
い

て
は
、
依
然
と
し
て
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
あ

ま
り
増
え
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。
こ
の

た
め
、「
耕
す
シ
ェ
フ
」
の
目
線
を
活
か

し
た
地
域
の
情
報
発
信
や
活
動
フ
ィ
ー
ル

ド
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
町
に
対
す

る
認
知
度
を
高
め
、
移
住
者
増
や
交
流
人

口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

イタリアンレストラン「素材香房ajikura」 の外観

「耕すシェフ」の農業研修の様子

ETIC表彰式の様子。邑南町職員の寺本英仁氏（右）
と耕すシェフ（地域おこし協力隊）の安達智子氏
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歴
史
と
伝
統
の
ま
ち

　

堺
市
は
大
阪
府
の
中
南
部
、
泉
北
地
域

に
位
置
し
、
人
口
約
84
万
人
を
有
す
る
大

阪
府
の
第
２
の
都
市
で
あ
る
。
平
成
18
年

に
政
令
指
定
都
市
に
移
行
し
、
名
実
と
も

に
関
西
の
経
済
・
文
化
を
牽
引
す
る
都
市

の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

　

仁
徳
天
皇
陵
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
百

舌
鳥
古
墳
群
、
神
社
仏
閣
な
ど
古
代
か
ら

中
世
、
近
世
の
豊
富
な
歴
史
文
化
遺
産
を

有
し
、
茶
の
湯
を
大
成
し
た
千
利
休
や
歌

人
・
与
謝
野
晶
子
な
ど
の
偉
人
を
輩
出
し

た
歴
史
と
伝
統
の
ま
ち
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
堺
市
で
は
、
利
休
が
大
成
し
た

茶
の
湯
文
化
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
実

践
し
、
堺
の
歴
史
や
文
化
な
ど
の
魅
力
を

伝
え
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
堺
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
」（
以
下
、
適
宜
「
同
協
会
」

と
い
う
。）
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
が
活
躍
し
て
い
る
。
今
回
は
、
同
協
会

の
活
動
に
つ
い
て
、
副
理
事
長
を
務
め
る

呉
竹
正
氏
か
ら
伺
っ
た
お
話
を
交
え
て
紹

介
す
る
。

堺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
誕
生

　

同
協
会
が
誕
生
し
た
の
は
平
成
７
年
。

そ
の
き
っ
か
け
は
平
成
４
年
に
堺
市
が

「
堺
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
養
成
講
座
」

を
開
催
し
た
こ
と
に
あ
る
。
当
時
、
堺
市

は
政
令
指
定
都
市
を
目
指
し
て
発
展
し
つ

つ
あ
り
、
古
き
良
き
堺
か
ら
人
口
80
万
の

新
し
い
堺
ま
で
を
、
よ
り
多
く
の
人
々
に

伝
え
る
た
め
、
同
市
は
平
成
６
年
、
同
講

座
の
修
了
生
を
対
象
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
た
。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
28
名

の
有
志
に
よ
り
平
成
７
年
４
月
に
任
意
団

体
「
堺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
」
が
発

足
し
た
。

　

そ
の
年
の
１
月
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災

が
あ
り
、
平
成
７
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元

年
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
多
く
の
人

が
被
災
地
に
対
し
て
「
何
か
役
に
立
ち
た

い
」と
い
う
思
い
を
持
ち
、活
動
を
開
始
し

た
と
さ
れ
、
そ
の
様
子
を
間
近
で
目
に
し

た
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
、
同
協
会
の
あ
る

べ
き
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
思
い
が
現
在

の
活
動
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
平
成
20

年
４
月
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行
し
た
。

　
「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

ど
な
た
に

で
も　

明
る
く　

楽
し
く　

ご
案
内
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
お
客
さ
ま
を
お
も
て

な
し
の
心
で
迎
え
、
何
よ
り
楽
し
み
な
が

ら
活
動
し
、
お
も
て
な
し
の
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
。「
自
分
が
楽
し
く
な
い
と
、

お
客
さ
ま
も
楽
し
く
な
い
。
自
分
が
楽
し

む
こ
と
が
一
番
」
と
呉
竹
氏
は
話
す
。

い
つ
で
も　

ど
こ
で
も

ど
な
た
に
で
も

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
堺
市

役
所
展
望
ロ
ビ
ー
や
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
に

程
近
い
大
仙
公
園
な
ど
市
内
の
主
要
観
光

ス
ポ
ッ
ト
10
カ
所
に
常
駐
し
、
定
点
ガ
イ

ド
と
し
て
案
内
す
る
ほ
か
、
３
カ
所
の
観

光
案
内
所
か
ら
出
か
け
る
全
５
コ
ー
ス
の

ミ
ニ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
年
末
年
始
以
外
、

毎
日
２
回
、無
料
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
の
外
郭
団
体
「（
公
社
）
堺
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
」
と
も
連
携
し
、
団
体

客
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
も
活
動
し
て

い
る
。

　

毎
月
、「
堺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
て
お
り
、
会
員
へ

の
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
会
員
が
お
客
さ
ま

★　団体プロフィール　★

設立年＝平成７年４月
設立・運営主体＝自主的組織
代表者＝理事長　髙三　壽次郎
構成員＝192人
〈連絡先〉
〒590-0077
　大阪府堺市堺区中瓦町2丁3-24
　博愛ビル1Ｆ
　電話：072-233-0531
　HP： http://www7.ocn.ne.jp/~sakaikvk/
　e-mail：sakaikvk@axel.ocn.ne.jp

地域づくり団体探訪Series

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
堺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
大
阪
府
堺
市

観
光
客
を
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
ご
案
内
」

　
　

〜
堺
の
魅
力
、
お
も
て
な
し
の
心
で
伝
え
る
〜

副理事長の呉竹正氏

042-043　団体探訪.indd   42042-043　団体探訪.indd   42 2013/12/17   10:00:052013/12/17   10:00:05



43 2014・1月号

を
ガ
イ
ド
し
た
感
想
や
案
内
方
法
、
施
設

設
備
へ
の
提
案
・
要
望
な
ど
も
掲
載
し
、

会
員
間
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
会
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ガ
イ
ド

ス
キ
ル
の
維
持
・
向
上
に
繋
げ
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ス
キ
ル
の
維
持
・
向
上
と
い
う

点
で
は
、
毎
月
、
全
体
研
修
会
（
ま
た
は

ガ
イ
ド
勉
強
会
）
を
開
催
す
る
ほ
か
、
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の
勉
強
会
な
ど
も

実
施
し
て
い
る
。平
成
25
年
３
月
に
は「
障

害
の
あ
る
方
に
対
し
て
の
配
慮
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
も
整
え
た
。「
ど
な
た
に
で
も
」
堺

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
、
多
様
な
来
訪
者
か
ら
学
び
つ
つ
ガ

イ
ド
の
精
度
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　

ガ
イ
ド
以
外
で
は
、
堺
の
歴
史
・
文
化

や
お
も
て
な
し
の
心
を
学
ぶ
公
開
講
演
会

を
年
1
回
開
催
し
、
一
般
市
民
に
広
く
公

開
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
施
設
の
清
掃

や
標
柱
石
、案
内
板
の
点
検
な
ど
も
行
う
。

　

堺
市
に
あ
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
小
学
校
の

3
年
生
を
対
象
に
、
社
会
科
授
業
の
一
環

と
し
て
「
わ
が
ま
ち
を
知
る
」
と
題
し
、

市
役
所
の
展
望
ロ
ビ
ー
で
東
西
南
北
4
つ

の
方
角
、
公
共
施
設
や
主
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
を
紙
芝
居
で
説
明
し
、
展
望
ロ

ビ
ー
を
周
回
し
て
案
内
し
て
い
る
。
地
域

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
ま
ず
自

分
た
ち
の
地
域
に
つ
い
て
知
り
、
興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
堺
市
や
堺
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
と
連
携
し
、
堺
市
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
春
と
秋
の
「
堺
文
化
財
特
別
公

開
」
を
は
じ
め
、
堺
ま
つ
り
や
大
魚
夜
市

な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
大
阪
・
奈
良
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
団
体
が
広
域
に
連
携
し
、
平
成

22
年
10
月
か
ら
平
成
26
年
４
月
ま
で
実
施

す
る
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
「
大
阪
・
奈
良
歴
史
街

道
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
〜
第

二
幕　

遣
唐
使
の
道
を
た

ど
る
〜
」
で
は
、
堺
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

堺
市
の
宝

　

設
立
当
時
28
名
で
あ
っ

た
会
員
は
、
設
立
か
ら
19
年
目
を
迎
え
た

現
在
、
１
９
２
名
を
数
え
、
そ
の
活
動
は

大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

会
社
員
な
ど
仕
事
の
傍
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
に
参
加
し
て
い
る
30
代
・
40
代

の
会
員
も
若
干
い
る
が
、
多
く
が
企
業
を

定
年
退
職
し
た
方
で
、
会
員
の
平
均
年
齢

は
68
歳
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
ス
キ
ル
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
寄
り
、
活
動
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
で
は
、
企
画
・
構
成
・

挿
絵
デ
ザ
イ
ン
な
ど
す
べ
て
自
前
で
行

い
、
印
刷
作
業
の
み
業
者
に
発
注
し
た
。

「
外
部
の
業
者
に
発
注
し
な
け
れ
ば
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と

呉
竹
氏
は
胸
を
張
る
。

　

会
員
数
の
増
加
に
伴
い
活
動
内
容
も

年
々
充
実
し
、
設
立
し
た
平
成
７
年
に
３

７
６
人
だ
っ
た
案
内
客
数
は
、
最
近
で
は

年
間
14
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
伸
び
て
い

る
。

　

市
民
に
も
、
黄
色
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

た
「
観
ボ
ラ
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
お
り
、
堺
市
長
は
会
見
で
同
協
会
に
つ

い
て
「
堺
市
の
宝
」
と
ま
で
発
言
し
た
そ

う
だ
。「
市
長
の
そ
の
発
言
が
一
番
の
成

果
」
と
、呉
竹
氏
は
う
れ
し
そ
う
に
語
る
。

　

今
後
は
、
年
に
１
回
開
催
し
て
い
る
公

開
講
演
会
以
外
に
、
よ
り
広
く
堺
市
に
つ

い
て
学
ぼ
う
と
、
市
民
向
け
の
定
期
勉
強

会
「
利
休
塾
（
仮
称
）」
の
開
講
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
増
加
し
た
会
員
同
士

の
繋
が
り
や
絆
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
さ
ら
に
充
実

す
る
考
え
だ
。

　

ガ
イ
ド
活
動
は
自
身
の
裁
量
に
基
づ
き

自
由
に
参
加
で
き
る
が
、
交
通
費
の
費
用

弁
償
以
外
は
基
本
的
に
無
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
。
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
支
え
る
の
は
お
客
さ
ま
か
ら
の
「
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
。
ガ
イ
ド
し
な
が
ら
観

光
客
と
交
流
し
、
日
常
生
活
に
彩
り
を
与

え
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
１
日
を
楽

し
め
る
こ
と
が
何
よ
り
の
報
酬
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
堺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

は
そ
ん
な
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
。

　

堺
の
ま
ち
で
は
、
黄
色
い
ジ
ャ
ン
パ
ー

の
観
ボ
ラ
さ
ん
が
、
今
日
も
明
る
く
楽
し

く
活
躍
し
て
い
る
。

 

編
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明るく 楽しく ご案内

大阪・奈良歴史街道リレーウォーク～大安寺の前を行く～
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　地域活性化センターでは、「ふるさと情報コーナー」（中央区日本橋・日本橋プラザビル１階）を設置し、
都道府県・市町村の観光・イベント等のパンフレット約2600種類を展示し、来訪者の皆様にご自由にお持
ち帰りいただいています。同コーナーは、年間、約30万部のパンフレットを提供しており、人気は有名観
光地に集中しています。そこで、当センターでは、今年度初の試みとして、人気観光地でなくてもデザイン、
魅力的なフレーズ、使い勝手の良さなど、優れたセンスで地域情報を発信しているパンフレットを表彰す
る「ふるさとパンフレット大賞～旅に出たくなる、思わず手にとる～」を実施しました。去る11月14日に
地域活性化センター 大会議室で審査が行われ、2334点の中から次の通り各賞が決定しましたので報告いた
します。

　【審査委員】　委員長　南　伸坊　氏（イラストレーター） 
　　　　　　　委　員　楓　千里　氏（株式会社 JTBパブリッシング 執行役員） 
　　　　　　　　　　　パックン　氏（お笑いコンビ パックンマックン） 
　　　　　　　　　　　マックン　氏（お笑いコンビ パックンマックン） 
　　　　　　　　　　　高 橋 達 雄（一般財団法人 地域活性化センター 理事長）

【大　賞】福井県高浜町

「ゆっくりしていってください　高浜町」

受賞団体

【大　賞】福井県高浜町
　「ゆっくりしていってください　高浜町」
【優秀賞】長崎県小値賀町
　「心に残る　人に会える島。」
【奨励賞】福岡県糸島市
　「いとほん」
【南伸坊賞】兵庫県西宮市
　「にしのみやげに」
【楓千里賞】長崎県東彼杵町
　「お茶のまちひがしそのぎ　くじらのまちひがしそのぎ」
【パックン賞】長野県木曽観光連盟
　「中山道　木曽路　小さな旅」
【マックン賞】愛知県岡崎市
　「天下一　葵　旅」
【地域活性化センター理事長賞】青森県藤崎町
　「藤崎町ガイドブック　すがおの津軽に、会える町。」

第１回 ふるさとパンフレット大賞 

たくさんの力作のなかから、受賞作をしぼりこむのは大変でもありました。
しかし、結局いつのまにか落ち着くところに落ち着いたという感じで決まりました。
審査員それぞれに、パンフレットは「こうあるべきだ」という思いもあるだろうし、
パンフレットの魅力を、編集力に求める人、デザインを重視する人、実用性を評価
する人といろいろです。
しかしパンフレットをつくる側にしたら、それら全部をなんとかしようとしている
わけでですから「いいものを作ろう」という熱意はかならず受け手側に届くのです。
審査員にではなく、それは実際にパンフレットを手にとってくれる利用者を動かす、
つまり手にとって見る、よろこんで持っていく、という行動につながっていきます。
それは、作り手の熱意如何にかかっています。
このコンクールをきっかけに、さらに面白い、美しい、楽しい作品のふえることが、
わたしたちののぞみです。

審査委員長講評
南　伸坊

044-045　パンフレット大賞.indd   44044-045　パンフレット大賞.indd   44 2013/12/19   19:07:332013/12/19   19:07:33



浦安の再生と創生

浦安市長　●　松崎秀樹
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年
間
約
３
千
万
人
の
来
訪
者
を
迎
え
る
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
を
抱
え
、
今
で
は
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
浦
安
市
で
す

が
、
か
つ
て
の
浦
安
は
、
三
方
を
海
と
川
に
囲
ま
れ
「
陸
の
孤
島
」

と
呼
ば
れ
た
半
農
半
漁
の
ま
ち
で
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
33
年
の
本
州
製
紙
江
戸
川
工
場
か
ら
の
廃
水
公

害
に
端
を
発
し
、
昭
和
37
年
の
漁
業
権
の
一
部
放
棄
、
そ
し
て
昭

和
46
年
の
漁
業
権
全
面
放
棄
を
契
機
に
海
面
埋
立
事
業
が
進
め
ら

れ
、
市
の
面
積
は
２
・
43
平
方
㌔
㍍
か
ら
16
・
98
平
方
㌔
㍍
と
約

７
倍
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
工
業
団
地
と
し
て
、
そ
の
後
、
時
代
の
変
化
の
中
で
大

規
模
住
宅
開
発
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
44
年
に
は
地
下
鉄
東
西
線
が

開
通
、
昭
和
53
年
に
は
、
首
都
高
速
道
路
湾
岸
線
の
浦
安
〜
新
木

場
間
の
開
通
、
昭
和
63
年
に
は
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
が
開
通
す
る
な
ど
、

都
心
に
わ
ず
か
十
数
分
と
い
う
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
背
景
に
人

口
が
急
増
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
基
盤
が
整
備
さ

れ
、
ま
ち
は
大
き
く
変
ぼ
う
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
海
と
河
川
に
囲
ま
れ
た
平
坦
な
地
理
的
特
性
と
市

域
の
約
85
％
が
埋
立
地
と
い
う
地
盤
特
性
か
ら
、
地
震
や
水
害
な

ど
の
自
然
災
害
を
受
け
や
す
く
、
本
市
の
歴
史
は
災
害
と
の
戦
い

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地

方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
震
源
か
ら
４

０
０
㌔
離
れ
た
浦
安
市
に
お
い
て
も
、
湾
岸
エ
リ
ア
で
世
界
最
大

規
模
の
液
状
化
が
発
生
し
、
昭
和
24
年
の
キ
テ
ィ
台
風
で
の
被
災

以
来
、
62
年
ぶ
り
の
激
甚
災
害
の
指
定
と
い
う
未
曽
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
道
路
を
は
じ
め
、
上
下
水
道
、
ガ
ス
な
ど
市

民
生
活
に
直
結
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
と
と
も
に
、

家
屋
の
傾
斜
や
塀
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
多
く
の
市
民
の
生
活
に
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
被
災
直
後
か
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
学
校
施
設

等
の
応
急
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
ほ
か
、
国
や
関
係
機

関
へ
の
働
き
か
け
、
市
独
自
の
支
援
制
度
の
創
設
、
市
民
の
声
を

集
め
た
復
興
計
画
の
策
定
な
ど
復
旧
・
復
興
に
向
け
真
っ
向
か
ら

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
25
年
度
は
「
本
格
復
旧
・
復
興
元
年
」
と
位
置

付
け
、こ
れ
ま
で
の
公
園
や
施
設
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
点
」

の
復
旧
・
復
興
か
ら
、
幹
線
道
路
や
下
水
道
、
さ
ら
に
は
街
区
を

対
象
に
し
た
「
面
」
へ
の
復
旧
・
復
興
へ
と
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
と
並
行
し
、
産
・
官
・
学
共
同
で
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
構
成
し
て
、
災
害
に
強
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
優
れ
た

環
境
に
優
し
い
持
続
可
能
な
街
づ
く
り
「
浦
安
環
境
共
生
都
市
」

の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
ほ
か
、
ま
ち
を

挙
げ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
ス
マ
ー
ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
・

シ
テ
ィ
」
を
目
指
し
、
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
つ
く
ろ
う
と
、
単
な
る
ハ
ー
ド
の
復
旧
・
復
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、

今
日
の
浦
安
市
の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
新
た
な
都
市
や
地
域
の

魅
力
と
価
値
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

浦
安
市
は
、
よ
く
デ
ィ
ズ
ニ
ー
城
下
町
と
見
ら
れ
、
税
収
の
多

く
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
か
ら
得
て
い
る
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
都
心
に
近
接
し
て
い
る
と
い
う
利
便
性
が
功
を
奏

し
て
、
安
定
し
た
個
人
市
民
税
と
固
定
資
産
税
で
全
税
収
の
90
％

を
占
め
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
そ
し
て
、
未
曽
有
の
震
災
に
も

め
げ
ず
、
昭
和
59
年
以
来
30
年
間
連
続
し
て
地
方
交
付
税
の
不
交

付
団
体
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
の
高
い
基
礎
体

力
を
武
器
に
、
被
災
地
浦
安
か
ら
の
反
転
攻
勢
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

震
災
で
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
を
一
刻
も
早
く
克
服
し
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
転
じ
、
全
国
か
ら
「
住
み
た
い
街
」「
う
ら
や
ま
市
」

と
羨
ま
し
が
ら
れ
た
浦
安
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、
震
災
以
前
よ

り
も
さ
ら
に
住
み
よ
い
街
と
な
る
よ
う
16
万
２
千
市
民
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、「
浦
、
安
か
れ
」
と
祈
り
と
願
い
を
込
め
た
本
市
の

原
点
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
先
人
・
先
輩
に
恥
じ
な
い
市
政
運

営
、
後
に
続
く
後
輩
た
ち
に
誇
れ
る
市
政
運
営
、
そ
し
て
ふ
る
さ

と
浦
安
の
再
生
と
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、
市
民
の
先
頭
に

立
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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手
前
み
そ

　

で
す
が
…

富
山
県

高岡市 180

高岡は、慶長14年（1609）に加賀前
田家二代藩主前田利長公が城を築き、

町を開いて以来、高岡銅器や漆器、菅笠な
どの「ものづくりの技と心」を脈々と受け
継ぎ発展してきた富山県西部の中核都市で
す。古くは天平の時代から越中の国府が置
かれ、越中国守であった万葉歌人大伴家持
が詠んだ雨晴海岸・二上山などの水と緑が
織りなす美しい自然・景勝地を有し、国宝
瑞龍寺をはじめ、国の重要伝統的建造物群
保存地区に選定された山町筋、金屋町、そ
して高岡古城公園などの歴史文化資産が数
多く残っています。
　平成27年春には北陸新幹線金沢開業を

ものづくりの技と心を受け継ぐ歴史都市　高岡ものづくりの技と心を受け継ぐ歴史都市　高岡

迎え、首都圏等から高岡への移動時間が飛躍的に短縮されることも、今後の高岡の
強みの一つになると期待しています。
　高岡らしい風情や情緒を楽しむまち歩き、高岡御車山祭、伏木曳山祭などの伝統
的なまつりや、「ものづくり」の世界を体感しに是非高岡にお越しください。

■ 国宝高岡山瑞龍寺　加賀前田家二代藩主で高
岡の開祖前田利長公の菩提寺。年に数回ライ
トアップされ幽玄な音と光に包まれる

■ 金屋町　この地に根付いた鋳物産業が
今日の高岡銅器の起源となっている。
平成24年に重要伝統的建造物群保存
地区に選定された

■ 高岡大仏　奈良、鎌倉と並んで日本3大仏に
数えられ、広く市民に親しまれている

■ 伏木曳山祭、通称「けんか山」（５月15日）　
昼は春の爽やかな潮風の中、威勢のいい掛け
声とともに花山車が練り歩き、夜は一転、激
しく燃える炎のごとく提灯山車が激しいぶつ
かり合いを繰り広げる

■ ものづくりの技　ものづくり現場の体
験。職人技を直に見学

■ 北陸新幹線　平成27年春に金沢まで開
業する北陸新幹線の車両外装の帯色に
は、『日本の伝統工芸である銅器や象眼の
銅色』が用いられるなど、「銅器のまち高
岡」にちなんだデザインも採用されている

■ 高岡御車山祭（５月１日）　豊臣秀吉より譲り
受けた御所車を、前田利長公が高岡城を築い
たとき町人に与えたのが始まり。高岡の金工、
漆工、染色などの工芸技術が結集した絢爛豪
華な御車山が町を巡行する

■ 雨晴海岸　日本の渚百選の一つにも選ばれており、天候に恵まれれば富山湾越しに3,000
メートル級の立山連峰（たてやまれんぽう）を望むことができる。源義経が奥州へ落ち
延びる途中、この地でにわか雨の晴れるのを待ったという伝説が、地名「雨晴（あまは
らし）」の由来となっている。海岸から望める有磯海の女岩は国の名勝指定を受ける予定

ものづくりの技と心を受け継ぐ歴史都市　高岡
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482014・1月号

第１回　東京都八王子市　　　　平成26年７月３日（木）～４日（金）
　開催分野：地域経営（地域コミュニティの再生）
　　　　　　主任講師：炭谷　晃男氏（大妻女子大学社会情報学部　教授）
第２回　高知県高岡郡四万十町　平成26年７月23日（水）～25日（金）
　開催分野：地域ブランド（６次産業化による地域振興）
　　　　　　主任講師：畦地　履正氏（株式会社四万十ドラマ　代表取締役社長）
第３回　埼玉県川越市　　　　　平成26年８月27日（水）～29日（金）
　開催分野：中心市街地活性化（まち並み形成と中心市街地の活性化）
　　　　　　主任講師：新津　重幸氏（高千穂大学大学院　教授）
第４回　佐賀県佐賀市　　　　　平成26年９月25日（木）～27日（土）
　開催分野：地域資源（地域資源の展開）
　　　　　　主任講師：飯盛　義徳氏（慶應義塾大学総合政策学部　准教授）
第５回　福島県南会津郡下郷町　平成26年10月15日（水）～17日（金）
　開催分野：景観（街並み保全と地域づくり）
　　　　　　主任講師：相沢　韶男氏（武蔵野美術大学　教授）
第６回　静岡県熱海市　　　　　平成26年11月19日（水）～21日（金）
　開催分野：観光（観光マーケティング）
　　　　　　主任講師：沢登　次彦氏（株式会社リクルートライフスタイルじゃらんリサーチセンター　センター長）

　新たな視点や手法の導入による地域の再生、持続可能な地域づくりを目指し、地域活性化に向
けた実践的エッセンスを広く提言・発信します。
日　　時：平成26年３月５日（水）　14：10～17：15
会　　場：東京国際フォーラム（東京都千代田区丸の内３丁目５－１）
対　　象：地域再生に関心のある方　400名（参加無料）
プログラム：
○基調講演　14：10～15：10
　テーマ：「里山資本主義」
　講演者：藻谷　浩介　氏（株式会社日本総合研究所調査部　主席研究員）
○分科会　　15：25～17：15
　分科会１（観光）
　テーマ：「選ばれ続ける地域とは」
　コーディネーター：山田　桂一郎　氏（JTIC. SWISS代表）
　パ ネ リ ス ト：沢登　次彦　氏（ 株式会社リクルートライフスタイルじゃらんリサーチ

センター　センター長）
　　　　　　　　　　藻谷　浩介　氏（株式会社日本総合研究所調査部　主席研究員）
　　　　　　　　　　高砂　樹史　氏（株式会社小値賀観光まちづくり公社　専務取締役）
　分科会２（景観）
　テーマ：「水のある風景に学ぶ「景観まちづくり」」
　コーディネーター：後藤　春彦　氏（早稲田大学創造理工学部　学部長・教授）
　パ ネ リ ス ト：杉浦　榮　氏（S2 Design and Planning　代表）
　　　　　　　　　　鈴木　洋　氏（山形県金山町長）
　　　　　　　　　　内藤　廣　氏（建築家・東京大学名誉教授）

平成25年度
地域再生実践フォーラムの開催のお知らせ

平成26年度　地域再生実践塾開催のお知らせ

藻谷　浩介　氏
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C O N T E N T S

地域活性化フォーラム
三重県津市で「地域活性化フォーラム」
地域再生実践塾　東京都品川区
地域ブランドと商店街の活性化 古市　修

移住・交流推進支援事業　島根県邑南町
「Ａ級グルメ」と「耕すシェフ」で町をPR 浅井洋樹

地域づくり団体探訪　大阪府堺市
NPO法人堺観光ボランティア協会
観光客を「明るく、楽しく、ご案内」

レギュラーリポート

2014 -1

ふるさとパンフレット大賞に福井県高浜町

首長の思い
浦安の再生と創生 松崎秀樹（浦安市長）

センター通信

グラビア

特　集

 1 巻頭エッセー／若者は農山漁村をめざす 岡﨑昌之（地域づくり団体全国協議会会長）　　

　 　  少子化対策と子育て支援
 4 基調論文  少子化の進行と子育ち・子育て支援 福田素生（埼玉県立大学教授）　　
 8 北海道千歳市　〝子育てするなら、千歳市〟を目指して 徳永　隆　　
 10 山形県川西町　住民主体で放課後児童クラブを運営 梶山由美　　
 12 千葉県流山市　マーケティング活用し、子育て世帯呼び込む 河尻和佳子　　
 14 長野県小海町　子育て支援充実で若者定住を促進 井上晴正　　
 16 愛知県東郷町　「子育て支援ナンバーワン」の町に向けて 木本清彦　　
 18 石川県七尾市　家庭に保育ママを派遣し、子育て支援 山本昌文　　
 20 福井県　地域全体で多様な少子化対策を推進 福井県健康福祉部子ども家庭課　　
 22 京都府　「オール京都」で少子化対策総合戦略会議 松村淳子　　
 24 岡山県総社市　地域ぐるみで子どもの健全育成へ 中島久美子　　
 26 鳥取県　10県知事が「子育て同盟」を結成 池上祥子　　
 28 香川県　〝母親目線〟で育児しやすい環境づくり 中橋恵美子　　
 30 宮崎県西米良村　若者の定住促進に向け独身者専用住宅 中武かずみ　　
 32 副基調論文  子ども・子育て支援新制度について 内閣府子ども・子育て支援新制度施行準備室　
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（
静
岡
県
・
山
梨
県
）

　

神
聖
で
荘
厳
な
姿
の
富
士
山
は
、
山
域
か
ら
山
頂
へ

の
登
拝
及
び
山
麓
の
霊
地
へ
の
巡
礼
を
通
じ
て
、
富
士

山
を
居
処
と
す
る
神
仏
の
霊
力
を
獲
得
し
、
自
ら
の
擬

死
再
生
を
求
め
る
と
い
う
独
特
の
性
質
を
持
つ
富
士
山

信
仰
を
育
み
、
ま
た
、
海
外
の
芸
術
家
に
も
影
響
を
与

え
た
浮
世
絵
な
ど
、
多
く
の
芸
術
作
品
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
信
仰
の
対
象
・
芸
術
の
源
泉
で

あ
る
富
士
山
は
世
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
25
年

６
月
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
後
は
、
構
成
資
産
周
辺
だ
け
で
な
く
静
岡
・
山

梨
両
県
全
域
へ
の
国
内
外
か
ら
の
来
訪
者
が
増
加
し
、

賑
わ
い
の
高
ま
り
や
経
済
的
効
果
が
現
れ
る
一
方
、
富

士
山
の
環
境
保
護
や
登
山
者
の
安
全
確
保
の
推
進
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
は
、
富
士
山
を
守
っ
て
い
く
た
め
の

「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
で
す
。
富
士
山
の
保
全
に
向
け

た
取
り
組
み
の
輪
を
国
民
運
動
と
し
て
広
く
展
開
し
、

世
界
遺
産
富
士
山
を
確
実
に
継
承
す
る
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
静
岡
県
自
治
行
政
課

　
　
　
　
　
　
　
（
０
５
４―

２
２
１―

２
０
５
７
）

 

（
写
真
提
供
：
静
岡
県
観
光
協
会
）

表
紙

世
界
遺
産
富
士
山

　

  【
編
集
後
記
】

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
年
も「
地

域
づ
く
り
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
さ
て
今
月

号
の
特
集
は
「
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
」
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
は
大
き

な
潮
流
と
な
っ
て
わ
が
国
の
経
済
社
会
を
揺
さ
ぶ
っ
て

い
ま
す
。
人
口
は
国
家
を
構
成
す
る
基
本
的
な
要
素
で

あ
り
、
国
力
の
源
泉
で
も
あ
り
ま
す
。
豊
か
で
活
力
あ

る
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
も
適
正
な
人
口
の

維
持
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

▼
そ
こ
で
国
や
自
治
体
な
ど
を
中
心
に
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
よ
う
と
様
々
な
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
集
事
例
を
拝
見
し
て
も
子
育
て
支
援
の
ほ
か
若

者
の
定
住
促
進
や
婚
活
支
援
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
域
を
挙
げ
て
難
し
い
課
題
に
果

敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
結
果
、
出
生
率
の
上
昇
や
人
口
増
加
な
ど
目

に
見
え
る
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
地
域
が
あ
る
の
も
事

実
で
す
。
今
は
ま
だ
小
さ
な
成
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
れ
ば
必
ず
や
そ
れ
な
り

の
結
果
が
つ
い
て
く
る
も
の
で
す
。

▼
少
子
化
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
晩
婚
化
、
未
婚
化

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
じ
て
豊
か
に
な
っ
た

社
会
で
、
そ
の
背
景
に
は
多
様
な
事
情
が
あ
る
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
や
出
産
な
ど
に

関
す
る
個
人
の
意
思
決
定
権
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
人
口
減
少
の
時
代
に
入
っ
た
今
、

改
め
て
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
存
在
の
大
切
さ
に

つ
い
て
思
い
を
致
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

（
堀
）

【
2
月
号
予
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手前みそですが…　　【富山県高岡市】47

　EVENT CORNER

予定
イベント

１月

★日本橋プラザビルイベントスペース

●１月16日（木）～17日（金）
　菊川市観光協会（静岡県）
　『菊川市物産展』
●１月21日（火）
　西さがみ観光協議会（神奈川県）
　『西さがみ観光展・物産展』
●１月27日（月）～28日（火）
　いちき串木野市（鹿児島県）
　『鹿児島県いちき串木野市の物産と観光展』
●１月29日（水）～30日（木）
　西尾市観光協会（愛知県）
　『三河の小京都　愛知・西尾　観光物産展』

5 6 （写真）
1  11月５日（火）～６日（水）武蔵村山市（東
京都）
2 11月８日（金）あみ観光協会（茨城県）
3  11月12日（火）～13日（水）神奈川集中観
光キャンペーン実行委員会（神奈川県）

4  11月19日（火）～20日（水）湯沢市観光物
産協会（秋田県）

5  11月21日（木）～22日（金）福島県県南地
方振興局

6  11月28日（木）～29日（金）「日本で最も
美しい村」連合　長野県会議（長野県、山
梨県、群馬県）

7  12月５日（木）～６日（金）宝塚市（兵庫県）

21 3

7

●２月６日（木）～７日（金）
　市原市観光協会（千葉県）
 『千葉県市原市の観光・物産展』
●２月13日（木）～14日（金）
　新城市（愛知県）
　『愛知県新城市箱推し隊（仮称）』
●２月18日（火）～19日（水）
　七尾特産品協会（石川県）
　 『能登七尾！ちょっと寄ってかんかいね。～七
尾の食と心のおもてなし～』

44
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4

菜の花と富士山
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